


[image: ]







大地の女神


西風の皇子デイデイウス





喜多みどり














[image: ]





角川ビーンズ文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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西風の皇子デイデイウス　登場人物紹介





ディディウス


ミュドラネ帝国の皇子。〈滅びの女神〉を倒すことができる〈大地に愛されし者〉らしいが……？　メイヴェーラに片想い中。







メイヴェーラ


西風を司る女神。ディディウスの身体に魂だけ同居していたが、現在行方不明。昔、ディディウスの父親に想いを寄せていた。







〈滅びの女神〉


強大な力を持ち、世界を滅ぼそうとしている女神。その実体は、かつて地上に根付き、生命のすべてを生み出した〈樹〉。







ダークロア


自称世界一のオレ様魔法使い。最近すっかりディディウスの保護者と化していたが、過去に因縁のある魔法使いに殺された。







ウィルゴ


天空神の血を引き、〈滅びの女神〉打倒の鍵となる〈境界の剣〉を呼び出すことができる、強く美しく乱暴者な女剣士。







ノクス


権力争いに巻き込まれて傭兵暮らしをしていた、亡国の王子。ウィルゴを深く愛しており、ひたすら彼女を守ろうとする。







ミューシカ


性別不詳の天空神。以前はディディウスらとともに旅をしていたが、現在は天空に戻り、地上との戦いを止めるため奔走する。







エイルセイル


ディディウスの命を狙い〈滅びの女神〉を復活させた天空神。何者かによって、死の神の力を宿す矢に射られて、殺された。







ギャンダルフィッハ


昔〈滅びの女神〉の封印に成功するも、女神によって死を奪われた魔法使い。野心を抱き暗躍していたが、現在は行方不明。







オザ・オザ


北方民族の青年。何らかの事情から、人間でありながら地上の神々に協力している。
















六章　果て







　聞き慣れた声に名を呼ばれた気がして、ディディウスは唐とう突とつに目を覚ました。


　心臓がひどい音を立てていた。


　よくわからないが焦あせっていた。夢でも見ていたのかもしれない。とにかく早く状じよう況きようを確かく認にんしろと頭ではない部分が強く主張している。それに従いばちりと目だけを開ける。


「……つっ」


　すぐに右の目に痛みが走る。砂すな粒つぶか、灰か、何か粒りゆう子しの細かいものが瞼まぶたと眼球の間に入り込んだのだ。慌あわてて手を上げて擦こすろうとして、ぎょっとする。


　上げた手は真っ白だった。灰か小麦粉の中に突つっ込んだみたいに、粉っぽいものにまみれている。視線を手から周囲に移して、さらに愕がく然ぜんとする。周囲には、煉れん瓦がを積んだ壁かべも、石いし畳だたみの道も、緑の葉をつけた木も、鳴き交かわす鳥も、ぶんぶんとうるさい小さな虫も、何もなく、ただ真っ白い雪のような灰のようなものがふんわりと積もっているだけだ。


　雪かとも思ったが、冷たくないし、指に触ふれても溶とけない。かといって灰にしては軽すぎる。正体がわからず、ディディウスは不安になる。


（夢……の続きか？　いや、あちこち痛いし、これは現実だ。そう、現実だけど……）


　ここは、どこだ？


　遠くには山々の連なりが見える。あれはたぶん漆しつ黒こく山脈。見知った光景であるはずなのに、額がく縁ぶちに収まった絵のように空そら々ぞらしいのはなぜ？


　どきんどきんと跳はねる心臓や焦あせる気持ちを抑おさえつけ、覚えていることから思い出そうとする。


　最初に浮うかんだのは、汗あせと砂すな埃ぼこりと、果てなく続く真まっ直すぐな街かい道どうの光景だ。


　ディディウスは、仲間と旅をしていたのだ。今一人なのは、逃にげる途と中ちゆうで彼らとはぐれたからだ。何から逃げたのだったか？　よく思い出せない。とにかくディディウスは逃げて、逃げて、そして、出くわしたのだ。


　白い肌はだと黒い瞳ひとみの、あの美しい〈破は滅めつ〉に。〈破滅〉の名は〈滅ほろびの女め神がみ〉。憎ぞう悪おだけを胸に地上のあらゆる命を啜すする。


　そこまで思い出した途と端たん、ぞくっ、と背筋に冷たいものを感じた。鳥とり肌はだが立ち、震ふるえる。歯の根が合わない。


〈滅びの女神〉と出くわしたあとのことは、無む我が夢む中ちゆうで何も覚えていない。


「……みんなは？」


　ディディウスは声に出して呟つぶやき、顔を上げた。周囲に動く者の姿はない。


「ダークロア！」


　答えはない。


「ウィルゴ、ノクス！　ミューシカ！　ヤーテ！」


　不安が、獰どう猛もうな不安の固まりが胸を衝つき、それに突き動かされてディディウスは立ち上がる。打ち身でもあるのかあちこち痛みはしたが、大きな怪け我がはないようだ。身体からだに力が入らなくて、足が滑すべって水が跳ねる。片足を水の中に突っ込んだのだ。振ふり返れば、背後には小さな泉がある。ディディウスが眠ねむっていたのは、その岸辺の軟やわらかな土の上だった。


　返事がないのが恐おそろしくて、ディディウスは最初小声で呟いて、それから思い直して、大きな声で叫さけんだ。


「メイ！　メイヴェーラ!!」


　答える声は、ない。


　不意に吹ふき抜ぬけた突とつ風ぷうが、音もなく白い塵ちりをさらっていく。


　地面が露ろ出しゆつする。近くには木の一本も生えていない。


　ただ、ついさっき片足を突っ込んだ小さな泉が、葦あしに縁ふち取どられてぽつんと一つあるきりだ。


　ディディウスはしばらくその場に立ち尽つくしていた。不安は増大し続けていた。それでも仲間と別れるときにかわした約束を思い出し、不安を抑えようとする。


（……森を出たところの古い砦とりでで待ち合わせをしていたんだ）


　ディディウスは、空を見て、方向を確かめ、歩き始めた。


　歩いている間、生き物をまったく見かけなかった。鳥も、狐きつねもどこかに行ってしまっていた。


　ひょっとして、自分の他ほかは、皆みな〈滅びの女神〉に食われてしまったのではないか？


　不安は一歩進むごとに増大し、気を抜けば混乱の波が押し寄せてくる。


　ディディウスは痛む左ひだり膝ひざを庇かばいながら歩いた。血がにじんでいる。痛みは歩くたび強くなる。日差しは熱いはずなのに、寒気がして、冷や汗を搔かく。


　それでもいつしか、橙だいだい色いろに染まり、霞かすみがかったようにぼやける空気の中で、古びた城じよう砦さいの前に立っていた。沈しずみゆく太陽の光に、城じよう趾しも大地も空も雲も黄こ金がね色に染まり、大地と空の境界が曖あい昧まいになり、すべてが溶け合い一つになる。


　呼吸が整う間、乾かわいた夏の空気の中に立ち尽くし、またゆっくりと歩き始める。


　その城砦もかつては堀ほりや塁るい壁へきに囲まれていたはずだが、ディディウスの辿たどり着いた東側には、そんなものはもうほとんど残っていなかった。


　わずかに残った盛もり土の上の塁壁は崩くずれて、ディディウスの胸くらいの高さにしかならない。


　その崩れた塁壁の上に、黒い塊かたまりがあった。


　もそもそと動き、緑がかった金色の目をこちらに向ける。


　それは、真っ黒な子こ猫ねこだった。


　猫はディディウスを試ためすように見つめ続けていたが、やがて飽あいたように立ち上がり、さっと塁壁の向こうに飛び降りてしまった。


　とりあえず、生き物はいたのだ。


　ディディウスは幾いく分ぶんほっとして、塁壁を乗り越こえて砦の中に入った。















七章　絶望の匂におい







　砦にはノクスとヤーテがいた。


　逆に言うと、ノクスとヤーテしかいなかった。


　ノクスは壁にもたれるように立ち、その足あし下もとで、ノクスのマントにくるまるようにヤーテが眠っていた。そこは元は食堂か何かだったのだろう、他の部屋よりも広く、細長い卓たくの残ざん骸がいも転がっていた。


　ディディウスは安あん堵どと不安がごちゃまぜになったものが胸に膨ふくらむのを感じた。


「……ダークロアとウィルゴは？」


　ディディウスはノクスにそう訊きいた。ノクスの顔色はひどく悪かった。


　ノクスは何も言わず、ただ首を横に振った。


「……まだ来てないの？」


　ノクスは答えない。ディディウスの不安は増大する。安堵が消える。


「来てないの？　何かあったの？　ノクスさん知ってるの？」


　ノクスは答えない。俯うつむき、自分の手元を見下ろす。


　その手に握にぎられているのは、ダークロアの杖つえだ。


　ノクスはディディウスに、その杖を差し出した。


「どういうこと……」


　ディディウスは杖を受け取り、表面にこびりついた乾かわいた赤黒いものが、血であると知った。


「どういうこと、これは！　ノクスさん!!」


「そいつ喋しやべらないんだ」


　わずかに鼻にかかったような癖くせのある声が、背後からそう言った。


　ディディウスは後ろを振り返った。


　いつの間にか、ディディウスの後ろにはオザ・オザが立っていた。


　元は黒こつ褐かつ色しよくだった長い髪かみも、草原の中に紛まぎれてしまいそうな地味な色あいの服も、あの雪のような、灰のような塵で汚よごれている。


　彼はそれを叩はたき落としながら言った。


「ウィルゴという女のことは知らない。私たちが見つけたのはその子ヤーテと死体が一つだ」


　全身の血が足下に向かって一いつ斉せいに引いていく気配を、ディディウスは確かに感じた。


「ダークロアとかいう魔ま法ほう使つかいの」


　……あとから冷静になって考えてみれば、今まで死人が出てこなかったのが奇き跡せきだったのだ。神やら二万年生きた魔法使いやら、おかしな連中に命を狙ねらわれてもディディウスが生き残ってこられたのは、周りの人間たちが傷だらけになってディディウスを守ってきたからだ。命をかけて攻こう撃げきしてくる相手と戦って、いつまでも傷一つ負わずに勝ち続けられるわけではない。生き延のびられるわけではない。これは遊びでも訓くん練れんでもなく、本当の命がけの戦いだったのだ。


　だがディディウスはこのときそんなことを考える余よ裕ゆうも、理性もなかった。


　オザ・オザやノクスから否定の言葉を引き出せないものかと、何度も確かく認にんした。やがてそれは絶対に揺ゆるがしがたい事実なのだと認めなければならなくなったとき、ディディウスは叫び、座り込み、泣き、両手で両耳を塞ふさいで、どんな声も音も事実も入らないようにして、一人きりの世界に逃げ込んだ。











　気がつくと、もう夜だった。


　ディディウスは食堂の隣となりの小部屋にいた。両手にしっかり杖を握り、床ゆかに腰こしを下ろし、足を前に投げ出し、背中を壁かべにもたれさせ、ぼうっと戸口から入る月の光を見ていた。


　どうしてこんな簡単なことに気づかなかったんだろう。


　……いいや、気づいていたはずだ。


　こんな危険な旅を続けていて、誰だれかが命を落とすかもしれないなんて、とっくの昔に気づいていた。誰も傷つけたくないなら誰も関かかわらせてはいけない、早く自分一人にならなければいけなかったのだ。


　なのにディディウスはいつまでも差し伸のべられる手に甘え続けた。


「…………っ！」


　ディディウスは自分の頭を拳こぶしで殴なぐった。ごつごつと何度も叩たたいて、痛みで涙なみだが滲にじむくらい叩いて、小さく、自分の存在がつぶれてなくなってしまうくらい小さくなるよう、蹲うずくまった。


　そのとき、戸口の方で物音がした。


　なぜかわからないが、ディディウスはその音を聞いてダークロアだと思ってしまった。そんなことあるわけないのに、期待を込めて、いやそれよりはむしろそこにダークロアがいるのが当たり前のようなつもりで振ふり返った。


「あ……」


　だが、戸口に立ち竦すくみ、怯おびえたように小さな声を上げたのは、ヤーテだった。


「あの、何か、食べられる……？」


　ヤーテは固そうなパンと干ほした果物を抱かかえていた。


「……メイは」


　本来は、さっきまで意識のなかったヤーテに、身体からだはもう大だい丈じよう夫ぶなのとでも聞くべきなのだろう。だが、このときのディディウスはそういった優やさしさを持ち合わせていなかった。


　ヤーテは俯うつむいて、わからないの、とだけ答えた。


「わからないってどういうことだよ」


「今まであったメイヴェーラさまの魂たましいの気配が、今は全然感じられないの」


　メイヴェーラは西風を司つかさどる地上の女め神がみだが、今は肉体をなくして、魂だけの状態になってしまっている。そのままの状態だと死者の行く海かい界かいに引きずられてしまうため、何か器うつわになる肉体に宿らなければならない。ディディウスとはぐれたとき、メイヴェーラはヤーテの肉体に宿っていたはずだ。


「感じられないってどういうことだよ！」


　ディディウスは立ち上がった。


「君の身体から抜ぬけ出ちゃったってこと？　それとも君が感じられないくらい深いところで眠ってるってこと？　なあ、どういうことなんだ!?」


「だからわからないんだってば！」


　ヤーテが泣きそうな顔で叫んだ。いや、実際に泣いていた。


「あ、あたしだって、もう、何がなんだか……。ここに連れてきてくれたのはノクスさんたちらしいけど、あたしはその前のこと何にもわからないし、ただ、途と切ぎれ途切れに、メイヴェーラさまの心が……」


「メイの心？」


「ここに来る前、たぶん、あんたとはぐれる前よ。あんた、あたしを背負ってたでしょ。あのとき、揺れる感かん触しよくとかと一いつ緒しよに、メイヴェーラさまの心、伝わってきて……怖こわかった……」


「怖い？　怖いってどういうこと？」


　ヤーテの腕うでからパンと干し果物が落ちた。彼女は震ふるえる両手で頭を抱え、何度も首を振った。


「よく覚えてない。ただ、温かいような幸せな気持ちと、その幸せな気持ちがとても遠くに行ってしまったっていう、すごく悲しい気持ちが、何度も交こう互ごにやってきて……幸せな気持ちを追おうと一いつ生しよう懸けん命めいになるんだけど、全然追いつかないの。遠ざかっていってしまって、遠くの方で、壊こわれてしまうの。そして直らない」


　ディディウスはしばらく黙だまってその場に突つっ立っていたが、やがてヤーテの横を通り抜け、戸口から外に出た。ヤーテはその背を追った。


「待って！　どこ行くの」


「捜さがしに行く」


「捜すって……メイヴェーラさまを？」


「ダークロアも。俺はまだ、おっさんの……身体を見てない。この目で見るまでは信じない」


　ディディウスは入ってきたときと同じ、砦とりでの東側に向かった。静かな夜だった。夏だというのに虫の声も聞こえない。ヤーテが後ろから何か言っているが、ディディウスは無視した。そのうちにヤーテの声も聞こえなくなった。


　崩くずれた塁るい壁へきを越こえて、月と星の位置だけを頼たよりに荒こう野やに入る。


　昼間も通った荒野だが、こうして日が沈しずんでから踏ふみ入ると、その広大さと空くう虚きよさとに改めてぞっとさせられる。夜の荒野は闇やみの塊かたまりだ。原始の恐おそれが目を覚ます。


　しかし、ここは以前から荒野だったか？


　胸に湧わいた疑問に、ディディウスは一人、首を振る。違ちがう、ここはかつては荒野以外の何かだったはずだ。そこまでは確信を持って言える。だが、では荒野の前は何だったのかとなると、答えに詰つまる。


　ディディウスは以前にもよく似た経験をしたことがあった。何もない場所、何があったか思い出せない場所を歩いたことがあった。


　これは、〈滅びの女神〉がすべてを食くらってしまったあとの場所なのだ。だから記き憶おくからも消えてしまった。もう、道ばたに生えていた草の色も、花の種類もわからない。


　ディディウスは、自分が目覚めたときに倒たおれていた場所を目指したが、目印があるわけでもないこの荒野の中で、そこを見つけるのはまず不可能と思われた。


　元々弱っていたディディウスの身体は、水も飲まずに歩き続けたせいで、結局目的地に着く前に限界を迎むかえた。


　足がもつれて転んだとき、ディディウスはあらがう気力もないまま、目を閉じた。


　夢も見なかった。意識は闇に溶とけ、二度と目覚めないものとすら思われた。


　だが、結局目は覚めた。


　意識を失ってからどれくらい経たったものか、ディディウスが目を開けると、見たことのある天てん井じようを背景に、ノクスと、ヤーテの顔があった。


「痛いところない？」


　ヤーテにそう訊きかれ、ディディウスは首を振った。額ひたいに載のせられていた冷たいタオルが、ずる、と横に滑すべった。


　ディディウスはタオルを手に取り、その場に上半身を起こした。


　ディディウスは見覚えのある部屋の床に寝ねかされていた。砦の中だ。連れ戻されたのだ。


「あたしじゃ止められないと思って、ノクスさん呼んだの。そしたらあんた、倒れていて……大丈夫なのね？　よかった！」


　ヤーテはそう言って喜ぶが、ディディウスには何がいいのかまったくわからない。


　自分の身体が無事でも、何も嬉うれしくない。


「あ、あたし水汲くんでくるね。冷たい方が気持ちいいだろうから」


　ヤーテは立ち上がると、そばに置いてあった素す焼やきの壺つぼを摑つかみ、部屋を出て行った。


　ディディウスは、ヤーテの足音が完全に聞こえなくなってから、ノクスに訊いた。


「これからどうするの」


　ノクスは答えない。


　ただ、戸口とは反対側に開いた、小さな窓の方を見ている。


　窓からは、一条の光が射さし込んでいる。


　ほんのり赤みがかった、黄こ金がね色の朝あさ陽ひだ。


　光は鮮あざやかに世界を彩いろどり、殺さつ風ぷう景けいな廃はい墟きよの部屋を、王様の寝しん室しつのような薔ば薇ら色に染め上げていく。


　ノクスが微かすかに唇くちびるを動かした。


　声は聞こえなかったが、その視線と、愛いとおしむような表情と、唇の動きで、ディディウスには彼がなんと言いたいのかわかった。


　捜すよ、と。


　彼はそう言ったのだ。


「ウィルゴを、捜すの？」


　手がかりがあるわけでもない。〈滅びの女神〉と天空の獣けものに追われ、命を落としたかもしれない。


　それでもノクスに迷いはなかった。


　ディディウスはその横顔に引きずられるように、声を絞しぼり出した。


「……俺も捜すよ。メイと……ダークロア」


　ノクスの顔に、鋭するどく激しい悲しみが浮かんだ。彼はゆっくりと首を横に振った。


「どうして？　し……死んだって言われても、俺は見てないんだから信じられないよ」


　ディディウスは自分のそばに置いてあった杖つえを手に取り、握にぎりしめて言った。ノクスは何か言おうと口を開き、結局言葉にできずにまた首を振った。


　ディディウスの問いに答えたのは、だからノクスではなかった。


「捜しても無む駄だだ。魔法使いの死体はもうない」


　その声は、戸口の方から聞こえてきた。


「……どうしてさ」


　ディディウスはゆっくりと振り向き、オザ・オザを睨にらみつけた。


　オザ・オザは戸口に立ち、ディディウスを眺ながめていた。そのなめらかな黄おう褐かつ色しよくの肌も、曙しよ光こうを浴びて赤く輝いていた。


「持って行かれた」


「……なんだって？」


「妖よう精せいだのなんだのから力を借りるためには代だい償しようとやらが必要なんだって？　あいつが生きてるときに妖精どもに約束していた代償の一つが、己おのれの死し屍しをくれてやることだったらしいな。息絶えたと見るや、わらわらとおかしな連中が集まってきて、よってたかって……」


　よってたかって──なんだって？　よってたかって死体を持っていった？　くれてやるってどういうことだ。まさか、まさか──食──


　食わ──


「や……やめろっ！　噓うそだっ!!」


「噓だったらそこの男も口を閉とざすことはなかろうよ」


　オザ・オザはその口元に嘲ちよう笑しように似たものを浮かべ、首を振ふった。


「捜しに行くだけ無駄さ」


「うるさい黙れっ！」


　オザ・オザの口元に浮かぶ嘲笑が憎にくらしかった。その口から出る言葉が憎らしかった。


「なんでおまえなんかに笑われなくちゃいけない！」


　ディディウスは立ち上がり、杖を握りしめ、叫んだ。


「なんでダークロアが死ななきゃいけなかったんだ！」


「理由なんかないさ」


　答えが返ってくるとは思わなかったので、ディディウスは驚おどろいてオザ・オザを見た。オザ・オザは笑っていた。それはディディウスらをあざ笑っているようにも見えたが、逆に自分自身をあざ笑っているようにも見えた。


　オザ・オザは日の光が眩まぶしすぎるように目を細めた。


「だが、もしもそれでもなお理由を求めるのなら、本人にでも聞くしかないだろう」


「本人って、そんなの……」


　オザ・オザはディディウスを見て、こともなげに言った。


「私の母なら、死者の声を聞くことができる。あの魔法使いの言葉をおまえに伝えることもできるかもしれない」











　ディディウスはそれから数日の間、ノクスと一いつ緒しよに荒野を歩いてウィルゴたちを捜した。


　だが誰も見つからなかった。


　砦の周囲に生き物の気配はなかった。


　砦とりでのそばにはアルバ＝ロンガに通じる街かい道どうがあったが、そこを通る者は皆みな、砦の背後に広がる荒野を見て首を傾かしげていた。何か足りないような気がするのだろう。だが、何が足りないのか、そこに荒野以外の何があったか、思い出せないのだ。


　ディディウスたちは、今後のことを話し合った。


　ノクスはここに残ってウィルゴを捜さがし、ヤーテは自力でオドまで戻ることになった。ディディウスは約束通りオドまで送り届けようと申し出たのだが、ヤーテが断ことわったのだ。


「あんたは〈滅びの女神〉を倒すんでしょう？　あたしは大だい丈じよう夫ぶだから、そっちに専せん念ねんして」


　ヤーテはまだディディウスになら〈滅びの女神〉を倒せると信じているのだ。信じ込ませたのはディディウスだ。だから、悪いのはヤーテではなくてディディウスだ。それはわかっている。だが、今はヤーテの顔を見るのも、声を聞くのも辛つらかった。今のディディウスは〈滅びの女神〉と戦うどころではなかった。自分の中に日々膨ふくれ上がる絶望と戦うので全精力を使い果たしてしまっていた。強くならなければいけないと思う。でも、でも──


　なんのために？


　守りたいものは、もう掌てのひらの中にはないのに。


　オザ・オザは、ディディウスよりも前に砦を発たった。仕事があるから、と言って。


　だから、ディディウスは一人で発った。


　オザ・オザの母に会うために。


　その他に行く当てがないわけでもない。真っ先に浮かんだのは、ダークロアの師し匠しようのフィだ。彼女は今もグラグス山脈の向こう、彼女の小屋に一人で住んでいるはずだ。


　彼女には、ダークロアのことを伝えなければいけない。それはわかっている。だが、いったいなんと伝えたらいいのかわからなかった。ディディウスはダークロアの亡なき骸がらすら見ていないのだ。だから、フィのところに行く前に、オザ・オザの「母」に会ってみようと思った。


『私の母なら、死者の声を聞くことができる』


　オザ・オザの話を鵜う呑のみにするわけではなかったが、そんなことを言われて無視できるわけもなかった。もしもオザ・オザの話が真実だったら、ダークロアの声を聞いてもらえるのだ。ディディウスは何でもいいから、ダークロアに何か言ってほしかった。ダークロアの言葉が欲ほしかった。立ち上がって進むために、「何か」が必要だったのだ。


　出発の朝、ディディウスはノクスから食しよく糧りようを分けてもらって、荷物の中に詰つめ込み、マントを着込んだ。夏の日差しから身を守るために、マントのフードを目ま深ぶかに被かぶる。


　街道目指して、城門跡あとから続く坂道をゆっくり歩いた。


　ここから先は一人だ。


　メイヴェーラも、ダークロアも、ミューシカも、父も、誰もいない道。


　街道脇わきまで下りて、一番近くにある道どう標ひようを確かく認にんする。オザ・オザの母に会うには、この街道を南に進んでイブロの町に行き、そこで漆しつ黒こく山脈を越こえる別の街道に入らなければならない。道標にはイブロの町までの距きよ離りも刻きざまれていた。ここからなら、二日。


　ディディウスはイブロの町のある南の方を見て、息をゆっくりと一つ吸った。


　まだ低い太陽に照らされて、草原も、丘おかも、遠い漆黒山脈の山並みも、すべてがぼんやりと白く輝いていた。この広い世界を、ディディウスは一人で歩かねばならないのだ。


　行こう。


　胸で自分自身に呟つぶやき、一歩踏ふみ出した。


　──が。


「ふぎゃっ」


　いつの間にか足あし下もとに纏まとわりついていた猫ねこを、そうとも知らず思い切り蹴け飛とばしてしまった。


「あ、あああああ、ごめんなっ、大丈夫か!?」


　ディディウスの手が伸びる前に、猫は素す早ばやく立ち上がって距離を取る。それから道標の陰かげに飛び込んで、警けい戒かいたっぷり、けれどまだ好こう奇き心も残した顔を、そうっと突つき出す。


　真っ黒い子猫だ。緑がかった金の大きな瞳で、じいっとディディウスを見つめている。


　数日前、砦に入るとき塁るい壁へきの上に寝そべっていた猫だ。


「……ごめんてば」


　ディディウスは嘆たん息そく混じりに呟いたが、猫は警戒を解とくようすもない。仕方ないので、猫は放ほうっておいて歩き出すことにする。


　しばらく歩いて、なんとなく気になって後ろを振り返る。


　猫はまだついてきている。


「……おまえにやる飯めしはないぞ」


　ディディウスはもごもごと言い、手で追い払はらうような動作をした。猫は一いつ旦たんは草陰に隠かくれるが、結局すぐに出てきて、大きな瞳でディディウスを見つめる。まるで見つめられた者の心の奥底を映し出すような神秘的な瞳に、ディディウスは鼻はな白じろむ。


「……勝手にしろ！」


　ごまかすようにそう言って、また猫に背を向けて歩き出す。


　猫はやっぱりそのあとを、優ゆう雅がに四本の足を動かしてついていく。











「ああああああああああああっ！」


　目を開けて飛び込んできたのは、真っ赤な血でも、〈破は滅めつ〉の白い微笑ほほえみでもなく、星をちりばめた空だった。


　最低な夢を見た。


　一番はっきり記き憶おくに残っているのは、聞いたはずのない断だん末まつ魔まの声。


　自分のせいだ。


　耳を押さえた。聞きたくなかった。これまでも、何度も何度もそうしてきた。


　自分のせいなのだ。事実がどうであれ、そう思って自分を責めている方が、ダークロアの死と真しん剣けんに向き合うよりも、まだ楽だった。


　──見開いた目から涙がこぼれる前に、なおんと近くで声が聞こえた。


　顔を上げると、例の黒猫がすぐそばにいた。


　しばらく猫とディディウスは見つめ合ったが、ややあって──


　猫は、またなおんと鳴く。


　ディディウスは上半身を起こして、猫の頭にそっと手を載のせてみた。猫はなおなおと鳴き、目を細め、首を竦すくめた。


　手に伝わる毛皮はざらざらして、温かかった。


　ディディウスは一息ついて汗あせを拭ぬぐい、すっかり消えかけていた焚たき火びを木の枝でつつき、燃え残っていた熾おき火びを空気にさらしてまた火を大きくした。


　ここは、街道からはずれた木々の間だ。


　宿に泊とまる金もないし、一人で泊まってあれこれ詮せん索さくされたり、奴ど隷れい商人に目をつけられたりするのもいやなので、道中はずっと野宿だ。焚き火の火や煙けむりが街道から見えると奴隷商人や夜や盗とうを呼び寄せてしまう恐おそれがあったが、獣けものが寄ってくるので火を消したままでもいられない。〈酸の海〉の影えい響きようはまだ各地に色いろ濃こく残り、獲え物ものが減った獣たちは苛いら立だっている。


　食糧は目的地までかかる日数を計算して少しずつ食べていたが、もう尽つきていた。今日は魚を釣つろうとしたがうまくいかなくて、結局食べられる木の実や草を少し口に入れたきりだ。


　猫は自力で餌えさをとることができた。獲物は小さな鼠ねずみや鳥の雛ひななどが多かったが、一度などは明らかに近きん隣りんの農家から盗とってきたと思われるヒヨコをくわえていた。


「……たくましいやつめ」


　ディディウスは猫の頭をがしがしと撫なでた。猫はいやがるように鳴き、ちょっと跳とび退のいた。


　住民と交こう渉しようして食糧を手に入れようにも、昨日から民家は見当たらなかった。街道と言っても、ここは古くてろくに整備もされていない山道で、人通りもほとんどない。漆黒山脈を越えるならもう少し南にもっといい街道があるので、そちらの方が主要になっているのだ。


　ディディウスは炎ほのおを見つめながらうとうとし始めていた。


　だが──枯かれ枝と炎の立てる穏おだやかな音の中に、突とつ然ぜん穏やかならざる物音が割って入った。


「！」


　茂しげみを搔かき分け、落ちた枝を踏み、何かがこちらに近づいてくる。


（狼おおかみ？　熊くま？　それとも──）


　ディディウスは腰こしを浮かし、ダークロアの杖つえと、その他の荷物をそっと手元に引き寄せた。


「……だろうが」


　人の声。


（山さん賊ぞく!?）


　この街道は人通りもまばらで、整備も行き届いていない──それはつまり、世間から隠れて暮らさねばならない者たちにはうってつけの場所ということだ。


　人の声と物音は、相手が複数であることを明らかにしていた。ディディウスはできるだけ物音をさせないようにして、火から離はなれ、木陰に隠れた。


　ディディウスが身を隠した直後、茂みを搔き分け、男たちが数人、火のそばに現れた。


　狐きつね目めの男が一人と、熊みたいにでかい身体からだの男が一人、それに中肉中背ながら面つら構がまえの凶きよう悪あくな男が一人だ。全員、腰に短い剣けんを差している。


　熊みたいな男が、火の近くに屈かがみ込み、地面を──ディディウスが寝ていた辺りだ──調べながら言った。


「旅行者……か。一人だな」


「役人じゃねえだろうな」


　狐目の男がそわそわと周囲に視線を走らせながら言う。


　視線が合いそうになって、ディディウスは慌あわてて顔を引っ込め、幹みきに身体を押し当て、完全に身体を隠した。


　声だけが聞こえてくる。


「役人なら一人ってこともあるまい」


「お、足あし跡あとだ。小せえなあ」


「女か？」


　あざけるような声とともに、ぐふぐふといやな笑いが聞こえてきた。


「かもな。だが婆ばばあかもしれんぞ？」


「おまえ相手しろよ」


「おう、婆でも俺は全然構かまわねえ」


　ひひひひ、とまた笑い声。


「無む駄だ口ぐち叩いてないでさっさと捜さがせ」


「「あいよ」」


　二つの声が、同時にそう答えた。


　ディディウスは身体を幹から離した。ここではすぐに見つかる。だが走っても逃にげきれないかもしれない。きっとあいつらの仲間はまだいる──


　──がさ。


　物音が聞こえた。男たちの方ではない。ディディウス自身が立てた音でもない。まさか新あら手てか、と思い息を呑のむ。


「そっちだ！　回り込め！」


「おうっ！」


　男たちのそういう声と、刀が鞘さや走ばしる音と、足音とが聞こえ、あっという間に遠ざかっていく。


「……？」


　ディディウスは慎しん重ちように、顔を木の陰から覗のぞかせた。


　男たちはいない。離れたところから、わいわいと声が聞こえる。


　先ほどの物音を、ディディウスが立てたものと勘かん違ちがいしてくれたらしい。


　そのとき、猫がいないことに気づいた。


（じゃあ、さっきのは──）


　だが、今は考えている時ではない。ディディウスは荷物を背負い、杖を握にぎりしめ、木々の間に飛び込んだ。少しでも遠くに逃げなければ。自分たちの追っているものが人間ではないと気づいたら、男たちは戻ってきて今度こそディディウスを見つけ出す。その前に、できるだけ遠くに行くのだ。


　だが、疲ひ労ろうと空腹のせいで、足は思うように動かない。マントの裾すそが木の枝に絡からまる。木の根に蹴け躓つまずく。そのたびに時間をとられる。


　そのうち、背後から人の声が聞こえてきた。


（もう追ってきた！）


　こっちだ、とかいう声と、下草を踏ふみつけ枝を払はらう音が徐じよ々じよに近づいてくる。


　転んだり幹にぶつかったりしながら後ろを見ると、火のついた薪まきを掲かかげているらしい灯あかりが一つ二つ、木こ陰かげに見え隠かくれしている。思ったより近い。


　ディディウスは夢中になって走った。


　そして、境界を示す石を飛び越こえたことにも、その石を越えた直後に男たちがディディウスを追いかけるのを諦あきらめたことにも、まったく気づかず、倒たおれるまで走り続けた。


　ディディウスの背後で境界石を火で照らして確かめた男たちは、顔を見合わせて言い合った。


「ここまでだな」


「逃にがすのかよ。ガキみたいだったけど男装した女かもしれねえぞ」


「ならおまえ行けよ」


「ごめんだ。この石越えて『向こう側』に行って、帰ってこられたやつぁいねえんだぞ」


　狐目と熊男が小こ突づき合いを始める前に、中肉中背の男が、さっさと背を向けて今来た道を引き返し始めた。


「戻るぞ。あのガキはどうせ死ぬ」


「「あいよ」」


　声も足取りも揃そろえ、男たちはその場を去った。


　その直後、樹上から猫が一匹飛び降り優ゆう雅がに着地を決めた。


　猫は境界石に近づいて、ふんふんと臭においを嗅かぎ始めた。


　境界石は、猫の頭ほどの大きさで、黒こく曜よう石せきのような黒い表面に、赤い塗と料りようで模様が描えがかれていた。猫は首を伸のばして左右を見回した。夜を見通す猫の目には、石が一定の間かん隔かくを空けて、森の中に列をなしているのが見えた。


　猫は石の上に座り、ディディウスの去っていった方を見つめた。











　ディディウスは木々の間に俯うつぶせになって倒れていた。意識はまだあったが、目はかすみ、起き上がろうと地面に手をついても、腕は身体の重みを支えきれなかった。


　朦もう朧ろうとする意識の中に、小さな足音が聞こえてきた。追いつかれたのかと思い、なんとか起き上がろうとするが、やはりつぶれてしまう。そのうち、小さなブーツを履はいた足が、目の前に迫せまった。小さすぎる。あの男たちではない。おそらくは女性か子どもだ。


　それだけ確かく認にんして、ディディウスは目を閉じた。











　久しぶりの爽そう快かいな目覚めだった。


　ディディウスはぱちりと目を開け、瞬まばたきを繰くり返した。


　起き上がって、自分の身体が縛しばられても傷つけられてもいないことを確かめ、周囲を見回す。


　そこは、森の中だった。背の高い針しん葉よう樹じゆの森だ。夜はもう明け、まだ低い位置にある太陽が、周囲を爽さわやかな朝の陽光で満たしている。ディディウスが動くと、身体の上に載のっていた柔やわらかな羊し歯だの葉が落ちた。羊歯はディディウスの身体の下にもたっぷり敷しいてあって、ふかふかと柔らかく、青い匂においがして、気持ちよかった。


　自分に直接陽光が当たらないのに気づいて、頭上を見上げる。枝と枝の間に大きな薄うす布ぬのが何枚も渡わたしてあって、それが天てん幕まくのように日差しを防ふせいでいた。


　布の端はしに縛りつけられた鈴すずが風に揺ゆられ、澄すんだ低い音を立てる。


　布を透すかして落ちてくる光は優やさしく、穏おだやかだ。


「誰か……いるの？」


　ディディウスは立ち上がり、そう呼びかけた。


　背後から、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。


　ディディウスは素す早ばやく振り向いて身構えたが、木陰から出てきたのが女性一人だったので、肩かたから力を抜いた。


「……あの、あなたは」


　女性は答えず、手にした鍋なべをずいとディディウスの鼻先に突つき出した。


「え？　あの、だから、その……」


　ディディウスは言いよどんだ。突きつけられた銅の鍋からは、香こう草そうと肉の匂いが、ほかほかの湯気とともに立ち昇のぼっている。


　女性は立ち竦すくむディディウスを見て、眉み間けんに皺しわを寄せ、さらに鍋をディディウスの胸に押し当てる。


　鍋なべ肌はだが肌に触ふれる。


「あ、あちっ」


　ディディウスは慌あわてて取っ手を摑つかみ、女性から鍋を受け取った。鍋には匙さじが一本入っている。


　ディディウスはちらりと女性の顔を見た。女性は相変わらず眉間に深い皺を寄せたまま、腕を組んでディディウスを見つめて──というか睨にらんでいる。


　と、女性がいきなり口を開いた。


「さっさと食う！」


　ディディウスはびっくりして鍋の中を見下ろした。女性の顔と鍋の中身を見比べ、ごくりと喉のどを鳴らし、匙で中のスープと豆をすくって食べた。


　豆と少しの兎うさぎ肉をたっぷりの香草で煮に込こみ、ちょっときつめに塩をきかせていた。


　一口食べたら、あとは止まらなくなった。座り込んで鍋を抱かかえて匙で搔かき込む。きつめの塩が、疲つかれ切った身体からだに染しみ渡る気がした。


　ディディウスは途中で一度鍋から顔を上げ、女性を見た。女性はディディウスの前に膝ひざを抱えて座り、ディディウスが食べる様子をじっと見守っていたが、目が合うと、にたりと笑った。長く柔らかそうな焦こげ茶ちや色の髪と、ディディウスのものよりもっと深い緑の瞳と、丸みのある輪りん郭かくの持ち主だった。歳としは……二十代だろうか？


　ディディウスは全部食べてしまってから、やっと礼を言った。


「ありがとう。俺はディディっていいます。あなたが助けてくれた……んですよね？」


　鍋を受け取り、女は立ち上がった。背はそんなに高くない。ディディウスと同じか、それより少し低いくらいだ。襞ひだの美しい黄色い袖そでなしの衣ころもをまとい、胸の下で絞しぼっている。襞の描き出す身体の線は柔らかく、円まろやかだ。


　ディディウスも立ち上がって、歩き出した彼女の背を追った。


「あの、俺、夢中で走ってきたんで、道わからなくて。教えてもらえますか？」


「どこまでだい？」


　女は振り向かずに言った。


「えっと、街かい道どうまで出られれば、あとは自分で……」


「出られないね。あんたは境界を越えちまったからね、このままじゃあ戻れないよ」


「はい？」


　ディディウスは一いつ瞬しゆん立ち止まったが、相手が歩き続けているので、慌ててその後を追った。


「ちょ、ちょっと、戻れないってどういうこと!?」


　女は、木々に囲まれた大きな岩の前までやってくると、鍋を手にその岩と地面との隙すき間まに身体を滑すべり込ませた。


　ディディウスは駆かけ寄って隙間を覗のぞき込んだ。細い隙間だが、奥はずいぶん広いようだ。見えないところで火を焚たいているらしく、煙けむりが目にしみる。


「ちょっとー！　あのー！」


　叫んでも、応こたえはない。ディディウスは思い切って、その隙間に飛び込んだ。


　岩いわ肌はだを滑って、尻しりから着地する。階段があったと気づいたのは、その段差に尻を打ちつけたあとだ。


　痛みをこらえて立ち上がると、そこは思った通り、いやそれ以上に広い、半地下の部屋だった。床ゆかと土つち壁かべは木の板で覆おおわれ、部屋の真ん中には炉ろが切られている。天てん井じようを構成する岩と岩の隙間には薄い緑色の硝子ガラスが嵌はめられ、そこから緑色に染まった陽光がこぼれ落ち、炉から立ち昇る煙をわずかに色づかせている。


　なんとなく、フィの小屋を思い出させる部屋だ。


　女はその部屋の奥にある台所らしき土ど間まで鍋を洗い、匙と一いつ緒しよに壁にかけた。


「……あの。さっきのあなたの言葉、どういう意味なんでしょうかー……」


「武器を手に入れられなかったそうだね」


　女は言いながら、炉の前に衣を捌さばいて座り、綺き麗れいな顔を上げてディディウスを見つめた。


「でも安心しな。あんたの中から枝の力がなくなってしまったわけじゃない。あんたの中に、その力はある。それはあたしにも感じられる」


〈枝〉の力。


〈破は滅めつ〉に対たい抗こうできる唯ゆい一いつの──


「なんで知ってるの!?」


　ディディウスは後ずさり、手にした杖をぎゅっと握にぎった。その白くなった指先を見て、女は皮肉げな笑えみに顔を歪ゆがませ、軽く首を振った。


「あたしなんかを恐おそれることはないさ。どうせもう何の力も残ってはいないんだ。ただ、自分の力がなくなったせいか、他人の力はよくわかるんだ。あんたには力があるよ。枝の力だ……枝のことは聞いているかい？」


　聞いている。原初の地上にあって、あらゆる命を生み出した〈樹き〉。神々はかつてその〈樹〉の実を食べることで力と命を得ていた。だがあるとき、神々はその〈樹〉の枝を切った……。


　枝の力は今は地上の人間たちのうちにある。ディディウスはその枝の力が特に表に強く出ていて、そのために〈滅ほろびの女め神がみ〉を倒たおすことができると言われていたのだ。……肝かん心じんのその力を、武器の形に引き出せなかったが。


　本来はディディウスの他ほかにも〈創造〉の力の強い人間がいるはずだったのだが、〈滅びの女神〉との戦いに固こ執しつする魔法使いギャンダルフィッハによって殺されてしまっていた。


　だが、そういったことを知っている者は、ごく限られているはずだった。


「……あなた、誰……」


「誰？　ただの女だよ。言っただろう、力は失った。最後に残った弓はあいつにくれてやったしね。だからそう警けい戒かいしないでいいんだよ。今のあたしはあんたよりずっと弱いんだから」


　女は笑った。円まろやかな輪りん郭かくを醜みにくく歪ませて、幾いく分ぶん、自じ嘲ちよう的に。


「あたしの名はイ・リール・ヴォーラ。イリールでいいよ。ここへはオザ・オザに訊きいてきたんだろう？」


　ディディウスは驚おどろいてイリールの顔を見つめた。


　彼女はオザ・オザと同じくらいの歳に見えた。上だとしても、せいぜい数歳といったところだろう。


「あの、まさか……とは思いますけど、あなた……」


　ディディウスに皆みなまで言わせず、イリールは頷うなずいた。


「そう。アレを育てたのはあたしさ。……ここで。十年以上も前のことだけどね」


　イリールは部屋を見回した。ディディウスもつられて高い天井を、ぴっちりと板が敷しき詰つめられ磨みがき上げられた床を、手入れの行き届いた部屋を見た。


「……あたしにはこの家は少し居い心地ごごちが悪いんだけど、つい使っちまうね」


　苦く笑しようとも、自嘲ともとれる笑みを、イリールは浮うかべた。


「とにかく、枝の力の話をしよう。いいかい、生き物には魂たましいがあって、肉体が滅んでも魂だけは永遠不変だ。肉体が死ねば魂は海界に行き、そこでまた新しい肉体に振り分けられる。ここまではミュドラネでも教えられてんだろ？」


「そう、だけど……」


　死者は海界に至り、生まれ直す。母を亡なくした幼いディディウスに、乳母うばはその話を繰くり返し語ってくれた。


　だが、イリールの話は勿もち論ろんそれだけでは終わらなかった。


「魂の中には枝の力を持つものがある。強弱の差こそあれ、人間はすべてそういう魂を持って生まれてくる。人間が道具や家を作ることができるのも、枝の力のおかげだ。枝の力は人間の中にあって、物を作り出す〈創造〉の力に転てん化かしたのさ」


「……でも、人間が他の生き物に生まれ変わることだってあるんでしょう？　その場合、枝の力はどうなるの？」


「枝の力は獣けものたちにとっては『あるはずのない力』『なかったはずの力』だから、枝の力を持つ魂が獣の肉体に宿った場合、力は魂の奥底で眠り続け、武器として引き出すことはできない。枝の力を活用できるのは、人間だけなんだ。


　さて、問題はここからだ。枝の力は、〈滅びの女神〉が封ふうじられた二万年の間ずっと、魂にくっついていた。で、あんまりその期間が長すぎたんだろうね、ついに魂とくっついたきり離はなれなくなっちまった。人間にとってただの『便利な力』だったものが、時間が経たつにつれ、『なくてはならない力』として定着しちまったのさ。だから分ぶん離りして武器にするなんてこともできなくなっちまった。きっと、ギャンダルフィッハに殺されたやつが転生してくるのを待ったって無む駄ださ。枝の力はどの魂ともくっついて離れなくなっちまっているだろうからね」


　ディディウスは告げられた事実に驚き、けれどすぐにイリールの言葉がすべて真実とは限らないということに気づいた。イリールが何者か、ディディウスはまだ本当に知らないのだ。そんな相手の言うことを、頭から信じるべきだろうか？


「……あなたはどうしてそんなことを知っているんですか？　あなたは何者ですか？」


「なんだい、そんな質問をするためにここまで来たわけじゃないだろうに──まあいいさ、あたしは地上で死を司つかさどる者だよ。女神、さ。これでいいかい？」


　よくない、ということを示すため、ディディウスは首を振ふった。イリールの身体からは、ディディウスが他の神々から感じたような大いなる力は何一つ感じられないのだ。


「二万年前、お仲間が眠って力を蓄たくわえようって時にね、あたしだけ眠らなかったのさ。地上の行く末ってやつを、あたしくらいは全部見届けてやろうと思ってね。おかげで二万年の間に力は失われて、今じゃただの人間と変わらなくなっちまったけど、色々知ってはいるってわけ」


　イリールは天から硝子を透とおして降ってくる、柔やわらかな緑色の光を見上げた。


「ギャンダルフィッハのこともよく知ってる。あいつのした封印のおかげで人間たちは平和な暮らしができたけど、その人間たちはあいつのことをあっという間に忘れ、封印も神々のおかげだと思うようになって、しまいには真実を伝えるはずの妖よう精せいたちまでそう思うようになった。あたしはそれも残らず見てきた。力を失うのと引き替かえにね。……力がないってのはいいもんだよ。あの天空神が地上の神々の記き憶おくをいじったときも、何の力もないあたしは最後まで気づかれなかった」


　ディディウスは、え？　と聞き返した。今、イリールは「天空神」と言わなかったか？


　死の神、天空神、記憶──幾いくつかの断だん片ぺんが合わさり、一つの大きな事実を作っていく。


　エイルセイルという天空神がいた。


　彼は〈滅びの女神〉を封ふう印いんから解放した諸しよ悪あくの根こん源げんであり、ディディウスを執しつ拗ように狙ねらい続けていたが、あるとき突とつ然ぜん殺された。死の神の力を宿した矢で射られて死んだのだ。


「あんたがエイルセイルを殺したの!?」


　ディディウスはほとんど絶ぜつ叫きようとも言える声を出して立ち上がった。イリールは元から大きな目をさらに大きくして、それからその目を細めておかしそうに笑った。


「なんだい、だったらなんだって言うんだい」


「だ──だったらあんた、あんな──あんな──」


「あの天空神は〈滅びの女神〉を解放した挙げ句、〈女神〉の邪じや魔まをしないようにって、地上の神々の記憶を封じやがったんだよ。それでどうして放ほうっておけるって言うのさ」


　ディディウスだってエイルセイルがとんでもないことをしたというのはわかる。彼はディディウスの敵だった。だが、一生付き合うつもりで向き合った相手でもあった。人の一生が神であるエイルセイルにとってどれほどの意味を持つのかなどわからないが、とにかく自分にできる精せい一いつ杯ぱいでエイルセイルの思いを受け止めようと思ったのだ。


　その矢先に、エイルセイルは死の矢を受けてあっさり殺された。


「オザ・オザに殺させたの!?」


「いいや。あいつは北の民たみだ。あの顔立ちや肌の色は目立っちまうからね、あいつの連れて来た女を使ったよ。死の秘密を教えてやるって言ったら喜んで従したがってくれたっけ──ああ、あんたの魔法使いを殺したのもその女なんだけど、知ってたかい？　あたしの教えた秘密を使ったらしいけど、あたしのせいじゃないからね？」


「──!!」


　悪びれるでもなくからからと笑う女を前にして、ディディウスは冷静さを保たもつ意味を見いだせなかった。イリールの肩をついて押し倒し、その上に馬乗りになって白い首に手をかける。イリールの静かな、沼ぬまの淵ふちを思わせる瞳に魅み入いられるように、指に力を込めていく。


　イリールは呻うめきも、抵てい抗こうもしなかった。それが当たり前だとでも言うように、泰たい然ぜんとして顔をしかめもしなかった。


　そのとき、微かすかに──声が聞こえた。猫の鳴き声だ。ざらついた毛皮の感かん触しよくと一緒に、なぜだか自分の頭を撫なでる大きな掌てのひらの感触が思い出された。


　ディディウスの流した涙が、イリールの頰ほおに落ちた。


　二人は長いこと見つめ合い、結局ディディウスはすすり泣きながらイリールの上からどいて、蹲うずくまった。


「……あんた、あたしのところに来た理由、ちゃんと覚えているかい？」


　赤い跡あとのついた喉のどを慈いつくしむように軽く撫なでながら、イリールは寝ね転ころがったまま言った。


　ディディウスは彼女に背を向け、何も答えず嗚お咽えつを呑のみ込み続けた。


「あんたの魔法使いの声が聞きたいんだろう？　オザ・オザのやつ、たまにそういう人間をここに放り込んでいくんだ。死者の声を聞きたいってやつをね。でも、今回はあたしにはあの魔法使いの声は聞こえないよ。何しろ、もう死んでないからね、そいつ」


　もう死んでない？


　ディディウスはイリールの方を振り返った。


「ど……ういうことっ？　死術とかいうやつ!?」


「死者は生き返らない。死術なんてただのまやかしさ。生まれるのも、死ぬのも、あんたにとっては一度きりだ。だからあんたは楽しめるし、泣けるのさ。稀まれに、記憶を残したまま別の形をとる者もいるけど、そういう記憶もやがて薄うすれ、まるで最初から存在しなかったかのように完全に消え去ってしまう。特に、人間以外の生き物に多いんだ。


　……あんたの連れはあんたのそばにいる。ここには来られないけどね」


「来られないってどうして？」


「そいつは生きようと思っているからさ」


　ディディウスの心臓が、どくんと鳴った。自分は生きているんだぞ、と主張するように。


「あたしの領域は死の領域。あの境界石は、生を望む者には越こえられないんだよ」


「…………」


「あんたは、一度は石を越えてこちら側に来た。生きるのも死ぬのもどうでもいいと思っちまったんだろう。一度はそんなこともあるさ。でも、心から望むのなら、あちら側に戻ることもできる。あたしは、実際に戻ったやつも知っているよ。……あたしはここで待ってるからさ、殺したくなったらいつでもおいで。でも、今はお行きよ」


　ディディウスは立ち上がり、挨あい拶さつもせず、イリールの家を這はい出た。


　陽光はすでに眩まぶしく熱い。


　針葉樹の青い匂においを胸いっぱいに吸い込み、朝の黄金色の光の中、ただ、駆かけた。


『別の形を』


　どくどくと心臓が鳴った。胸が痛くてうまく息ができない。


『そいつは生きようとしている』


　イリールへの憎ぞう悪おと降って湧わいた喜びに、身体は引き裂さかれそうだった。涙がまた溢あふれ、幾筋も頰を伝った。


　いくらも走らないうちに、木の根に蹴け躓つまずいて派は手でに転んだ。世界がひっくり返って、身体中草だらけになる。見上げると針葉樹が長い腕を伸ばして空を隠かくしている。方向がわからなくなる。不安が胸を突つき刺さす、本当にこっちでいいのか？


　導みちびくように聞こえるのは──猫の声。


　ディディウスは飛び起き、鳴き声の聞こえた方に向かって真まっ直すぐに駆けた。


　そして境界石を軽々と飛び越えた。周囲を見回し、針葉樹の背の高い木々の間に、求める人ひと影かげを捜さがした。いない、いない、いない──


　ディディウスは絶叫した。


「さっさと出てこいおっさん！」


「はいはい」


　声は、頭上から返ってきた。


　ディディウスは何も考えずに見上げた。


　樹上、地面から一番近い枝に、黒い人影がある。


　彼は身軽に、猫のように身軽に枝から飛び降り、着地する。


　カラスの翼つばさみたいな真っ黒いマントはなく、動きやすそうな黒い服を着ている。


　ダークロアは膝ひざを伸ばして立ち上がり、笑った。


「久しぶり、ディディウス」


　いつもの、いたずらっぽい、あの笑顔だった。


　ディディウスは泣きながら、その腹を思いきり殴なぐった。


「なんで黙だまってたバカ野や郎ろうっ！！！！」


　ディディウス必殺の一いち撃げきは、見事にダークロアのみぞおちに決まった。














八章　剣の殻から







　俺、死んで海かい界かい行ったんだよね、とダークロアは至し極ごくあっさり言った。


「そしたら美人で親切なお姉さんに会ってさ。もちろん魂たましいなんだけど、その人は海界でのお勤つとめ終えて、もうすぐ地上に戻って生まれるところだったんだ。で、俺の話聞いて、そんなに地上に戻りたければ、私がこれから地上に生まれるときに使うはずだった肉体をあげるから、それ使って生まれていいよって言ってくれたってわけ。彼女が頼たのんだら、海界の神々も、条件付きだけど許ゆるしてくれて」


「じゃあ、今その姿でいられるのはなんで？」


　ディディウスは滔とう々とうと語るダークロアの身体を指した。今彼は猫の姿ではなく、別れたときとほぼ同じ姿をしている。つまり、三十前後の人間の男、の姿だ。


「あ、これは海界の神々からのおまけだってさ。あと、猫の肉体も成長ちょっと早めてもらった。何しろそのままだとまだ生まれたてだろ？　おまえのあとついて歩けねえもんなあ」


　イリールの境界石を越えてすぐのところで、ディディウスは再会したダークロアの話を聞いていた。ダークロアは木の根にもたれて座り、ディディウスはそのそばの岩に腰こし掛かけている。


「で、なんでそのひとはおっさんに肉体をくれたの？」


「だから俺様の熱い心に胸打たれたんだってば」


　ディディウスはダークロアの話を理解しようと頭を捻ひねるのだが、疑問ばかりが湧わいてくる。


「……なんか、釈しやく然ぜんとしないんだけど」


「俺が戻ってきたのが不満？」


　ダークロアがにやにや笑ってそう言った。からかわれている、と思った途と端たん、ディディウスの中に溜ため込まれていた感情が、ぼんと爆ばく発はつした。


「あんたは勝手に死んで勝手に生まれてそりゃ満足だろうよ！」


　ディディウスはそう怒ど鳴なるなり、立ち上がって荷物を引っ摑つかんだ。


「じゃあなっ、おっさんは猫ねことして平和に暮らしてくれ！」


「おいおい、なんだそりゃ」


「俺のせいで二度も三度も死ぬようなことにはなってほしくないんだよ！」


　ディディウスはダークロアに背を向け、街かい道どうに向けて歩き出そうとした。


　間かん髪はつを容いれず、そのマントのフードを、ダークロアが摑んだ。


「ぐえっ」


　フードを引っ張られたせいで首が絞しまり、ディディウスは慌あわてて立ち止まる。


「な、なにすん……」


　ダークロアの大きな手が、ディディウスの頭をわしっと摑んで自分の方に引き寄せた。


　目と目を合わせ、ダークロアは半眼で言った。


「あのなあ、おまえ俺をばかにしてんのか」


「い、痛いっ」


　ディディウスの頭を摑むダークロアの指に、力が込められた。結けつ構こうな握あく力りよくだ。


「俺がもらった命なんだ、使い方でおまえごときにどうこう言われる覚えはねえよ」


「いーたーいっておっさん！」


「おっさんじゃない」


「三十過ぎたら男はおっさんだろ！」


　言われたことがよほどショックだったのか、ダークロアの手に込められる力が弛ゆるんだ。ディディウスはその隙すきをついて、なんとか逃げ出す。


「じゃあおまえはうちの師し匠しようにおばさんと言えるのか。ミューシカにおじさんと言えるのか」


「フィさんとミューシカは人間じゃないだろ！」


「くそっ、いい逃げ道だな」


　なんだかよくわからないがダークロアはそう言って悔くやしがり、急に何か思い出したのか、ぽんと右の掌てのひらと左の拳こぶしを打ち合わせた。


「ああ、そうだ。あのな、俺が人間の姿になるには、ややこしい決まりがあるんだ。俺のことダークロアだってわかったやつにしか人間の姿を見せちゃだめとか、回数制限があるとか」


「回数制限!?」


「あと時間制限も。それは仕方ないさ、無茶させてもらってんだしな。そういうわけだから、さっさとこれからのこと考えよう」


「だから、俺はおっさんについてきてもらうつもりは……」


「まだ言うかおまえは。だから、俺の人生なんだから俺の好きにさせろよ」


「でも、でも俺のせいで……」


　もごもごと口ごもるディディウスに、ダークロアはあっけらかんと言った。


「あ、違ちがうって。俺が死んだのはおまえのせいじゃなくて、俺の今までの悪あく行ぎようのつけだから」


「……は？」


「俺、別におまえを守って死んだんじゃなくて、昔殺しそこなった魔法使いに殺されちゃっただけなの。間ま抜ぬけだよなー。だからおまえが気に病やむことじゃねえし、もしもそうじゃなかったとしても、やっぱりおまえが気に病むことじゃねえよ。俺が死んだのは、俺がバカだったからか、さもなきゃ運が悪かったからだ。俺の命は俺のもん。覚えておけ」


　ダークロアはディディウスの鼻の頭を、指で弾はじいた。


　ダークロアは、ディディウスが自じ責せきの念でもって悲しみをごまかしていたことに気づいているのだ。何しろ、ずっと猫の姿でそばにいたのだから。


　すべて見られていたのかと思うと恥はずかしくなって、ディディウスは慌てて頷うなずいた。


「わ、わかった、これからのことを考えよう」


「よし、そうこなくちゃ」


　ダークロアは、にこりと笑った。黒い瞳ひとみまで、子どもみたいに笑っていた。


「メイとウィルゴちゃんが行方ゆくえ不明で、ノクスはウィルゴちゃんを捜さがしてるんだったな」


「うん。〈滅ほろびの女め神がみ〉の行方もわからない」


「おまえはどうしたい？」


　ディディウスの答えは、すぐに出た。選せん択たく肢しが少なすぎるのだ。


「俺、〈滅びの女神〉と戦ったあと、気づいたら真っ白い塵ちりの中に寝ね転ころがっていたんだ。小さな泉がそばにあった。どうして生き延びられたのかわからないけど、メイやウィルゴを最後に見たのもあそこだったはずだ。もう一度あそこまで戻ってみようと思う」


「じゃあそうしよう。見つかるさ、全員な」


　ダークロアは立ち上がり、ディディウスの肩かたを叩たたいた。


「……見つけるよ、絶対ね」


　ダークロアは見つかった。ならば、メイヴェーラもウィルゴも、きっと見つけられる。


　そうして、〈滅びの女神〉からこの土地を守れる方法を、みんなで一いつ緒しよに考えよう。


　ダークロアは頭上に広がる枝の一本に手をかけ、枝の上に自分の身体からだを引き上げた。サンダルを履はいた足が茂しげる葉の間に隠かくれた直後、その同じ葉の間から、黒猫が飛び下りてくる。


　猫はディディウスの足あし下もとに下り立つと、にゃあと一声鳴いた。











　帰りの旅では、少なくとも行き倒だおれることはなかった。


　ディディウスは民家を見つけると旅の薬くす師しだと言って扉とびらを叩いた。最初の家では羊ひつじがおかしいから診みてくれと言われた。羊の目には目やにが重くついて、ほとんど開けられないほどになっていたが、ダークロアの指示を受けて薬を作り、暴あばれる羊を押さえ込み点てん眼がんしてやると、数日でよくなった。ダークロアと再会するまでこうやって稼かせごうと思わなかったのが、不思議だった。たぶん、誰だれとも話したくなかったのだろう。何もかもどうでもよかったのだろう。だが今はどうでもよくはなかった。すべてがディディウスにとって、ちゃんと意味があって、大切だった。


　……もっとも、うまくいくときばかりではなかったが。どうにもならない重い病気の子どもを診たときは、泣く家か人じんに頭を下げ、出て行かなければならなかったのだから。


　そうやって人々の間に入って薬を作って旅をする間に、耳に入ってきたことがある。


　黒い髪かみと、白い肌はだの、恐おそろしい女神の話だ。


　その女神は長なが柄えの斧おのを持っていて、その斧ですべてを破は壊かいしてしまうのだそうだ。


　彼女の姿を遠巻きに見た人間たちが、行く先々でその話をしていた。ディディウスは彼らに直接会うことはできなかったが、彼らの話を聞いた人間と話すことができた。話の中に出てくる女神は、まさしく〈滅びの女神〉だった。


　ディディウスは旅の速度を少し速め、イリールの境界石を越こえてから半月ほどで、待ち合わせ場所だった古い砦とりでに辿たどり着いた。


　だが、そこにはノクスもヤーテももういなかった。


　ディディウスはダークロアとともに、〈滅びの女神〉が現れた場所を探した。だが、〈滅びの女神〉が周囲のものを食くらい尽つくしたせいで地形が変わり、どうやってそこまで行けばよいものか、まったくわからなかった。


　それでも、丸一日かけて荒こう野やをうろついた結果、ディディウスが倒れていた小さな泉を見つけた。周囲は相変わらずの荒野で、石がごろごろと転がっている。


　その泉のそばに、ノクスがいた。


　ディディウスは泉の縁ふちに蹲うずくまっているのがノクスとわかった途と端たん、駆かけ出した。猫の姿のダークロアはディディウスの先を行き、ノクスの足下に辿り着くと、爪つめでその足を引っ搔かいた。ノクスは驚おどろいて猫を見つめ、ディディウスを見つめ、それからまた猫を見た。


　そして血が出るほど自分の足を引っ搔く猫の頭にちょっと触ふれて、信じられない、といった顔で呟つぶやいた。


「…………？」


　その声はディディウスには聞こえなかったし、ダークロアの耳にも届いたかどうかわからなかった。だが、その口の動きは、明らかにダークロアの名を呟つぶやいていた。


　それを見ると、猫は空中に飛び上がって一回転した。滞たい空くう中に、黒い毛皮は動きやすそうな黒い短衣と脚きやく衣いになり、四し肢しはすらりと伸のびる。大おお柄がらながらも着地はしなやかで、ネコ科の大形動物を思わせる。


「ノクス」


　ダークロアはそう言って相あい棒ぼうに笑いかけ、笑いかけられた相棒は息を詰つめてダークロアを見つめ、結局やっぱり、その顎あごを思い切り殴なぐった。


「だっ、だからなんでおまえたちは俺を殴るんだ!?」


　ノクスはダークロアの肩を摑つかみ、さっさと状じよう況きようを話せと目で訴うつたえた。











「それにしても、ノクスさんはよくすぐにあの猫がダークロアだってわかったね」


　ダークロアの話に一段落ついたところで、ディディウスは感心しきって言った。


「そうだなあ、ディディウスはずっと気づかなかったのに」


「普ふ通つう気づかないよ！」


「でもほら、黒いし」


「それだけだろ、共通点。ノクスさん、なんでわかったの？　勘かん？　仕し種ぐさとか同じだった？」


　ノクスは困こまったように首を横に傾かたむけた。答えようにも声が出て来ないのだろう。


「あ、そういえばおまえまた喋しやべれなくなったんだって？　診せてみろ」


　ノクスの喉のどの奥を一通り調べて、ダークロアは首をひねった。


「腫はれてはいるけど、大したことないな」


「じゃあ、なんで……」


「心の問題が身体にも出てきたってところかな。心当たりは？」


　ダークロアにそう言われ、ノクスは苦く笑しようした。苦笑するしかないのだろう。


　ディディウスは横からダークロアをつついた。


「ノクスさん、おっさんの……死体見たんだって。で、それ以来喋らなくなったみたい」


「あ……」


　ダークロアは口元を歪ゆがめた。


「そっか。あー……そうだったな、悪かった」


　ノクスはちょっと睨にらむようにダークロアを見つめたが、結局また苦笑を浮かべた。


「まあ、そのうちまた声も出るようになるだろう。何かきっかけがあれば。それで、えーと……なんでおまえはここに？」


　ノクスは黙だまって泉の方を見た。


　水みな面もは先ほど通り抜けていった風のせいでさざ波が立っていたが、徐じよ々じよにその波も消え、雲一つない青い空と、覗のぞき込むディディウスらの顔を映うつし出していく。


　だが、泉の水面が映したのはそれだけではなかった。


　泉の中央近くに、揺ゆらめきながら映るのは──


　沈しずみゆく太陽の光こう条じようにも似た、金の髪。


「!?　ウィルゴ!?」


　ディディウスは水中にウィルゴが漂ただよっているのだと思い、叫んで立ち上がり、水の中に足を踏ふみ入れた。だが、その途と端たん水面には大きな波が立ち、青い空やディディウス自身の姿と一緒に、ウィルゴの姿も消し去った。


「……あれ？」


　ディディウスはダークロアに腕を捕つかまれ立ち止まり、首を傾かしげた。


　普通、水の中にいるのなら、多少水面が揺れ動いたくらいではその姿が見えなくなることはない。よほど水が搔かき回され、泥どろが動いたというのならともかく、ディディウスはそこまで暴れてはいない。


　なのに、ウィルゴの姿は消えてしまった。


　膝ひざを抱かかえるようにして、目を閉じ、剣けんを抱いだいたウィルゴの姿はどこかに行ってしまったのだ。


「……どういうこと？」


　問われて、ダークロアも眉み間けんに皺しわを寄せた。


「少なくとも、水中にいるってわけじゃなさそうだな」


「じゃあ、どこにいるの？」


　ダークロアはそれには答えず黙りこくり、ディディウスを岸に引っ張り上げた。


「……これ、いつから見えるんだ？　おまえが見つけたときからずっとか？」


　ダークロアの問いに、ノクスが頷うなずいた。


「何かの力で閉じ込められたのか……な」


「閉じ込められたってどこに？」


　ディディウスが訝いぶかしげに訊きくと、ダークロアはノクスと顔を見合わせ、静まりつつある水面を見やった。


　なおしばらく見つめるうちに、水面には再び空の青が映り始める。


　そこに映るウィルゴは、長い手足を折って静かに目を閉じている。その肌についた傷の一つ一つまで見分けられるほどだ。こうして見ていると、彼女は水の上に浮いていて、その影かげが水面に映っているだけのように思える。だが彼女がいるはずのその水の上の空間には何もない。水面の上にも下にも、彼女はいないのだ。


　すぐに風が吹ふき、水面を騒さわがせ、ウィルゴの姿を消し去っていく。


「ここじゃないどこか……に、かな」


「……ここにいるように見えるけど、どっか遠いところにいるってこと？」


「いや、たぶん、距きよ離りの問題じゃない。空間の隙すき間まだ」


「……わかるように言ってくれよ！」


　ノクスも同じ思いらしく、身を乗り出し、真しん剣けんな視線をダークロアに注そそいでいる。


　ダークロアはしばらく言葉を探して視線を彷徨さまよわせてから、話し始めた。


「ほら、ディディウスもさ、前に蜘蛛くも神に変な場所に閉じ込められたことあっただろう？」


「……ああ、あの、妙みようにでっかい闘とう技ぎ場とかあったところ？」


　ディディウスはしばらく前、天空の移動城じよう砦さいに乗り込んだときのことを思い出した。


「あれはさ、ほら、普通の蜘蛛が隙間を見つけてそこに糸張り渡わたして巣を作るみたいなもんでさ、俺らがいるこういう空間と、その他の空間との間に隙間を見つけて、そこに糸を張って、巣を作って、好きなように作り替かえちゃってるんだ」


「……他の空間って？」


「わかりやすいところで言うと、海界とか。ああいう世界は、本当は俺たちのいる地上世界と重なって存在しているんだ。でも、そこに辿たどり着くにはその境界のあいまいになっているところまで行かなくちゃいけない。その『境界があいまいなところ』が海の果てってこと。天空なら空の彼方かなた、だな。だから蜘蛛神の糸はメイヴェーラの魂たましいも縛しばりつけておくことができたんだ。あいつの糸は、空間を跨またいで張られるものだから」


「……わかりませんけど」


「……そうだよな。わからないよな。えっとだな……」


　ダークロアは考え込んだが、結局いい喩たとえが思いつかなかったのだろう、首を振ふった。


「まあ、とにかくウィルゴちゃんはごく近くにいるように見えて、手の届かないところにいるってことだよ」


　ディディウスはちらりとノクスの顔を見た。彼は、ただ、水面を見つめていた。


「しかも、ひょっとしたら」


　ダークロアも、同じように水の静かな面おもてを見つめながら言った。


「ウィルゴちゃんは、閉じ込められたんじゃなくて、自分から閉じ籠こもったのかもしれない」


　ディディウスはノクスの方を見ていたから、彼の顔色がさっと変わったのがよくわかった。


　ノクスはダークロアの腕を摑んだ。かなり強い力が込められているのだろう、指先が白くなっていた。ダークロアはそれを振り解ほどこうとはしなかった。


「見ろよ、ウィルゴちゃんは剣を抱えているだろう？　あの剣に境界を断たち切る力があるってのは、前に剣自身から聞き出したよな。あの力を使えば、たぶんどんな空間からでも逃のがれられるはずだ。ウィルゴちゃんはその気になれば逃にげられるんだよ。でも、そうしていない。それは、……自分の意志で閉じ籠ったからじゃないかな」


　ノクスの手が、いっそう強くダークロアの腕を握にぎった。その目は、どうして、と言っていた。


　どうして、そんなことを──


「どうしてかはわからない。ただ、まだあの剣がそばにあるっていうのが気になるな。今まであの剣は、ぱっと出てきてぱっと消えていた。ところが、今はずっとウィルゴちゃんのそばにある。ウィルゴちゃんにあの空間から出てくるつもりがないなら、剣は必要ないはずだ。なのにそばにあるってことは、ウィルゴちゃんがあの剣を手放さないんじゃなくて、あの剣の方がウィルゴちゃんのそばから離れないのかもしれない」


　ディディウスの喉が、自然と、ごくりという音を立てた。


　剣の力のごく一いつ端たんを、ディディウスは見知っていた。


　あのとき、剣はウィルゴの呼びかけに応じて姿を現した。ダークロアが魔ま法ほうで押さえ込もうとしたが、その呪じゆ縛ばくもほんの一時しか保もたず、すぐに暴れ出し、いずこかへと去っていった。ダークロアの魔法使いとしての実力がどれほどのものなのかディディウスは知らないが（何しろ魔法使いというのは今では数が少なくて、比ひ較かくのしようがないのだ）、次々に繰くり出される魔法の数々を見た限りでは、彼を本気で殺そうと思ったら、同じような魔法使いを連れてくるか、剽ひよう悍かんな騎き馬ば民族の一隊をぶつけるか、訓練された屈くつ強きようなミュドラネ兵士五十人に襲おそわせるかしないと無理だろう。真夏に吹雪ふぶきを起こし、自在に鉄てつ砲ぽう水みずを操あやつる人間を相手にするとは、そういうことだ。


　だが、そのダークロアも剣を押さえ込めたのは何十秒かの間だけだった。


　だから、剣がウィルゴを手放さないという表現にも、納なつ得とくできた。


「じゃあ、つまり、ウィルゴは暴れ出そうとする剣を押さえ込んでいるってこと？」


「その可能性があるってだけだ。もっと違ちがう理由があるのかもしれないが、今わかっていることから類るい推すいすると、そうなると思う。あの剣は、どうもウィルゴちゃんに使われることには不服そうだった。それよりはむしろ、ウィルゴちゃんを……使いたがっていたんじゃないかな。自分が主あるじになって、ウィルゴちゃんを従えたがっていた。そういうふうに見えたよ」


「ウィルゴはそれに逆らうために、自ら閉じ籠った……？」


　ノクスがダークロアの腕から手を離した。


「……どうしたら、ウィルゴは戻ってくるんだ？」


「たぶん、剣との決着がついたら」


「いつ……それはつくの？」


「……さあな」


　ダークロアの投げやりな視線の先を追って、ディディウスは水面に映るウィルゴを見た。


　彼女は、いっそ穏おだやかとさえ言える顔をしていた。


「何か、俺たちにできることないの？」


「……あったらやってるさ。待つしかないんだ。ウィルゴちゃんが出てくるまで、な」


　ディディウスはダークロアと、ノクスと、泉と、そして周囲を取り囲んで広がる起き伏ふくのある荒こう野やを見て呟つぶやいた。


「勝手だよ」


「あん？」


「ウィルゴ。一人で抱え込むことないじゃないか。ノクスさんだっているんだよ？　一人で閉じ籠る以外の方法だって、見つけられたかもしれないじゃないか」


「おまえもな」


　ぺしぺしと、ダークロアはディディウスの頭を叩たたいた。


「常つね日ひ頃ごろから俺が『抱え込むな』って言ってるだろう？」


「……そ、それは、まあ……」


　うつむくディディウスに、ダークロアは言った。


「俺は、もう死なねえから」


　言われた言葉に胸を締しめ付けられて、口を噤つぐんだ。


　ダークロアは一度は死んだ。〈滅ほろびの女め神がみ〉が目覚め、状じよう況きようの悪化した今、再び命の危き機きに見み舞まわれることもあるだろう。


　それでも、ダークロアは「もう死なない」と言う。


　それなら、ディディウスはダークロアの言葉を信じようと思った。


　ダークロアの言葉には保証も裏うら付づけもないが、ディディウスがダークロアを信じるのに、そんなものはいらないのだ。


　だからディディウスはむりやり笑え顔がおを作って、顔を上げて言った。


「だよな。二度も死んだらかっこ悪くて世界一の魔法使いなんて名乗れないもんな」


　ダークロアは一いつ拍ぱく遅おくれて笑い出した。つられてノクスもわずかに微笑ほほえみ、その視線を、また泉の上に戻した。横顔は、さっきよりも少し、明るい。


「待つんだろう、おまえ」


　ダークロアの確かく認にんに、ノクスは力強く頷いてみせる。


「俺たちはどうする、皇子。メイヴェーラの行方ゆくえを調べる手がかりでも探すか？」


「うん。でも……」


　ディディウスは周囲を見回した。


　木の一本、草の一本も生えていない土地が、ただ延えん々えんと続いている。どこにも、メイヴェーラの行方を示すようなものはない。


　時折吹ふき抜ぬけていく風だけが、メイヴェーラがこの地上のどこかにいると、そう言っている気がする。


「あ、そうだ、ディディウス、ヴェルペイア呼んでくれ」


「は？　おっさんが呼べばいいだろう？」


「俺、今そういうことできないんだって。自分からここにいますって姿現あらわしたらダメなの」


「ああ……なるほど。俺のときも俺が気づくまでその姿になれなかったもんね」


「そ。海界の神々との約束で、それを破やぶるともう人の姿は取れないんだ。手順教えるからおまえがヴェルペイアを呼べ」


　そう言われて、ディディウスはちょっと焦あせった。


「俺でも呼べるの？　その……代だい償しようとかそういうのは？」


　魔法には代償がつきものだと、ディディウスはダークロアに教えられてきた。魔法使いは妖よう精せいに「代償」を捧ささげ、契けい約やくを結ぶことで力を借りる。妖精たちには噓うそは通じないし、向こうも契約時には噓を言わないから、その契約は絶対的な力を持って妖精と魔法使いを縛りつける。


「──あ、そういえばおっさんの身体からだが妖精に持ってかれたのも『代償』だったって本当か!?　なんでそんなもん代償にしたんだよ！」


「なんで……って、あの契約結んだのはずいぶん昔だったからなあ。他ほかにくれてやるもんもなかったし、こいつには左手、こいつには足、ってやってったら、いつの間にか身体全部捧げることになってただけさ。死んだあと自分の身体がどうなろうと知ったことじゃなかったしな」


　ダークロアはディディウスの剣けん幕まくにいささか辟へき易えきしたようで、投げやりに言った。その態度に、ディディウスの怒いかりは加速される。


「俺とかノクスさんとかの気持ち考えたことあるのかよ！」


「あの契約結んだ頃は、まだおまえにもノクスにも会ってなか……」


「フィさんは!?」


　ダークロアは見事に言葉に詰つまった。畳たたみかけるべく、ディディウスは一気に言った。


「フィさんに言いつけるからな！」


　ダークロアの顔が、親にいたずらを言いつけるぞと言われた子どものように青ざめた。


「そ──それはともかくだなっ、ヴェルペイアだ、ヴェルペイアっ」


　ダークロアの話の逸そらし方はかなり強ごう引いんだったが、ディディウスは一応従ってやることにした。面おも白しろいくらい青ざめていく顔を見て、少し鬱うつ憤ぷんが晴れたのだ。


「うん。ヴェルペイアを呼び出すための、代償の話だったね」


「そ、そうそう、代償、と」


　ダークロアはそう言うと、ディディウスの腰こしから護身用の短剣を引き抜き、何が始まるのかわからないディディウスの目の前でその刃やいばを閃ひらめかせた。


　数十本の黄色い髪かみが、ダークロアの手で切り取られる。


「は……はあっ!?　いきなり人の髪っ」


「はい、これに誓ちかって」


　ダークロアはたった今切り取った髪の束たばを、ディディウスの鼻先に突つき出す。


「誓うって……何を」


「裏切らないこと。ヴェルペイアが求めるのは信しん頼らいだから。もっと大きな力使ってもらうには色々必要だけど、呼ぶだけならとりあえずそれで十分」


　ディディウスはきょとんとダークロアを見上げ、呟いた。


「おっさんって、俺が魔法使いになるのいやなんだと思ってた……」


　ディディウスの言葉にダークロアも驚おどろいたようで、わずかに目を見開いた。


　互たがいに驚いた状態の、けれど不思議と穏やかな沈ちん黙もくが続く。


　口を開いたのは、ダークロアだ。


　彼は深く、短く、息を吐はいた。


「ああ……なんだ、気づいてたのか」


「……うん、まあ、なんとなく」


　ディディウスはばつが悪げに俯うつむいて、ダークロアの手から自分の髪を受け取る。


「いやなわけじゃないんだ。ただ、なんつうか、俺は……」


　ダークロアはぼそぼそと口の中で言い訳じみたことを呟き、先ほどよりも長く、諦あきらめきったようなため息をついた。


「俺は今まであんまりまともな魔法使いに会ってこなかったから、おまえがまともな魔法使いになれるか不安だっただけだ。……魔法覚えたら、帝てい国こくじゃあ生きづらいし」


　言いにくそうに、最後にそう付け加える。ディディウスは掌てのひらの上の髪の毛を握にぎりしめた。


「うん。心配してくれて、ありがとう。……ヴェルペイアの呼び方、教えてくれる？」











　黄色い髪を、祈いのりの言葉とともに、泉から流れ出す小川の面おもてに投げ入れる。


「ワーフの流れ、清らかなる水辺の母、ヴェルペイア。その姿を一ひと時ときここへ」


　ディディウスの心臓がちょうど十打ったあと、水の面が震ふるえ始めた。


　小さなせせらぎが急に水量を増し、川かわ面もに散った髪の毛が静かに流れの中に消えていく。


　そしてその川の真ん中から、ぬっ、と丸いものが現れた。


　それは、青緑色をした、ヴェルペイアの頭だった。


　静かに、ゆっくりと、彼女の顔が、首が、肩かたが、全身が水上に現れる。地面の上を歩くように、その足の裏が流れる川の上にぴたりと止まる。


　彼女は目を開けると、川岸でぽかんと口を開けているディディウスの顔を見、その後ろに座るノクスの顔を見、最後にノクスの横ですまして毛け繕づくろいをしている猫ねこを見て、綺き麗れいな細ほそ面おもてのこめかみ辺りに、青筋を浮かべた。


　猫は殺気でも感じたのか、ノクスの後ろにするすると逃のがれた。


　ヴェルペイアは極きよく力りよくそちらを見ないように、ディディウスの方に顔を向けて言った。


『呼び出したのは、そなたかえ？』


　ヴェルペイアの声は、水中で聞く声のように少しくぐもって聞こえる。以前ディディウスがそのことについて訊きくと、仮かりの肉体だからだと教えてくれた。本当の肉体は別の場所にあって、そこから仮の肉体を通して声を送っているから、少し違ちがうように聞こえるのだと。


「う、うんっ、すごい、本当に俺が呼んでも来てくれた……」


　素す直なおに驚き、喜んでいるディディウスを見て、ヴェルペイアは青いような緑のような、深い沼ぬまの色の身体を震わせて笑った。


『もちろん参るぞ。そなたのそばは居い心地ごこちがよい』


「え？　あ、そういえば前にもそんなこと言ったっけ」


『そう。あのときはそこのどら猫がわらわを呼び出したのじゃがな』


　ヴェルペイアの額ひたいに浮く青筋がいよいよくっきりとしたものになってきた。


　ディディウスは汗あせを一筋垂たらし、ちらりと後方のどら猫ことダークロアを見た。


　この間にダークロアは人間の姿に戻っていたが、相変わらずノクスの後ろに隠かくれようとしていた。ダークロアの方がノクスよりでかいので、勿もち論ろんそれには無理がある。


『のうディディウス』


　ディディウスは呼びかけられて、慌あわててダークロアからヴェルペイアに視線を戻した。


　ヴェルペイアは慈じ愛あいにあふれた母の顔で、言った。


『そこのどら猫と話をつけてしまうから、そなたの話を聞くのはあとにしてくれぬか』


「……は、はい、どうぞご自由に」


　ディディウスはそそくさと脇わきによけ、ヴェルペイアのために道を空けた。


　すまぬのうと、顔は笑っているのに目は笑っていないヴェルペイアは呟つぶやき、ダークロアを、ぎり、と睨にらみつけた。


　一いつ喝かつ。


『愚おろか者ものめっ！　あの程度の魔法使いにまんまと殺されおって！』


「……んなこと言われても」


　ダークロアはなおもノクスの後ろに隠れたまま、ぼそぼそと呟く。


　ヴェルペイアは構わずさらに怒ど鳴なる。怒りとともに、水のしずくが飛ぶ。


『しかも戻ってこられるあてがあるのなら先に言え！』


「いや、あてはなかったんだけど、思わぬところから助け船が……」


『言い訳は聞きとうないわっ！』


　ヴェルペイアはがみがみとダークロアを叱しかり始めた。


　ダークロアは、それを半なかば以上聞き流しながら、ノクスの陰かげで居心地悪そうに膝ひざを抱かかえ、小声で呟いた。


「……なんか、俺最近こういうの多くない？」


　ノクスは、それを聞いてちょっと考えてから、こくこくと頷うなずいた。


　ヴェルペイアも悠ゆう長ちように説教をしている暇ひまはないことはわかっていたのだろう、すぐに怒鳴り散らすのをやめた。


『ふん。しかし、わらわはきちんとそなたの最後の頼たのみを聞き届けてやったぞ』


「最後の頼み？」


　それまで呆ぼう然ぜんとヴェルペイアを眺ながめているだけだったディディウスが、横から聞き返した。


『そうじゃ。こやつが死にかけておったときにな、頼まれたことがあったのよ。最後の頼みだから、とな。「最後」と言われた以上、もう二度とこやつの頼みは聞けぬ』


「えっ、そういうもんなの!?」


「神様だからねえ、言葉の取り消しとかなしなんだよ」


　ダークロアがノクスの肩かた越ごしに顔を出し、のんきにそう言った。


「……そうなんだ」


「そうなの。神様とか妖よう精せいとかは力があるだろう？　で、そういう力がある者たちの言葉ってのにも、やっぱり力があるわけ。彼らに対して話した言葉も同じ。だから取り消せない。俺はもうヴェルペイアからは力借りられないってわけ」


　なんだか、それはとても寂さびしいことだとディディウスは思った。友人がある日突とつ然ぜん友人ではなくなるようなものだ。


「だから、おまえがいて良かったよ」


　ダークロアはそう言って、やっぱり笑う。


　ヴェルペイアが、ディディウスの感情を察さつしたのか、黄色い頭にぽんと手を置いた。


「……ダークロアの頼みってなんだったの？」


　ヴェルペイアは、尋たずねるディディウスの頭をいっそう優やさしく撫なでてくれた。


『見守ることじゃ。メイヴェーラ殿どのとそなたを』


　ディディウスは呆然とした顔でヴェルペイアを見上げ、それから彼女の瞳ひとみのあまりの優しさに、思わず目を逸そらした。


「……おっさん」


「お？」


　ヴェルペイアの手は、相変わらず優しくディディウスの頭を撫でてくれていた。


「ありがとな」


「？　おう。なんだかよくわからんが感謝しろ」


　本当によくわかっていないようすで、ダークロアは言った。


　ディディウスは、自分に誓ちかった。あの境界石の向こう側には、もう迷い込まない。


『さて、メイヴェーラ殿じゃが』


　ヴェルペイアがそう切り出し、ディディウスは身体からだを強こわ張ばらせた。


『メイヴェーラ殿は、まだ地上に留とどまっている』


　ほっ──と、ディディウスは息を吐はいた。


　それは、ダークロアやノクスも同じだった。


『じゃが』


　ディディウスの身体は再び緊きん張ちようした。


『〈滅びの女神〉とともにいる』











　あの、〈滅びの女神〉が目覚めた日──


　ダークロアが致ち命めい傷しようを受け、皆みながばらばらになってしまったあのとき、ヴェルペイアはダークロアの願いをかなえるため、ディディウスとメイヴェーラの元へ急いだ。


　ディディウスはすぐに見つかった。


　だが、その周囲には〈滅びの女神〉も、ヤーテも、ウィルゴもいなかった。


　白い残り滓かすだけが、ディディウスの周囲で舞まっていた。


　それでも、〈滅びの女神〉がどちらへ向かったかは簡単にわかった。何もない方へ行けばいいのだ。彼女は目につくものすべてを破は壊かいし、葬ほうむり去りながら進んでいたから。


　ディディウスの無事を確かめたあと、ヴェルペイアは〈滅びの女神〉を追った。実力の違ちがいから追う以上のことはできなかったが、追ううちに、〈滅びの女神〉のすぐそばに、メイヴェーラがいることに気づいた。


「どうしてわかったの？」


　ディディウスが尋ねると、ヴェルペイアはディディウスの胸をつついて言った。


『風の音が、ここに聞こえたのじゃ。風が、木々を揺ゆさぶり、岩を叩たたき、山やま肌はだを駆かけ上り、波を砕くだく音が、〈滅びの女神〉に近づくにつれ、より強く、より激しく胸に聞こえたのじゃ』


　ディディウスはつつかれた胸に手を当てた。音は聞こえない。それは人には聞くことのできない音なのだろうか？　当てた掌てのひらのから伝わるのは、ただ己おのれの鼓こ動どうだけ。もしかすると、神々は人が己の鼓動を聞くように、風や、草や、光の音を聞くのかもしれない。


『〈滅びの女神〉には今もわらわの下しも僕べを張りつかせておる。じゃがわらわにできるのはここまでじゃ。〈滅びの女神〉がメイヴェーラ殿をさらっていったのか、メイヴェーラ殿が見張るつもりで〈滅びの女神〉のそばにいるのかはわからぬが……』


「わかった、ありがとうヴェルペイア」


　ノクスが、幾いくつか手て振ぶりをした。指で水みな面もに映るウィルゴを指さしている。ダークロアはそれを見て、ヴェルペイアに確かく認にんした。


「ウィルゴちゃんは見なかったんだな？」


『知らぬ。わらわが辿たどり着いたときには、ディディウスが倒れていただけじゃ』


「……だってさ。あ、そういえばノクス、その……俺の死体見つけたときに、荷の中に、これくらいの水すい晶しよう球みたいなもの、見なかったか？」


　ノクスは申し訳なさそうに首を横に振る。


「……そうかー、そうだよなあ、やっぱり妖精に持ってかれたかー……」


　ノクスは身振りでディディウスの持つ杖つえを指した。


「杖死し守しゆするので精せい一いつ杯ぱいだったって？　ありがとうな、それだけでも嬉うれしいさ。それくらいは残したかったからな」


　それを聞いて、ディディウスは慌てて杖を差し出した。


「あの、おっさん、これ返すっ」


　ダークロアはそれを笑顔一つで断ことわった。


「どら猫にゃいらねえよ」


「……──」


　もう、ダークロアは魔法を使う気はないのだろう。


　それがわかって、なんだか鼻の奥がつんとした。


「よしっ」


　ディディウスは無理矢理大きな声を上げて、立ち上がった。


「のんびりしてらんないな。半島が全部食べられちゃう前に、できることをしないと。ヴェルペイア、〈滅びの女神〉は今どこにいるんだ？」


『北じゃ。案内しよう』


　ヴェルペイアは言い、腕をすいと上げて、遥はるかな荒こう野やの果てを指した。














九章　それぞれの戦場で







　ディディウスがヴェルペイアを呼び出した日から遡さかのぼること、ひと月。


〈滅びの女神〉が封ふう印いんから目覚めたその夜は、ウィルゴにとって生しよう涯がいで最も長い夜となった。





　まず、地面に寝ね転ころがっている自分に気づき、跳はね起きた。


　月つき影かげ射さし込む森の中で、落ち葉と下生えに埋うずもれるようにして寝ていたのだ。記き憶おくが混乱して、今がいつで、この森がどこにあるのかすぐには理解できない。帝てい都との近くだったか？　頭を振って混乱を追い払はらう。いいや、ここは帝都を遠く離はなれた〈最果ての森〉。今は夏の初めで、自分はさっきまでディディウスとヤーテを連れて逃にげていたのだ。何から逃げていたのかというと、炎ほのおと獣けものからだ。それをこの森にもたらしたのは、天空の神々。


　ウィルゴは一つひとつ記憶を辿たどり、自分が最前どんな目に遭あって地に倒れたのか思い出した。


〈破は滅めつ〉と出会ったのだ。


　それは黒い靄もやの姿をとって、木々の間に凝こごっていた。ウィルゴはその靄の中から伸のびた真っ白い腕に首を摑つかまれ、そのまま意識を失ったのだ。


　ウィルゴは〈滅びの女神〉に直接会ったことはない。だが、自分の最前見たあの靄と白い腕こそが、〈滅びの女神〉なるものであろうと確信していた。その腕は白く一見華きや奢しやですらあるのに、触ふれられれば死者の腕であるかのように異常に冷たく、硬かたかった。触れられたところから自分も静かに死んでいくような気すらした。


（！　ディディウスとヤーテは!?）


　腰こしを浮かして立ち上がりかけたが、剣のあるべき場所に手をやり、中ちゆう腰ごしの姿勢で固まる。腰には鞘さやしかない。忘れていた、自分は先刻までこの手に剣を握にぎっていた！　手の中にないということは、どこかに落としてしまったということだ。


　頭が真っ白になった。ディディウスとヤーテを守らなければならないのに、剣がない。


（け、ん）


　真っ白い頭の中で、一つだけ閃きらめく強きよう烈れつな光があった。呼べばやって来る剣を、自分は持っている。安あん堵どし、同時に不安も覚える。持っているからと言って、使いこなせるわけではない。


　だが、剣はウィルゴの躊ちゆう躇ちよをあざ笑うように、熱風を纏まとい、忽こつ然ぜんと姿を現す。


　柄つか頭がしらに鷲わしの鎮ちん座ざする一ひと振ふりの剣。


　ウィルゴは熱風に目をすがめ、剣を見つめた。呼び出すのはこれで三度目。一度目はウィルゴとディディウスを助けてくれた。二度目はダークロアにひどい火傷やけどを負わせた。三度目は……目の前に立ち塞ふさがる〈破滅〉を、打ち砕いてくれるのだろうか？


　ウィルゴは火に入れられたばかりのように赤く燃える刀身に、魅み入いられたように手を伸ばした。まったく魅入られていたのかもしれない。思考力は落ち、頭の芯しんが鈍にぶく痛んでいた。


　握りに触れた途と端たん、触れたその手に激痛が走る。握りは熱く、ウィルゴの掌てのひらは焼きごてを握ってしまったかのように焼けただれる。あまりの痛みと熱に、思考が飛ぶ。


　対照的に、剣は喜びの声を上げるように大きく震ふるえる。びりびりと痺しびれるような震えが掌から骨まで伝わり、その瞬しゆん間かん、ウィルゴは自分は間違っていたのではないかと思った。呼ぶべきではなかったのではないか？　手に取るべきではなかったのではないか？　しかし……


「ディディウス！」


　痛みと不安をねじ伏ふせ、立ち上がって剣を構かまえる。


　素す早ばやく周囲を見回す。


　木々の作り出す影かげの中に、ヤーテが倒れている。駆け寄って揺すぶると、ヤーテは目を開けないまま、小さく呻うめいた。大きな怪け我がはないようだ。


　ウィルゴはひとまずヤーテをその場に残し、ディディウスを捜さがすことにした。


「ディディウス！　どこだっ」


　ディディウスの返事はない。だが、人の怒ど鳴なるような大きな声が聞こえてくる。それに、森の木々の一部だけが根元から消え去っている。木のない領域はまるで道のように森の中に真まっ直すぐ続いていくが、こんな方向に伸びる道は記憶にない。


（〈滅びの女神〉は……なんでも喰くらうという話だったな）


　ならば、森の木々も喰われたということだろうか？　怒鳴り合うような声は、この即そく席せきの道の奥から聞こえてくる。月明かりが、道に積もる白い塵ちりのようなものを照らし出す。


　ウィルゴはその道を行くことにした。そして、塵を巻き上げながら走った先に、〈破滅〉を見つけた。


〈破滅〉は美しい女の姿をとって、小さな泉のそばに立っていた。


　その足あし下もとにはディディウスが半ば白い塵に埋まり、俯うつぶせに倒れている。


「ディディウス！」


　ウィルゴは叫さけび、飛び出した。〈破滅〉はウィルゴに気づき、微笑ほほえみながら振り返る。綺き麗れいな顔が目の前に迫せまる。白い腕、白い顔、暗い憎ぞう悪おの籠こもった視線。〈滅びの女神〉。ウィルゴは吼ほえ、両手でしっかり握った剣を、〈女神〉の肩かた口ぐちめがけて振り下ろした。


（!?）


　ウィルゴは違い和わ感かんを覚えた。何か、今、おかしかった。


〈滅びの女神〉はウィルゴの動どう揺ようを気にも留とめず、その剣をあっさり斧おので弾はじいた。ウィルゴは後ずさり、ここまで駆けてきた息を整えようとして──


　身体からだが勝手に動いた。


　ウィルゴの身体はウィルゴの意思を無視して、〈女神〉との距きよ離りを詰つめ、鋭するどい斬ざん撃げきを何度も、何度も繰くり出した。巨きよ大だいな幅はば広ひろの剣を短剣か何かのように振り回し続けるせいで、筋肉が悲鳴を上げる。なのに身体は動き続ける。激しい動き。戦いながら心の中で悲鳴を上げた。


（なんだ、なんだこれ!?）


　止まれ、止まれと念じても、身体は動く。


　ウィルゴの剣と、〈滅びの女神〉の斧がぶつかり合い、離れた。


　やっと距離をとって、ウィルゴは荒あらい息をつく。汗あせがどっと肌はだを滑すべり落ちていく。ウィルゴは〈滅びの女神〉から視線を逸そらし、自分の手の中の剣を見た。剣は歓かん喜きに打ち震えるように、小刻みに震えている。刀身は相変わらず火の中に入れたように赤い。ウィルゴの汗が一いつ滴てきしたたり刀身に落ちたが、その瞬間、じゅっ、という音を立てて蒸発した。柄つかを握る手には、もうほとんど感覚はない。ひどい火傷を負っているのだろうことはわかっていたが、剣から手を離すことはできない。


　剣の震えが、徐じよ々じよに大きくなっていく。


　ウィルゴは、初めてこの剣を怖こわいと思った。不気味だとかいやだとかいう思いは前から抱いだいていた。だが、生きてもいないものに恐きよう怖ふを覚えることはなかった。


　それが、今は震えるほど怖い。


　気がつくと、呼吸が浅く、速くなっている。膝ひざが震え、汗と涙の混じったものが首筋を濡ぬらす。知らない誰かの声が聞こえる。


（壊こわせ）


　ウィルゴは目の前に〈滅びの女神〉がいるにもかかわらず、よろめいた。


　その声は暴力そのものだった。激しく救いがたい破は壊かい衝しよう動どうとなって全身を貫つらぬいていく。


（境界など無視してしまえ。おまえを戒いましめるすべてを破壊しろ。おまえを愛したものとおまえが愛したものとを全部まとめて原初の泥どろ沼ぬまに沈しずめてしまえ。混こん沌とんを広げ変へん容ようを──）


「だめだあっ!!」


　ウィルゴは絶叫し、剣を地面に突つき刺さした。だが剣はなおいっそう大きく、激しく震えた。


　そのさまを、〈滅びの女神〉は冷れい淡たんに見ていた。


「御ぎよせるわけもない」


〈女神〉は斧を手に、ゆっくりとウィルゴに歩み寄ってくる。


　ウィルゴは剣にすがりつくように膝をつき、自分のうちにこみ上げてくる衝しよう動どうと戦っていた。頭が痛い。身体が震える。力が抜けそうになる。だが力を抜いたらおしまいだ。衝動に屈くつし、剣の操あやつり人形になってしまう。


　俯うつむいて顔を上げなかったが、斧の柄の地面を叩たたく音が徐々に近づいてくるのだけははっきりとわかった。それと、自分のこめかみから頰ほおにかけてを汗が滑り落ちるのも。


　頰から顎あごへと滑り落ちた汗が、地面に滴したたり落ちたとき──


　視界は銀色に塗ぬりつぶされた。


　ウィルゴはついに自分が〈滅びの女神〉の手にかかってしまったか、さもなければ視覚まで剣に奪うばわれてしまったのだと思い、悔くやしさと焦あせりで叫び出しそうになった。だが実際に声に出して叫ぶ前に、悔しさや焦りと言った感情を押しのけて、胸の中に膨ふくれ上がるものがあった。


　絶望だ。


　守るべき者を守れず、むしろ傷つけるばかりの己おのれへの絶望だ。ウィルゴは胸の苦しさに、剣のことも〈女神〉のことも一時忘れてすすり泣いた。もはや己に残された力はごくわずかで、このような方法でしか大切な者たちを守れない。


（……何？）


　ウィルゴは違和感に気づいた。


　これは自分の絶望ではない。ではいったい誰の？　剣だろうか。それとも〈女神〉がウィルゴを屈服させるために送り込んできた自然ならざる感情なのだろうか。


（……いいや。この感情は、光と一いつ緒しよにやってきた……）


　ウィルゴは顔を上げたが、視界はまだあの銀色の光に覆おおわれている。光の中に、一人の少女の後ろ姿が見える。長い髪かみと、華奢な肢し体たいの少女だ。少女はウィルゴに背を向けているが、ちらりとウィルゴの方を向き、泣きはらしたような顔を見せた。


（この絶望は、まさかこの子の──？）


　ウィルゴは少女を知っているような気がして、口を開いて名を呼ぼうとした。だが少女はすぐにウィルゴから顔を背そむけ、光の向こうへ駆かけていってしまう。少女が駆けていくその先には、光を拒こばむような黒い靄がある。


（〈滅びの女神〉に突っ込むつもりか!?）


　止めなければ！


「やめろ！　メイ──」


　だが、その声は爆ばく発はつ的な光と闇やみと音の奔ほん流りゆうの前に搔かき消されてしまう。銀色の光と真っ黒い闇とが交こう互ごに視界を焼き、骨に響ひびく轟ごう音おんがびりびりと空気を震わせる。ウィルゴはただ蹲うずくまり、その狂くるった宴うたげが終わるのを待った。


　そして──


　気がつくと、すべてのものが遠ざかっていた。


　ウィルゴは緊きん張ちようと混乱でぐちゃぐちゃの頭を抱かかえながら、おそるおそる左右を見回す。光も闇もなく、音もまたなかった。そして少女の姿も、〈滅びの女神〉の姿も消えていた。


　周囲は何事もなかったかのように、変わらず白い、灰のような雪のような塵で覆われている。ディディウスが俯せに倒たおれているのが、十歩ほど離れたところに見える。ウィルゴはそちらへ近づこうと、立ち上がった。


　そのとき不意に、つま先から頭のてっぺんまで、痺しびれに似た感覚が走った。


　ウィルゴは頭を振って、その感覚を意識から追い出そうとした。


　だが、出ていかない。甘ったるい破壊衝動は身体に居座り続け、そして剣もまた、彼女の手から離れていこうとしない。


　このままだと、衝動に負けて、剣に身体を乗っ取られてしまうかもしれない。


　ウィルゴは自分がどんどん冷静になっていくのを感じた。冷静に、冷淡になっていく。


　地面に突き刺していた剣を引き抜き、無理矢理横に振るう。


　燃える刃やいばの動きに沿って、何もない虚こ空くうに赤い線が一本引かれる。絵の具が水に溶とけていくときのように、線はじわじわと虚空に広がり、線だったものはやがて面めんとなる。


　その面の中に、ウィルゴは剣を抱いて飛び込んだ。


　水の中に入るときのような、わずかな抵てい抗こうがある。だがそれを越こえて入った先は、乾かわいていて、暗い。もはや出入り口は見当たらず、月明かりすら射さし込まない。


（……ここなら）


　ウィルゴは剣を抱いた。剣はまだ暴あばれていた。ここから出るのだ、境界を破壊して、自由になるのだとわめいていた。だからウィルゴは剣を慰なぐさめるように強く抱いた。刀身はウィルゴの肌を焼いたが、先ほどのような激しい熱はすでに失われていた。


（ここにいれば、誰にも迷めい惑わくをかけずにすむ）


　ウィルゴは丸まり、目を閉じた。











　それからどれほどの時間が流れたのだろう。


　ウィルゴは己の内で暴れる破壊衝動を抑おさえ続けていた。次し第だいにそれにも慣れて、容よう易いになってくる。だが、戦いそのものは終わる気配を見せない。衝動は完全に消え去ることもねじ伏ふせられることもなく、いつまでも身体の奥底から生み出され続ける。


（……このままずっとここにいようかな）


　ウィルゴは朝の来ない暗闇の中でそう思う。


（そうしたら、この剣だってここに留とどまるしかなくなる。私がここに留まり続け、そのうち死んでも、振るう人間がいないんだから剣はここを出て行けない）


　ディディウスとヤーテも、今いま頃ごろは誰か他ほかの人に保護されているだろう。ウィルゴが戻らずとも問題はないのだ。


　だが、死を思うと、命を懸かけて自分を助けてくれた人に、とても申し訳ない気持ちになる。


　勿もち論ろん、ノクスにも。


（私がここに残ると知ったら、怒おこるだろうな……）


　ノクスはいつもウィルゴのことを考えてくれた。ウィルゴが自分から危険に飛び込んでいくようなことがあると、決まってノクスはウィルゴを叱しかった。怒るノクスを想像してウィルゴはくすりと笑ったが、笑えみはすぐにぐしゃぐしゃに歪ゆがんで崩くずれた。


　胸が、締しめつけられるように痛んだ。息をするのも苦しくて、歯を食いしばって耐たえた。


　理由くらいわかっている。もうノクスに二度と会えないということや、ノクスをひどく悲しませるのだということが辛つらかったのだ。それだけだ。


　だが、自分の思いも、この状じよう況きようも、もはやどうにもできない。思いを無視してやり過ごすことも、状況を打だ開かいすることもできない。自分の愚おろかさ加か減げんに、ウィルゴは肩かたを震ふるわせて笑った。顔を覆った手の下で、声を殺して泣いた。泣き声を聞く者もいないのに──


　──いや。いた。


　ウィルゴの腕の中で、剣はもぞりと身じろぎした。


　鷲わしの柄つか頭がしらを持つ大剣は、その形を変えつつあった。赤く輝かがやく刀身は燃え立つような毛皮に包まれた獣じゆう身しんとなり、握にぎりは金の牙きばをそなえた顎あごとなり、己の四し肢しを持った剣はウィルゴの手の中から飛び出した。


　かつて剣であった赤い毛皮の四足獣は、空中でくるりととんぼを切ると、ウィルゴの二歩先に着地した。狼おおかみに似た頭を下げ、毛を立て身体からだを膨ふくらまし、低く唸うなる。


「あ……」


　やられる、とウィルゴは思った。だが、一羽の黄金の鷲が獣の背後から忽こつ然ぜんと現れ、飛びかかろうとしていた獣を襲おそい、屈くつ服ぷくさせた。鷲のかぎ爪づめは獣の右目に食い込み、鷲はそのまま獣の頭の上に留とどまる。一方の獣は四本の足を地に縫ぬいつけられたかのように這はいつくばり、恨うらめしそうにウィルゴを見上げる。


　──と、その獣の顔が突とつ然ぜん炎ほのおに包まれる。炎によって狼に似た顔はただれ、その焼けた毛皮の下から人の顔が現れる。少し疲つかれたような、貧ひん相そうな男の顔だ。相変わらず右目には鷲のかぎ爪が食い込んでいる。顎がかくんと落ちて、一度持ち上がり、また落ちる。それを幾いく度どか繰くり返したのち、そいつはぐにゃぐにゃと何事か喋しやべった。


『我われは剣』


　かくかくと口を大げさに開けたり閉じたりするのを繰り返し、時にはくぐもった声で、時には不自然に甲かん高だかい声で、剣は語った。


『神々の力。神々の力受け。受けた剣』


　抑よく揚ようはまったくなく、何度もおかしなところで言い直される。かつてウィルゴはこの剣を呼び出し、ダークロアの魔ま法ほうでもって剣自身から剣の力について話を聞き出そうとしたことがあった。そのとき剣が喋ったのはウィルゴには理解できない古い言語だったが、今、剣が喋っているのはウィルゴにもわかる帝てい国こく語だ。剣は何らかの方法で言語を得え、ウィルゴに何か伝えようとしているのだ。


　この猛たけり狂くるうばかりだった剣が、それほどまでにして伝えたいこととはなんなのだ？


『だ。だか。だから汝なんじ。汝には御ぎよせ。御せぬ』


　頭にカッと血が昇のぼる。ウィルゴはつい怒ど鳴なっていた。


「御せぬだと！　ならば私はここに留まるだけだ。御せないからと言っておまえに簡単にこの身を差し出してやるつもりはない！」


『我は。ここにいつまでもいられ。いられない』


「おまえの事情など──」


『使命。果たすべき使命』


　ウィルゴは怒鳴りかけた言葉を呑のみ込んだ。


「使命……とはなんだ」


『我は剣。境界を断たち切る者。我は道具。〈滅ほろびの女め神がみ〉を殺す。殺すための道具』


「!?」


『我は死せる神々からの贈おくり物。生ある神々と人間すべてへの贈り物。暗き。暗き深き海の底で。静か。静かに鍛きたえられた。時を待っていた。けれど天の。天の高みより。舞まい。舞い降りた神が我を奪うばった。我は戦い。戦ったが敗やぶれ、その神のものと。ものとなった。その天の神は言った。この剣の片割れの主は天の神たる我われ。ならばこの剣の主も我たるべしと。奇くしくも境さかいを司つかさどる二振りの剣。主は同じたるべしと。それ以外の。以外の者が剣の主となることは。ことはないのだと。天の神はやがて罪により捕つかまり。今も天の牢ろうで刑けいを受け。受けている。剣に味をしめたこの神は。神は二度目に海の底を訪おとずれたとき、女の操みさおを奪った。それは罪。大いなる定めの罪。しかし、我を縛いましめる鎖くさりはまだ生きている』


　そこで、人面の残された目玉が、己の頭に留まる鷲を見上げた。この鷲が剣を縛め続ける鎖といったところなのだろう。


　人面の目玉がまたぎょろりとウィルゴを向き、話を続けた。


『鎖が認めた主は汝なんじだけ。だが汝はあの天の神と似て。似て非ひなる匂においがする。汝は確かに我が片割れの主。しかし天の神ほど強くはない。汝では我が主にふさわしくない』


「──結局言いたいのはそれだけか？」


　苛いら立だち、それを素す直なおに声と顔に出し、ウィルゴは吐はき捨てた。


　人面に表情はなく、ただ剣の言葉を伝え続ける。


『我はここを出ねば。ならん。汝は我に食われたく。食われたくない。ならば取引だ』


　ウィルゴの口元が、わずかに引きつった。人ならぬ存在との取引で帝てい都とを〈酸の海〉に沈しずめたことは、片時たりとも頭を離れない。


『我は汝を。汝を食わぬ。ただし汝はここを出て。出て、我わが使命を果たせ』


「……使命だと」


『〈滅びの女神〉を討うて』


「それを承しよう諾だくし、この地上に戻った途と端たん、おまえが私を襲ったら？」


『また同じことをすればいい。我。我を閉じ込め。閉じ込めろ』


　ウィルゴは緊きん張ちようと不安のせいでどんどん乾いてしまう唇くちびるを濡ぬらし、また訊きいた。


「……討つとはどうするのだ、具体的に」


『我は境を壊こわす。そして海界より助けを呼ぶ。呼ぶことができる。ただし死せる神々には。地上で動く器うつわがない。だから我を振ふるえない。器は汝。汝が我を振るうことで。死して海界に行った地上の神々は。神々は地上に影えい響きようを及およぼすことができる。我は道を開く。海と地との道を開く。我は鍵かぎ。扉とびらを開く鍵』


　ウィルゴは冷静に剣の言葉を吟ぎん味みしようとした。だが、〈酸の海〉を招いてしまったときの光景が繰り返し頭に浮かび、そのたびに一いつ切さいの思考は停止してしまう。


「……おまえの片割れを、私が地面から引き抜いたとき」


　ウィルゴはその時の光景をまざまざと思い出しながら言った。


「海と地がつながり、地に〈酸の海〉が溢あふれた。あれがもう一度起こるのではないか？」


『片割れは振るわれぬことで定さだめを果たし、我は振るわれることで定めを果たす。今、汝が我を振るわぬは。振るわぬは、片割れを地より。地より引き抜くと同じこと』


　ウィルゴは、ぐ、と奥歯を嚙かんだ。抑よく揚ようのない声から、どうすれば真実を見いだせる？


「私は──」


『我を取れ剣士よ！』


　剣が吼ほえた。鷲のかぎ爪が一層深く目玉に食い込む。ウィルゴも必死だったが、剣もまた必死だった。剣が言うところの『天の神』──つまり、ウィルゴの父の言葉が鎖となって剣を縛めている。神々の言葉は絶対だ。二振りの剣の主は同じでなければならない。父のいない今、剣の主となれるのはウィルゴしかいない。ウィルゴには守らねばならないものがあったが、剣にもまた守らねばならない使命があった。それは剣の存在のすべてであった。


『剣士よ！』


　剣は叫んだが、その声はウィルゴに届いていなかった。己の選せん択たくで、またたくさんの人が死ぬかもしれない。罪を繰り返すかもしれない。しかし今ここで答えを出さずに逃げ続けることで、別の罪を犯おかしてしまうかもしれない。


（恐きよう怖ふに負けるな）


　ウィルゴはぎゅっと目を瞑つぶり、自分の胸に手を押し当てた。掌てのひらの下で、心臓は速く、激しく、動いている。自分は生きている。生きているからには、考え、選択し続けなければならない。ウィルゴは目を開き、剣ともう一度向き合った。


　そして、長く話し合った。











　ノクスはただの剣士で、異界のことに通じた魔法使いでもなかったし、どことも知れない空間までウィルゴを助けに行ける特別な力の持ち主でもなかった。


　だから、泉のそばでウィルゴを待ち続けた。


　何日も待った。何日でも待つつもりだった。だがこの数日、水みな面もが乱みだれたわけでもないのにウィルゴの姿が見えなくなることがしばしばあった。ウィルゴの方で何かが起こっているのだろう。ひょっとしたら身体が弱り始めているのかもしれない。


　何日目かのそうした午後、何もできないもどかしさに唇を嚙かんだ時、ノクスは自分がそれまでずっと祈いのりの言葉を呟つぶやいていたことに気づいた。声こそ出していなかったが、唇と舌の動きは、祈りのときのそれと同じだった。


　ノクスは、とうの昔に故郷の神々に祈ることをやめていた。王族としての責せきを果たさず逃げ出した自分に、神々の慈じ悲ひを乞こうことなど許ゆるされない。むしろ、いつか罰ばつが下されるはずだ。そう確信していた。


　その自分が、祈っていた。


　神々の名を口にすることがなくなった今でも、その教えはノクスの胸で生きている。ただ、ノクスはその教えを何一つ実行できなかった。王族として誇ほこり高くあることも、敵の前で勇ゆう敢かんであることも、民たみに優やさしくあることもできず、すべてが中ちゆう途と半はん端ぱなままだった。王家の血を厭いとわしく思ったことすらあった。


　それでもやはり、エルクレイダは彼の故郷で、彼の神だった。彼には他の土地を、たとえば帝都を第二の故郷と思うことはできなかったし、いくら肉を持つ生きた神々に出会おうとも、エルクレイダの神以外に自分の神を持とうとは思えなかった。


　そして、今、ノクスは現実を前にして、どうしようもなく無力だった。


　状況はノクスにどうにかできる次元を越こえて大きく動き、ノクスは木の葉のように流れに翻ほん弄ろうされていた。思えばいつだってそうだった。故国の崩ほう壊かいしていく最中さなかにあっても、ノクスはさしたる抵てい抗こうもせず、流れの中を漂ただようだけだった。


　だが、今、ノクスはどうしてもウィルゴを助けたかった。


　その思いが、ノクスの身体を突つき動かし、神々への祈りを捧ささげさせた。ノクスはその行こう為いの畏おそれ多さに戦おののき、一度は祈りを押し込めるように手で己の口を塞ふさいだ。


　しかし、結局は思い直して手を下ろした。


　畏れ多くとも、震ふるえが止まらずとも、祈ることはできる。


　祈りを捧げ慈悲を乞うなど自分には許されない、それはわかっている。それでも、このままでは終われない。ウィルゴに戻ってきてほしい。自分のところに──いや、自分のところでなくともいい。彼女が一度は壊し、しかし救ったこの世界に、戻ってきてほしい。


　ノクスは畏れながらも、息を吸った。エルクレイダ王家の神、海に眠ねむりしエリ・リフ・オルダの元まで届くよう、声を張り上げようとした。


　声はなかなか出てこない。


　ノクスは唾つばを呑み込み、何度も咳せき込み、最初は掠かすれて己にもほとんど聞こえないほどの声で言った。


「……みよ」


　喉のどに走る痛みに顔をしかめ、それでも声を振ふり絞しぼる。


「神よ。エリ・リフ・オルダよ」


　ノクスは立ち上がり、応こたえる者もいない一面の荒野を見み渡わたして叫さけんだ。


「どうか、海の底よりお聞きくださ……っ」


　喉の痛みに、声が途切れる。だが、痛みなどなんだというのだ？　祈る資格がないだとか、許されないだとか、そんな非ひ難なんなら幾いくらでも受ける。ノクスは思いの丈たけを込めて、声を張り上げた。


「この地上に、彼女の生きる土地をください。どんな土地でもいいのです。そこが心穏おだやかな土地でなければ、私が彼女を守ります。荒あれた土地ならば、私が土を耕たがやします。空間の狭はざ間まなどというわけのわからない場所でなければなんだっていい！」


　お願いです、お願いです、お願いです！　何度でも叫んだ。喉が嗄かれてもまだ叫んだ。何度も咳き込み、答えはなく、それでもやめられなかった。どうか、どうか、どうか聞き届けてください。


　やがて日が傾かたむき、漆しつ黒こく山脈の上の空が薄うす紅べに色に染まっても、ノクスは岸辺に跪ひざまずき、祈り続けていた。


　神々の答えはない。答えてくれるはずがないのだ。ノクスは神の慈悲にふさわしい人間ではないのだから。だが、それでも一いつ心しんに、ひたすらに祈り続ける。


　──気がつくと、日は完全に沈み、泉の面おもてには月が映っていた。


　水面に、奇き妙みような動きが現れた。


　ノクスは水音に気づき、月光を頼たよりに、目をこらして水面を見つめた。泉の真ん中、ちょうどウィルゴの姿が見えていた辺りに、小さな渦うずができている。渦は見る間に大きくなり──


　不意に、渦から水柱が立った。


　水は間かん歇けつ泉せんか何かのように、ノクスの背を越えて噴ふき上がったが、息を一つ呑のむほどの間に崩くずれ、盛せい大だいな水みず飛沫しぶきを残して元に戻った。


　飛沫を浴びたノクスはびしょ濡れになったが、呆ぼう然ぜんとする間もなく、すぐに自分から水の中に飛び込んで、泉の中なか程ほどまで泳いだ。水柱の中に、求め続けていた相手の姿を一いつ瞬しゆん見たように思ったのだ。


　果たしてそれは見み間ま違ちがいなどではなかった。


　ウィルゴはほとんど溺おぼれそうになって、泉の真ん中でもがいていた。ノクスが腕を摑つかむと、彼女は驚おどろいたように目を見開き、ノクスの顔を見て口をぱくぱくと開けたり閉じたりし、その挙あげ句く、ノクスの手を振り払はらって自力で岸まで泳ごうとした。だが剣が重いらしくすぐに溺れそうになり、結局ノクスの差し伸べた腕にすがることになった。


　程ほどなくして岸に上がり、びしょ濡れで見つめ合ったが、お互たがいすぐには何も言えなかった。


「……あの」


　しばらくして、ウィルゴがなんとも気まずそうに、自分の手首を見やって言った。


「手、離はなしてくれないか」


　その手首は、ノクスの手によってがっちりと摑まれている。


　ノクスはそれはできないと言おうとして、だがうまく声を出せずに、顔をしかめた。


「ノクス？」


「離したら」


　ウィルゴがノクスの声を聞いてひどいショックを受けたように叫んだ。


「その声どうしたんだ！　嗄しやがれてるぞ！」


　ノクスは不安になって、慌あわてて言った。


「ごめん、いやな声かな」


「え？　いや、そんなつもりで言ったんじゃない。ただ、どうしたのかと……」


「そう、良かった。……で、さっきの話の続きだけど」


「さっき？　いや、そうじゃなくて、お前の声はどう……」


「聞いて」


「…………はい」


　ノクスのいつにない強い調子の声に、ウィルゴは口を噤つぐんだ。


「手を離したら」


　ノクスは、嗄れた声でもきちんと聞き取れるよう、ゆっくりと言った。


「ウィルゴがどこかに行ってしまいそうで、怖こわいんだ。また待つのは……ちょっといやだから」


「……待ってたのか」


　俯うつむいて、もごもごと口の中で言葉を転がしたあと、ウィルゴは思いきって言った。


「……すまなかった」


　ノクスは俯いたままのウィルゴの頭に、優やさしく手を置いた。ウィルゴはおそるおそる──小さな子どもが悪さをして母親を泣かしてしまったときに、泣く母親を見上げるように、ほとんど怯おびえながら、ノクスを見た。


　ノクスは微笑ほほえもうとして、不ふ意いに、泣きそうな顔になった。


　つられてウィルゴも泣きそうになり、自分の感情を堪こらえきれなくなったのか、夢中でノクスの首にしがみついてきた。ノクスは固く閉とざされたウィルゴの瞼まぶたの上にも、耳にも頰ほおにも額ひたいにも、優しくて、だが少しだけ優しくない口づけを落とす。


　それでもウィルゴの右手は剣を離さず、胸にしっかと抱かかえ続けた。ノクスは剣ごとウィルゴを抱だきしめ、剣を間に挟はさんだまま、唇くちびると唇を何度も触ふれ合わせた。


　二人にとっては、剣も、唇も、手も、等ひとしく互いの一部だった。ウィルゴは剣を持って戦うことを選んだし、ノクスはその選せん択たくごとウィルゴを受け入れることを選んだのだ。ノクスは今日、誓ちかったのだ──彼女に与あたえられた土地が心穏やかなものでなければ、自分が彼女を守ると。


　ノクスはその誓いを果たせる喜びに、そして己の腕の中の重みに、胸を震ふるわせた。


　自分は無力だったが、彼女は戻ってきた。そのことに、ただ、深く頭こうべを垂たれたかった。







◇◆◇







　ディディウスとダークロアは、アグラ山脈の麓ふもとにいた。


　そこには元々、小さな農場があった。だが住民は家か財ざいを纏まとめ、奴ど隷れいを引き連れ、他所よそへ移ってしまっていた。


　ディディウスは目の前に広がる異常な光景に、ただ立ち尽くしていた。


　その農場は、舗ほ装そうされた街かい道どうから逸それて、森と丘きゆう陵りよう地ち帯たいとの間に伸びる細い道を半日歩いたところにあった。ディディウスらの今いる丘おかの上からは、農場の全体が見渡せた。


　農場は丘の斜しや面めんがなだらかになったところから始まっていた。丘に近い方には葡萄ぶどうやオリーブが、一番奥のひろびろとした平野には小麦が植うえてある。小麦と葡萄畑の間には柵さくを巡めぐらせた鉤かぎ形に曲がった母おも屋やがあって、取り残された山羊やぎが一頭、葡萄棚のそばで草をはんでいる。小鳥が舞まい降り、小麦の穂ほの間に消えていく。


　農場はのどかだった。けれど、異常だった。


　母屋も、柵も、中ちゆう途と半はん端ぱなところで途切れて、その先は荒れ野しかなかった。そういう設計というわけではない。ディディウスは丘の上から下りて近づき、母屋の側面を見て、そう確信した。その側面には壁かべがなく、室内が丸見えになっていた。そして荒れ野はそのすぐ先から始まっていた。


　ディディウスは母屋の壁が消え、荒こう野やの始まる地点に立って、何があったのか悟さとった。


　農場と母屋の一部が柵ごと消えたのだ。壁も、屋根も、タイルも、家具も、柵も、何もかも、一いつ緒しよになくなったのだ。だが、残ざん骸がいはどこにも見えない。ところどころの隅すみに、白い灰のような雪のようなものが、優やさしく積つもっているだけだ。


　ディディウスは屋内の壁の陰かげに積もったその白いものに近づき、触れた。軽くて、さらさらしていて、吹ふくとあっという間に飛んで消えてしまう。それはディディウスが目覚めたときに身体からだを覆おおっていたものと同じもののようだった。


　ディディウスは、住人がひどく慌てて逃げ出したことがよくわかる室内から、荒野の方に視線を転じた。


　目の前から始まる荒れ野は、本当に、草の一本も生えていなかった。それはディディウスの向かって左手──南東から、畑とこの母屋のそばを横切り、右手、つまり北西の方向へ伸びて、森の中にまで続いている。森の木々すらも、この家と同じように消し去られているようだ。


（でっかい蛇へびが這はっていったみたいな跡あとだ）


　ディディウスは荒れ野の地面を確かく認にんしてそう思った。だがもしもこれが蛇の通った跡なら、その蛇は横よこ幅はばがディディウスの歩幅で十歩分はあるということになる。


（やってきたのは南東からで、北西に向かったのか……ん？）


　足あし下もとに空く妙みように整った穴を見つけ、屈かがみ込む。人の腕の太さほどの穴だ。結構な深さがあるらしく、手を突つっ込んでも、指の先が奥に当たらない。モグラの穴か何かだろうか。


　母屋のほうを物ぶつ色しよくしていたダークロアが、ディディウスのようすに気づいて、猫の姿のまま駆かけ寄ってきた。穴を見つけると、そばに寄って、臭においを嗅かぎ始める。が、よほど強きよう烈れつな臭しゆう気きでもしたのか、すぐに飛び退のいてしまった。


　ダークロアは背中の毛をすべて逆立てている。鋭するどい息を吐はいて、身構え、いつでも飛びかかれる姿し勢せいだ。伏ふせられた耳を見て、ディディウスも杖つえを握にぎる手に力を込めた。


「敵？」


　だが、穴から何かが飛び出てくるといった気配はない。さっきディディウスが手を突っ込んだときも、嚙かまれるなどということはなかった。


（ダークロアが反応しているのは、ひょっとして残のこり香が……？）


　ディディウスはその可能性に思い当たった。だが、いったい何の残り香だ？


「あんた誰だれだい？」


　背後から、いきなりそういう声が聞こえた。


　ディディウスは驚き、息を呑んで振ふり返った。


　ディディウスとダークロアから数歩離れたところに、一人の小こ柄がらな女性が、腰こしをかがめて立っていた。











　女はここで働いていた奴ど隷れいだと言った。


　女の他ほかは皆みな逃げてしまっていた。ここに残ったと本人は言っているが、正確には「取り残された」のだろう。女は腰が悪く、逃げたくても逃げられなかったのだ。


　女はディディウスを母屋の台所まで連れて行き、食事を作りながら話をしてくれた。


「……あれは三日くらい前かねえ」


　麦の粥かゆを匙さじで搔かき回し、ため息をつく。縮ちぢれた髪かみには白いものが交じっている。


「最初に現れたのは、綺き麗れいな女だった。そいつは黒い鎧よろいを着て、柄えの長い斧おのを持って、ただ歩いていた。で、その女の周まわりには、うぞうぞと蛇どもが這はっていた」


　女は口の中で自分の信じる神の名を呟つぶやいて、首を振った。


「本当はその前にあたしは夢を見てたんだけどね。危ないから逃げろって、夢の中に誰かが現れて警けい告こくしてくれた。でも、あたしたちに他のどこで生きていけるって言うんだい？　実際にあの蛇を見るまでは、ここを離れる気にはなれなかったんだよ。……真っ白い蛇だった！　いや、でも違ちがうものだったかもね。わからないんだよ。ただ、長くて、白くて、太かった。それが何十匹ぴきも、女の周りを取り巻いて、踊おどりながら通り過ぎていった」


〈滅びの女神〉だ。間違いない。その「長くて白くて太い」ものがなんなのかわからないが、鎧姿の女は〈滅びの女神〉だ。


「女が手にした斧を振ると、辺りの地面がえぐれて、白い灰みたいな塵ちりになって、消えた。たぶん、あの母屋の半分も、そうやって消えたんだろうね。どういうわけだか、母屋の消えた半分がどんなだったか、消えた土地が畑だったのか草原だったのか、あたしはよく思い出せないんだけどさ」


　女は粥の味を見てから、竃かまどの火を落とした。ディディウスは粥を装よそった皿を受け取り、台所の奥の壁に押しつけるように置かれた、木の長なが椅い子すに腰こし掛かけた。


　女もその隣となりに座り、ため息混じりに言った。


「……なんだか申し訳ないような気持ちになっちまうよ。あの家は、あたしが生まれてからずっと掃そう除じして、磨みがいてきた家なんだよ？　なんでその家のことを忘れちまうかね」


　ディディウスは熱い粥を啜すすった。女は率そつ直ちよくで、素そ朴ぼくだった。家に対して申し訳なく思うという女に、ディディウスは素す直なおに好感を持った。


「それで、さっきの穴はなんだったの？」


「穴？　ああ、あれかい」


　ディディウスの言う「穴」が、荒れ野に空いている細長い穴を指すのだと気づいて、女は顔をしかめた。


「綺麗な女と蛇どもが通り過ぎたすぐあと、地面がぼこぼこ盛もり上がってね、新しい蛇が飛び出てきたんだ。あの穴は、その跡さ。でも、ありゃ蛇じゃないんだろうね」


「じゃあなんなの？」


「それがわかってたら蛇なんて呼ばないよ。ただね、あいつらには顔がなかったから」


　ディディウスは粥を喉のどに詰つまらせた──顔のない蛇だって？


「き、気持ち悪い……」


「ああ、気持ち悪いよ。こう、顔がなくて、代わりにずっと細くなってるんだ。幾いくつにも分かれていてね。……いやだね、思い出しちまったよ」


　女は身み震ぶるいして、それがまた現れやしないかと、立ち上がって戸口の方を覗のぞいた。だが戸口の向こうにはただ静かな畑が広がるばかりで、おかしなことは何一つない。


　女はまたディディウスの隣に戻って、言った。


「あたしは見てたんだ。女と蛇どもが通り過ぎたあと、坊ぼつちゃんが奴隷と犬を連れて外にようすを見に行ってね。それまでみんな家の中に隠かくれて震えていたんだけどさ。あたしは坊ちゃんたちを、そこの窓まどのそばから見ていたよ」


　女はディディウスの後ろの方の窓を指した。確かにそこからなら、先ほどの穴のある場所がよく見えるだろう。


「坊ちゃんたちがさっきの穴のあった辺りに行ったらね、いきなり猟りよう犬けんが吠ほえ出したんだ。そしたらね、地面が盛り上がって、そこからその蛇みたいなのが何本も何十本も飛び出してきて、あっという間に猟犬の一匹を捕つかまえて、搦からめ取っちまった」


「…………」


「坊ちゃんたちは大急ぎで逃にげ出した。あわや、ってところで、奴隷の一人が火ひ矢やを射いかけたんだ。よく燃えたよ。燃えずに生き残ったやつらは、こう、ごちゃごちゃに絡からみ合った身体を地面の中から引き上げて、先を行った、例の斧を持った女と蛇どもを追いかけていった」


「……その、白い蛇みたいなのに捕まった犬はどうなったの？」


「食われちまったよ」


　女は自分で自分の言葉の意味を問い直すように、小首を傾かしげた。


「そう言っていいのかわからんがね。とにかく白い蛇みたいなのに取り囲かこまれて、姿が見えなくなって、白いのが通り過ぎたあとに地面に転がってたんだけどさ。死体で。からからにひからびてね」


「……それ、なんだったんだろうね。蛇、じゃないみたいだけど」


「さあねえ……そういえば」


　女は皿に残っていた粥を匙さじでこそげ取りながら言った。


「植物の根っこみたいだって言ったやつがいたね。白くて、長くて、先が尖とがっていたから。でもあんなでかい根っこがあるわけないって、みんなで言ったっけ」


「……根っこ？」


　ディディウスは、何か大事なことを思い出しかけていた。


　少し状じよう況きようは違うが、命を啜すする植物に、心当たりがある──


「それ、もしかして、蔦つたみたいな部分なかった？　白い蔦」


「蔦？　さあ？　何十本も絡み合っていたから、よくわからんねえ」


「あ……そう」


「ああ、でも待ちな、そのときじゃないけど、白い蔦には見覚えがあるね」


　女は眉まゆをへの字にして、昔のことを思い出そうとしているようだった。


「何年前だったか、ご主人様の飼っていた山羊やぎがばたばた死んじまってね、その腹から白い蔦みたいなのが生えてきたんだ。ご主人様は家か畜ちくの病気ならだいたいのことがわかるんだけど、そのときばかりはどうにもならなくてね。しかも畑も調子が悪い。で、そのときはまだ山向こうの村に魔法使いがいたから、その魔法使いに頼たのんで山羊を診みてもらったんだ。……ああ、あんたは都会の出でわからんかもしれんけど、この辺りじゃあ、魔法使いって連中が結構いたんだ。ご主人様はミュドラネ人で、そういうのを呼ぶのいやがったけど、結局承知してくれた」


「で、魔法使いがその……病気を治してくれたの？」


「ああ、魔法使いの話じゃあ、死んだ山羊は悪い種たねを食っちまったんだろうってことだよ。その種が腹の中で芽を出して、内ない臓ぞうに根を張って、内側から山羊を痛めつけるんだとさ。で、そのうち山羊が死んだら、十分栄養を摂とった蔦は、腹の外に這はい出てきて、地面に潜もぐり込み、今度は土の養分を根こそぎ摂っちまうらしいよ。魔法使いは蔦を全部燃やして、また見つけたらすぐに燃やしなさいって教えてくれた。それでその件は片がついた。……どうかしたかい？」


　黙だまりこくったディディウスに気づいて、女は顔を覗き込んできた。垢あかだらけの顔に、心配そうな色が見えた。


「うん、大だい丈じよう夫ぶ。俺も似たやつ見たことあったから、驚おどろいちゃって。そのときも、魔法使いがそばにいて、燃やしてくれたよ」


「へえ！　そうかい。そりゃ、どこでのことだい？」


「グラグス山脈の方だよ。ここから街かい道どうを北に行って、西にずっと行くと見えてくるんだ」


「そりゃずいぶん遠いね。あんた、都会育ちかと思ったけど、そうでもないのかい？」


「ううんと……生まれて育ったのは大きな都市だったけど、最近はあちこち行ってるから」


　女はずいぶん驚いた。そんなに若いのにねえ、と。


「今は、薬売ったり、作ったりしてね。あんまり大したことできないけど。火傷やけどとか、腫はれ物ものとかなら少しは役に立つよ」


　ディディウスは、その農場を発たつ前に、女の腰こしを診みせてもらうことにした。女の腰はディディウスの手ではどうしようもできないほど歪ゆがんでいたが、軟なん膏こうを使って丹たん念ねんに揉もみ解ほぐしてから、農場をあとにした。


　そして、小道を通って隣の村に行くように見せながら、途と中ちゆうで戻って、森の方へ近づいた。〈滅びの女神〉の通った跡あとは木もなく、森の中を通る幅はば広ひろの道のようになっていたが、ディディウスはそこを通る気はせず、道のすぐそばを草を踏ふみながら歩くことにした。


「ダークロア」


　先を行っていた猫ねこは、尻尾しつぽを一ひと振ふりして、ディディウスを振り返る。


「さっきの話、どう思う？　あの蔦、〈モドキ〉って言ったっけ？　あの女の人が見た白くてでっかい、蛇へびみたいなやつって、〈モドキ〉のでっかいやつなんじゃないのかな」


　ダークロアは耳をぴくぴくと動かすきりで、人間になって答えてくれるようすはない。


『〈モドキ〉じゃ』


　ディディウスがたすきがけにした水すい筒とうの蓋ふたが開き、そこから声だけが聞こえてきた。


「ヴェルペイア、戻ってたの？」


　ヴェルペイアは、地上の神々と合流し、〈滅びの女神〉と戦っていたはずだ。


　地上の神々は、〈滅びの女神〉の侵しん攻こうを止めようと戦っている。だが〈創造〉の力を得られなかった神々は決め手に欠け、侵攻を多少遅おくらせるので精せい一いつ杯ぱいだ。〈女神〉の行く先に人が住んでいる場合は夢に現れ神しん託たくを下し避ひ難なんを呼びかけているが、先ほどの農場の女性のように、すぐには動こうとしない者も多い。土地を捨てることには大きな抵てい抗こうがあるのだ。


　水筒の蓋が不自然に浮うく。水筒内部の水が蓋を押しのけて、外に溢あふれ出す。水は尽つきることなく流れ続け、とても水筒に入りきるはずのない量となり、人の形をとって立ち上がる。


　水から仮の肉体を作り上げたヴェルペイアは、細い腰に手を当てて言った。


『二つばかり情報を仕入れてきたのでな。まず、おまえが心配しておったミードレース殿どのとシャラサラ殿じゃが、お二方ともご無事じゃ。ミードレース殿はオドラエル殿らとともに〈滅びの女神〉と戦っておられるし、シャラサラ殿は別行動をしておられるそうじゃ』


　その知らせに、ディディウスはほっとした。シャラサラとミードレースはどちらも地上の神々で、先日天空の神々が地上に下僕の獣けものを放ったとき、ディディウスらを逃がしてくれたのだが、その際さい離ればなれになったままだった。


『それから、二つ目の情報じゃ。〈滅びの女神〉が目覚めてから通ったルートを辿たどると、二万年前〈女神〉が地上に現れたときのルートの、ちょうど逆でな』


「昔の侵攻ルートを逆ぎやく戻もどりしてる……ってこと？」


『そう。じゃから、神々は〈女神〉の最終的な目的地をダンクル＝カーンじゃと見ておる。そこが、〈滅びの女神〉の侵攻の始まった場所であったそうじゃ』


　ダンクル＝カーンはピュエラ半島と大陸との境界をなす山脈の中でも、とりわけ高く、美しい峰みねだ。大陸に住む北方民族は、ダンクル＝カーンそのものを神として敬うやまっているとも言う。


「……ねえ、ヴェルペイア、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


　ディディウスは一いつ旦たん立ち止まり、背後の、木々の間に覗のぞく牧場の方をちらりと見た。


「〈モドキ〉は〈滅びの女神〉の下僕だって聞いたけど、急に成長したりすることもある？」


『うむ。養分が十分にあれば可能じゃな。普ふ通つうに見かけられる〈モドキ〉では、それほど大量の養分を摂とることはできないはずじゃが、〈滅びの女神〉に率ひきいられれば別じゃ』


「〈滅びの女神〉が養分を与あたえているってこと？……そうか、〈女神〉が二万年前の侵攻ルートを逆戻りして、あちこちに眠ねむっている〈モドキ〉を集めて強くしてるのは、自分の『兵隊』を作るためじゃない？　〈モドキ〉は〈女神〉の下僕なんだから、育てれば〈女神〉の戦力になる」


『先ほどオドラエル殿らもそう言っておったわ』


　ディディウスはしばらく立ち尽くして考え込んでいたが、やおらその場に膝ひざをつき、地面を手で均ならして、落ち葉や枝を脇わきに除どけ始めた。


「ちょっと整理してみるよ」


　言いながら、均した地面に、拾った枝で地図を描えがき始める。


「〈滅びの女神〉の目的地は、このままだとダンクル＝カーンだよね？　そこまで〈モドキ〉を回収して歩いて、成長させて、自分の兵隊にしようとしている。時間が経たてば経つほど、向こうの勢力が大きくなっちゃう。なら、できるだけ早めに叩たたきたい。でも、地上の神々の力だけじゃ〈滅びの女神〉を止められない」


　すぐ西にそびえるアグラ山脈、アグラ山脈とほぼ直角に交わる北風の山脈、川、街道、主要な都市、ミュドラネの城じよう壁へき、それからダンクル＝カーン。ディディウスは順々に描いていって、最後に自分たちの現在地に小石を置いた。


「ここが、俺たちの今いるところ。〈女神〉の侵攻ルートはこれ」


　言いながら、自分たちの現在地からダンクル＝カーンのそばまで、真まっ直すぐな線を引く。


「それから、ええと……〈滅びの女神〉の現在地は？」


『これがあの山脈か？　ならここの、山の中腹辺りじゃな』


　ヴェルペイアの指す地点は、今引かれた侵攻ルートのちょうど真ん中辺りだった。ディディウスはそこに、白い小石を置く。


「……〈滅びの女神〉の速度は遅おそくはないけど、たぶん街道を馬車で飛ばせば追い越こせる。神々も、〈滅びの女神〉より速く移動することはできるよね？」


　ヴェルペイアが頷うなずく。


「なら、先回りして罠わなを張ろう。〈モドキ〉だけでもなんとかできるかもしれない」


　水でできたヴェルペイアの表情は、ディディウスにはよくわからない。ただ、水の面おもてに走る細かなさざ波を見る限りでは、どうも戸と惑まどっているか、訝いぶかしく思っているようだ。


『しかし、どうやって？』


「火ひ攻ぜめだよ」


　ディディウスは手にした枝で地図中のある地点を指した。それは、ダンクル＝カーンの手前、山々が険けわしさを競きそって腰を据すえる北風山脈のすぐそばだった。


「魔法使いは〈モドキ〉を駆く除じよするのに必ず火を使う。ダークロアもそうだった。だよね？」


　地図のそばに行ぎよう儀ぎ良く座っていた猫は、問われて尻尾しつぽをはたりと振る。


「ここら辺は山脈が途と切ぎれて、深い谷になっている。春に〈四季の森〉からアルバ＝ロンガまで行ったとき橋を渡わたったんだ。〈滅びの女神〉はたぶんこの谷底を通ることになると思う。これがダンクル＝カーンへの最短ルートだから。ここで待ち伏ぶせて〈モドキ〉を燃やすんだ」


『山火事が起こるぞ』


「その危険性はあると思う。でも、俺の知る限りでは、ここが一番延えん焼しようの可能性が小さいんだ。谷の一部は崖がけに挟はさまれていて、木が全然生えていない。だから、燃やさないって決めた地点に火がはいらないようにあらかじめ草を刈かっておけば、被ひ害がいも抑おさえられると……」


『犠ぎ牲せいが出るな』


　ヴェルペイアの声にはディディウスを責めるような調子はない。ただ、悲しそうだ。


「……神々と会って話をしたいんだけど、いつどこに行けばいいかな」


『ふむ。では、十日後に、その谷にかかるという橋のそばではどうかの』


「わかった。なんとか十日後までに辿り着く。オドラエルたちに伝えておいて」


　ディディウスは手で地面に描いた地図を消した。


　消し終わって顔を上げたときには、ヴェルペイアの姿はもうなかった。他の神々のところへ行ったのだろう。水はただ、地面を濡ぬらすだけ。


「……行こう、ダークロア」


　ディディウスはそう声をかけて立ち上がったが、ダークロアはついてこない。


　座ったまま、じっとディディウスを見上げている。


「……責めてるのか？」


　ディディウスがそう訊きくと、ダークロアはいきなり立ち上がり、近づいてきた。ついてくるのかと思ったら、そばに座って、ディディウスの足をぺちりと叩く。爪つめは引っ込めたままだ。


　無言で責められているような気がして、ディディウスは無理矢理ダークロアの首根っこを摑つかみ、抱だき上げた。ダークロアはそれに抵てい抗こうして激しく暴れる。が、ディディウスは離さず、両手で押さえつけるように抱きしめ、歩き出した。


「ああ、そうだよ、あの近くに町はないよ。あったらあんな提案しないよ！　木が燃えて生き物の住むところがなくなるのは許きよ容ようしても人が死ぬのはいやだ、っていうのが勝手だってことは重々わかってるさ！　でも！」


　ダークロアの猫の爪がディディウスの頰ほおを引っ搔かいた。涙は出ない。視界が滲にじんでよく見えなくなるのがもったいなかったから、もう泣かないと決めていた。この森のこの景色だって、〈滅びの女神〉に食われたら、ディディウスの記き憶おくから失われてしまうのだ。


「でも、〈女神〉に食われて誰だれにも覚えてもらえない場所がこれ以上増えるのはもういやだっ」


　唐とう突とつに、ディディウスは自分はなんなのだろうと思った。何かを守るために別の何かを、たとえばこういう穏おだやかな森を燃やしてしまうなんて、そんなことが許される存在なのだろうか？


　ディディウスは胸いっぱいに息を吸って、吐はいた。


　……焦あせってはいけない。


　自分の提案が受けいれられると決まったわけではない。


　神々と会って、話し合わなければいけないことは山ほどある。火が〈モドキ〉にどれくらい有効なのか、〈滅びの女神〉はこちらの予測したルートの通りに動くのか、谷のようすはどうなのか、もしも火をつけたらどれくらいの被害が出るのか。


　そして、その過か程ていで、もしももっといい案が出るのなら、それに越こしたことはないのだ。


「頭、柔やわらかくしてないとな」


　ひょっとすると、ダークロアはディディウスを責めたかったのではなくて、こういうことを言いたかっただけなのかもしれない。


　ディディウスは、いつの間にかおとなしくなっていたダークロアを解放して、地面に下ろしてやった。


　ディディウスは〈滅びの女神〉のつけた道に近づき、何もない荒れ野にそっと足を踏ふみ入れた。最初はなんだか不気味で歩く気にもなれなかったが、もしかしたらここを通ることで、〈滅びの女神〉の視線がわかるかもしれないと思ったのだ。


　ダークロアは、そのあとについていった。







◇◆◇







　人間の目には見えない。


　けれど、空には確かに大量の船が浮かんでいる。しかも二手に分かれて、争っている。


　ミューシカの天空の仲間はみなそれを船と呼ぶが、地上の言葉で言う船とは明らかに違う。空を飛ぶ砦とりで、とでも言う方がしっくりくる。


　地上から見上げると、それはもう白い岩山にしか見えない。もう少し近づけば、多くの櫂かいを横腹から突つき出したガレー船に見えるだろう。ガレー船。そう、確かミュドラネでは、あの手の長い戦船をそんなふうに呼んでいたっけ。ミューシカはこの数年の間に増えた知識を引っ張り出して、胸中で頷うなずいた。


　時折響ひびく雷らい鳴めいは、船が互たがいに雷かみなりを放ち、痛めつけ合っている印しるしだ。


　ミューシカ自身は天上を行く船の中ではなく、地上にいる。


　ピュエラ半島の南北を貫つらぬく漆しつ黒こく山脈。森林限界を超こえた山やま肌はだは黒く、ところどころには雪も見える。尖とがった岩山が希き薄はくな空気の中に幾いくつもそそり立つ。羽ばたくことなく岩山の上を滑かつ空くうする鳥と、身軽で小こ柄がらな獣けものと、岩に生える苔こけと、夏の間だけ咲さく小さな花々の土地だ。


　人間たちの誰にも知られないそこで、天の神々は二手に分かれて争っていた。


　ミューシカは岩山の一つを選び、その頂に腰こし掛かけて琴ことをつま弾びいていた。その周囲に群むれるのは、神々のそば仕えとして、あるいは慰なぐさめとして作られた有ゆう翼よくの獣たちだ。彼らは地上に混乱をもたらすべく、天空の神々の一派によってこの地に解き放たれた。今は最も手近なミューシカを攻こう撃げき目標に定め、頭を低くして岩肌を上り、ミューシカに近づいているところだ──先頭を行く一頭は、すでにミューシカの衣ころもの裾すそに足をかけようという距きよ離りにまで迫せまっている。


　そのとき、ミューシカの琴の音が、ひときわ高く、強く、大気を震ふるわせた。


　ミューシカに飛びかかろうと後足に力を入れていた一頭は、突とつ然ぜん弾はじかれたように顔を上げ、攻撃目標をミューシカから他の獣に移した。仲間と思っていた者から急に襲おそわれた獣は、なすすべもなく喉のどを嚙かみ千ち切ぎられて絶命する。獣たちが浮うき足あし立だつ。他ほかにも数頭がそばにいた仲間に牙きばを剝むき、それを皮切りに、あちこちで同士討うちが始まった。


　ミューシカが一曲弾き終えたときには、周囲は血の海となっていた。獣たちの血はどんな花よりも鮮あざやかに赤い。黒い岩肌は赤く白く染まり、毛と羽根が宙に舞まった。


　ミューシカは地上で獣たちが暴れるのを防ふせぐべく、琴の音によって獣たちの闘とう争そう本能を抑おさえ込もうとした。だが、獣たちの理性はすでになんらかの方法で破は壊かいされており、おとなしくなってはくれなかった。仕方なく、ミューシカは獣たちの戦いへの欲求はそのままにしておいて、下されていた命令に少し手を加え、攻撃目標を変へん更こうさせることにしたのだ。


　ミューシカは立ち上がり、争う獣たちの間を通り抜ぬけ、岩山の下に下りた。


　見み渡わたす限りの大地に、味方の姿はすでにない。敵か、死体ばかりだ。


　どこか遠くで、重く低い音が聞こえる。巨きよ大だいな獣の断だん末まつ魔まに、少し似ている。


　地面がびりびりと震え、やがて収まる。


　船が一つ落ちたのだ。おそらくは、味方の船が。


　ミューシカは髪かみを数本引き抜くと、一ひと振ふりしてそれを赤あか葡萄ぶどう酒しゆ色の槍やりに変えた。


　調子を見るために軽く振り回しながら、右から左に、また右に持ち替かえ、構えて振り向く。


　視線の先には、獣の死体を踏んで立つ、まだ年若く位低い、天空の神々の姿があった。


「……無む駄だな抵抗はやめてくれませんか？」


　その中では最も年長と思われる男神がそう言った。


「天王はどこかに行ってしまわれた。もうあなたに頼たよる存在はない。そうでしょう？」


　その愚おろかな誘さそいに、ミューシカは笑え顔がおで応こたえてやった。


「さっさとおいで」


　血まみれの地面を、槍の尻しりでとんと叩たたく。


「まとめて」


　凶きよう悪あくで凄せい惨さんな笑顔に、相手の表情が凍こおりついた。


　しかし数においてミューシカは圧あつ倒とう的に不利であり、長く戦えるはずもなかった。











「そういうわけで負けちゃったんですのよねえ」


　話し終えてほうと息をつく。口元に手を添そえ、目は伏ふしがちで、膝ひざはそろえて横座り。


　そこは狭せまい部屋だった。部屋の三辺を囲むのは緑の蔦つたの這はう白い石いし壁かべだが、継つぎ目めがなく、滑なめらかで、ミューシカが大暴れしても壊こわれない程度には丈じよう夫ぶだ。丸天てん井じようの一番上から、ランプの柔らかい光が落ちてくる。通路と部屋を隔へだてるのは木と蔦でできたいかにももろそうな格こう子しなのに、摑んで揺ゆさぶっても折れる気配はない。隙すき間まは腕うでが一本楽に抜けられるくらいあるが、さすがに肩かたから先は抜けられない。通路の端はしには見張りもいるはずだ。


「なるほど」


　話を聞いてくれていた男は、そう言って深く頷うなずいた。


　ミューシカのいる部屋と男の部屋は向かい合っていて、通路と格子を挟はさんで互いの顔が見える。ミューシカの見たところでは、男は二十代半ばといったところだろう。無駄に落ち着いた雰ふん囲い気きをしているから、上に見られがちかもしれないが。


　男は戦士にしては小こ柄がらだった。黒こつ褐かつ色しよくの髪を首の後ろで纏まとめ、胴どう着ぎとズボンとブーツを身につけている。肌はだは珍めずらしい黄おう褐かつ色しよく。風ふう貌ぼうや身につけているものからして、どうもピュエラ半島の人間ではなさそうだ。


　男はとりたてて美人というわけでも、魁かい偉いというわけでもなかったが、唇くちびるから顎あごにかけて深い傷きず跡あとがあって、それが妙みようにミューシカの気に入った。


「あなた、大陸の方でしょう？　人間がこんなところに閉じ込められているだけでも驚おどろきですのに、その上、北方の方だなんて……」


『こんなところ』とは、つまり空を駆かける砦とりでの牢ろう屋や、ということだ。


　天空の神々は、〈滅びの女神〉の問題に関連して、二派に分かれて争った。一派は地上の神々が〈滅びの女神〉を倒たおすのを邪じや魔ましようとし、そのために天地の戦争が起こるのも恐おそれなかったが、もう一派は地上が〈滅びの女神〉を倒すのを容よう認にんし、天地の戦争を避さけようとした。


　ミューシカは後者に属ぞくする。前者には有力な神々の援えん護ごがあったが、後者には天空を統すべる神の中の神、天王がついていた。前者──強きよう硬こう派は地上に獣を送り込み地上の神々の邪魔をしようとしたが、そのもくろみは天王の知るところとなり、ミューシカを中心とした討とう伐ばつ隊が派は遣けんされ、首しゆ謀ぼう者しやは捕つかまって事件は解決、あとは残党狩がりをして、地上が〈滅びの女神〉を封ふうじれば終わり──というところまで来ていた。


　ところが、天王が忽こつ然ぜんと姿を消した。


　その目的、行き先といったものを、ミューシカは知らされていない。ただ、しばらく不在にするが、強硬派には知られないように気をつけてくれとだけ言い残し、天王は消えてしまった。だが天王の不在は強硬派の知るところとなり、強硬派の首謀者たちは捕ほ縛ばくを逃のがれ、これ幸いと天空の乗っ取りに乗り出した。クーデターである。


　で、乗っ取りは現在進行形で進んでいる。ミューシカらは戦ったが、戦力を分断された上各個撃げき破はされ、ついに先日、地上まで逃れ天王を捜さがしていたミューシカも膝を屈くつした。


　ミューシカが殺されず囚とらわれたのは、ある程度高位であったためと、天王に関する情報を握にぎっていると思われたからだろう。あるいは説得すれば味方になると思われたのかもしれない。


　では、この向かいの牢にいる男は？


　天空神にとって、地上の人間など玩具おもちやか道具だ。殺されなかったことには、きっと何か意味がある。


「私がどうしてここに閉じ込められているか、聞きたいのか？」


　男の声は、その傷跡や鋭するどい目つきに似合わず、鼻にかかったように甘く、柔らかだった。


「いえ、ただの暇ひまつぶしですから、苦痛でしたらお気になさらず」


　ミューシカの率そつ直ちよくな言い種ぐさに、男はちょっと笑った。


「暇つぶしか」


「ええ。あなたも暇でしょう？」


　男は頷いて、少し考えたあと──それは話すべきか否いなか考えているのではなくて、どこから話そうか考えているだけのようだった──おもむろに話し出した。


「〈滅びの女神〉の足を止めようと地上の神々と一いつ緒しよに戦っていたら、いきなり天空の神々が横やりを入れてきたんだ。私はそれに抵てい抗こうし、暴れた挙あげ句く、捕まった」


　……これ以上はないというくらい簡かん潔けつな答えだ。


　簡潔すぎて暇つぶしどころではない。だいたい男の答えは、大きな問題を孕はらんでいる。


「北の民であるあなたが、ピュエラ半島の地上の神々のために戦っていた、ですって？」


　北方民族の信じる神は、ピュエラ半島の神とはまったく異なる。北方民族がピュエラ半島の神のために戦うなど、本来はあり得ない──いや、あってはならないことなのだ。


「まさか北の神はこの半島の支配に介かい入にゆうしてくるおつもりですか！」


「あんたと同じ心配を、私を捕とらえた天の神もしていた」


　声を荒あららげるミューシカに対して、男はややうんざりした表情で言った。


「安心しろ。私の個人的に仕えている相手がこの半島の地上の神だというだけの話だ」


「しかしあなたが地上の神に仕えるようになったこと自体が、北の神の意思だとしたら？　あなたが今ここにいることも、北の神の思おも惑わくなのかもしれないのですよ？」


　北方民族の崇あがめる神のことを、ミューシカは詳くわしくは知らない。だが、いくつもの氏族に分かれる北方民族全体を導みちびくのは、たった一柱の偉い大だいな神なのだと聞いたことがある。天の神々もまた、ミューシカと同じように、自分たちとは根源的に異ことなる異国の神の介入を疑うたがい、それを恐れたがゆえに、この男を殺さずに捕らえたのだろう。


　男は自分を捕まえた天空の神々にも何度も同じ答えを返したのだろう、すっかり呆あきれ、苛いら立だってすらいるようだった。


「いくらでも疑え。だが私はもはや故郷の神からは見放された人間だ。十五年前私の氏族は神しん託たくを受けてミュドラネ人の和平に応じた。そしてだまし討ちされ、父も兄も叔父おじも、氏族の多くの男が殺された。この傷はそのときミュドラネの兵につけられたものだ──勿もち論ろんその兵士にはこれ以上の傷を負わせてやったがな」


　男は犬歯をむき出しにして大きく笑い、己おのれの唇を切り裂さく傷を指で示した。獣けものが威い嚇かくしているような笑みだ。


「それで……なぜあなたはまだ半島に留とどまっているのですか」


「ミュドラネ人は私を奴ど隷れいにしようとした。だから私はその隙すきをついて逃にげ出した。手傷も負っていたからすぐに死にそうになったが、そのとき今の主あるじに出会ったのだ」


「なるほど、命の恩人ですか」


「そう。私は命を助けてもらう代わりに、主の駒こまとなることを選んだ。戦い方とこの土地の言葉を叩き込まれ、命じられるままにさまざまなものを探さぐり、色々なところで戦った。私は私の命と引き替かえに、己を異い郷きようの女神に売ったのだ。奴隷商人から逃げ出して、結局私は奴隷になった」


「その割わりにはずいぶんと楽しそうですわね」


　ミューシカは素す直なおな感想を言った。


　卑ひ屈くつな口調を装よそおってはいたが、男は己の境きよう遇ぐうに満足してるように思われたのだ。図星だったらしく、男は口くちの端はしで笑ってみせた。


「戦えるからな。私は闘とう鶏けいの鶏にわとりと同じだ。そう育てられたんだ」


「では、この戦いが終わったらどうするのですか？」


「……困るな」


　男も、これまでに一度や二度はその問いを己に投げかけていたのだろう。だが答えは出ず、今もやはり、答えは出ないままなのだ。


「……あんたはどうするのだ」


　途と方ほうに暮れたように、男は同じ問いをミューシカに向けた。


「わたくしですか？　ふ、決まってますわ」


　無意味に髪かみを搔かき上げる。


「上り詰つめますわ。硬こう直ちよく化した天空の人じん事じを大改革ですわ！　風通しをよくしてやりますの。勿論最終的には美人をはべらせてウッハウハ──あ、逃げなくとも大丈夫ですわ、わたくし、筋肉はがちがちよりも少し柔やわらかいくらいの方が好きなんですの」


　牢の奥へ後ずさっていた男が、気を取り直して格こう子しの手前に戻ってきた。


「そうか。なんだかよくわからんが楽しそうだな」


「ええ。でも実は、わたくしもあなたと同じで、戦いが好きなんです。己のすべてをかける一いつ瞬しゆんが、どうしようもなく好きなんです。ですから、この二派に分かれた天と地上との戦いが終わっても、また別の戦いを始めることにしたというだけですの」


「……別の？」


「千年どころか万年も生きてきたような神々のいる天空で上り詰めていくのは、とんでもなく時間のかかる一つの戦いですわ」


　決して人になつかない獣のような男は、頰ほおを緩ゆるめて苦笑した。


　ミューシカはそれで、一応満足することにした。


「さあて、と。なんにせよ、あなたはわたくしの敵ではないわけですね」


「……まあ、そうなるか」


「わかりました。わたくしのことはミューシカで結構です。呼び名は色々ございますが、その辺が一番発音しやすいでしょう。あなたはなんとお呼びすれば？」


「……今はただのオザ・オザだ」


「わかりました、オザ・オザ。以後よろしくお願いします」


　事態が呑のみ込めていないらしく、オザ・オザは口を中ちゆう途と半はん端ぱに開き、訝いぶかしげに尋たずねた。


「……何が？」


「ですから、捕まっていて逃げたいのでしょう？　ならば、仲間です」


「いやだから何の」


　ミューシカは至し極ごくあっさり言った。


「脱だつ獄ごくの」














十章　帝国の砦とりで







　イリウス砦は、北方民族を見張るための砦だ。北風山脈と呼ばれる険けわしい山々が半島と大陸を隔へだててはいるものの、北の剽ひよう悍かんな山さん岳がく民族はそれを越こえて国境近くの村を脅おびやかすことがある。イリウス砦の仕事は、北からの動きを警けい戒かいし、何かあればすぐにのろしを上げ、伝令を走らせ、後方の軍団基地に知らせることだ。あとは軍団兵が砦に急行し、敵をなぎ払はらう。


　北の騎き馬ば民族との間に荒こう野やが広がるだけという東方の砦よりは多少穏おだやかながら、ここでも日常は緊きん張ちようの中にある。


　ただし、一月ほど前からは、その空気の中に緊張以外のものが混じりつつあった。


　混乱だ。


　北方民族が攻せめてきたわけではない。それならなすべきことはわかっている。のろしを上げ、馬の得意な者を選んで伝令に走らせる。門を閉とざし守りを固める。北方民族はいつだって北から来る。だから、騎馬民族も山岳民族もひっくるめて北方民族なのだ。だが、その混乱は南から、本国からもたらされた。


『化け物に農場が食われた』


　そう言ってミュドラネ人の一団が砦の門を叩たたいたのが、五日前。


　そのもう半月前から、奇き妙みような生き物がアグラ山脈の方で暴あばれているという噂うわさは入っていた。白い巨きよ大だいな蛇へびが何十本も絡からみ合って動いているのを見たとか、いいやあれは蛇ではなくて根だとか色々に言われていたが、共通しているのは、それが通りすぎたあと地面には草一本残らないということだ。そしてそれは一人の女に率ひきいられているとも、その女は神の御み使つかいだとも言われていた。イリウス砦にやってきたミュドラネ人たちはそれに襲おそわれ、逃げるときに誤あやまって火事を起こしてしまい、自分たちの農場を燃やしてしまったのだそうだ。


　彼らが現れた二日後には、また別の一団が同じような報しらせを持ってやってきたし、近きん隣りんの住民も不安に思ったのだろう、いったい何が起こっているのか、訊ききにやってきた。


　訊きたいのは、砦の兵士たちも同じだった。


　事態を重く見た砦の司令官は、事実確かく認にんのために後方の軍団基地に兵士を走らせた。


　それが三日前。


　兵士は戻ってこなかった。


　その日から、夜、塁るい壁へきの歩ほ哨しように立つ兵士が、一人、二人と消えていった。明るくなってから砦の周辺を捜そう索さくしても彼らの姿は見当たらず、兵士たちは、消えた者たちは「化け物」に食われたか、怖こわくなって逃げ出したのだと言い合った。誰だれもが「化け物」の存在を意識し、それを現実のものと感じ始めていた。守りは強化され、偵てい察さつ隊が出された。二日後、戻ってきた偵察隊は、南の荒野で、白い蛇のようなものを見たと言った。だがそれは近づこうとすると消えてしまったという。


　その報告のあった日の深夜。塁壁の歩哨に立った二人の兵士が、南側の塁壁の上に、蠢うごめく細長いものを見つけた。なんだ蛇か、最初は二人ともそう思った。


　だが、彼らはすぐに噂を思い出した。


　這はい回る根、絡まり合う蛇──


「化け物」が、砦の外に設もうけられた盛り土を越え、二階分の高さの塁壁を上り、現れたのだ。


　歩哨たちは大声を上げた。だが階段を上り塁壁の上を駆かけ、仲間が駆けつけるよりも、蛇のような根のような「化け物」が、一人の足に絡みつく方が早かった。


　絡みつかれた兵士の手から、松明たいまつが飛ぶ。塁壁の上を転がり、砦の方に落ちる。


「あああああああああっ！」


「化け物」は、兵士の身体からだを軽々と空中に放ほうり投げた。塁壁の上に這い出ていたのは「化け物」のごく一部で、残りは塁壁の側面にへばりついているらしかった。逆さづりにされ、兵士は絶ぜつ叫きようした。もう一人の兵士はその兵士の腕うでを引っ張り塁壁の上に戻そうとしたが、その腰こしは完かん璧ぺきに引けていた。他の仲間はやっと塁壁の上に姿を見せたところだ。間に合わない、ダメだ──


　ダメではなかった。


　兵士二人と「化け物」から数歩のところに、突とつ然ぜん人ひと影かげが現れた。その登場を目まの当たりにした兵士の一人は、「彼は空から降ってきた」と表現した。実際、その人影は空から降ってきたように見えた。とん、と着地すると同時に、膝ひざを曲げて衝しよう撃げきを吸収。身につけた旅のマントが夜風を孕はらんで大きく膨ふくれ上がる。


　人影は乱暴にフードをむしり取って、叫んだ。


「踏ふん張ばって！」


　それは、まだ若い、変声期も前の少年の声だった。月光に照らされる顔もまったく少年のものだ。少年は塁壁の上を走って助走をつけ、「化け物」に足を搦からめ取られ未いまだ空中にある兵士の身体にためらいもせずに飛びつくと、走っている間に抜ぬいたのだろう短たん剣けんで、「化け物」に斬きりつけた。


　囚とらわれていた兵士は、次の瞬間解放された。少年ともども、塁壁の上に叩きつけられる。


　触しよく手しゆのような、根のようなものがしなり、塁壁を叩き、破は壊かいする。石くれが飛び、兵士と少年の身体を叩く。だが、「化け物」が新たな獲え物ものを捕つかまえる前に、砦の他の兵士が駆けつけた。


　塁壁の上を走ってくる兵士たちに、少年は声を張り上げた。


「火！」


　兵士たちは、塁壁を破壊しなおも砦の内部に侵しん入にゆうしてこようとする「化け物」を見て思わず立ち止まっていたが、少年の声を聞き、活かつを入れられたようにまた足を動かし駆け寄ってきた。


　少年はもう一度叫んだ。


「火を、早くこいつらにぶつけて！」


　誰とも知らない少年に命じられても、兵士たちは咄とつ嗟さに従えない。剣を手に、傷ついた仲間を「化け物」のそばから引き離すので精せい一いつ杯ぱいだ。少年はじれったくなったのだろう、駆け寄ってきた兵士の手から松明を奪うばい、それを「化け物」の触手のようなものに押し当てた。押し当てられた部分から、「化け物」の表面に火が拡ひろがる。それに気づいて、やっと兵士たちも同じように火で「化け物」を撃げき退たいし始めた。やがて塁壁を越えようとしていた「化け物」は、砦の向こうの闇やみの中に戻っていった。


　それを見届けてから、少年は胸に手を当て、息を整えた。


「間に合った……」


　呟つぶやく声に、兵士たちの視線が集中した。「化け物」の姿が見えなくなったあと、誰もがまっったく見知らぬ少年に不思議そうな、あるいは怪あやしむような視線をよこす。少年に助けられた兵士は、仲間に支えられながら、やはり固唾かたずを呑のんで少年を見つめている。


「おまえは……誰だ」


　兵士の一人が、やっとそう訊いた。少年はそれを待っていたようにくるりと振ふり向く。


　その背後に、光が降り立つ。


　兵士たちは、一いち様ように息を呑み、目を見開いた。


　少年の後ろに、左右に、夜空から幾いくつもの光が降りてきた。星の光が少年のために降ってきたようにも見えた。少年は驚おどろくわけでもなく、静かに兵士たちを見つめ返す。


　少年の周りに降り立った光は、明めい滅めつし、やがてその一つひとつの光の中に、人型の影が見えるようになった。光はそれぞれの内に現れた人影へと収しゆう束そくしていき、やがて消える。


　光が消えたとき、少年の周まわりには、数人の男女が立っていた。


　身体大きく、額ひたいに角つののある男。若く美しいが、全身が透すき通っている女。丈たけ高く精せい悍かんな顔立ちで、隻せき腕わんの男。煌きらめく青い瞳ひとみを白い眉まゆの下に隠かくした、かくしゃくたる老人……歳としも、性別もさまざまだったが、全員に共通しているのは人ではないという点だ。


　そう、彼らは人には見えなかった。人種の違ちがいなどという問題ではない。普ふ通つうの人間はあのような内側から光り輝かがやくような肌はだをしていない。長すぎる髪かみも、美しすぎる顔も、普通の人間の持つべきものではない。


「……神々だ……」


　呟きはざわめきとなり、すぐさま塁壁の下にまで伝わった。


　そのとき、あるいは呆ぼう然ぜんと立ち竦すくみ、あるいは膝をつく兵士たちの間を搔かき分けて、百人隊長の一人がその場にやってきた。


「何事だ！」


　彼は声を張り上げそう言ったが、壊こわれた塁壁や、少年とその周りを取り囲む者たちの姿を見てぎょっとしたようだった。さらにその後ろから、砦とりでの司令官が現れる。


「……何者だ」


　司令官も一瞬瞠どう目もくし言葉を失うが、すぐに低く張りのある声で、そう問う。


　彼は剣を腰に下げている他ほかは鎧よろいも兜かぶとも身につけていなかった。知らせを受けて慌あわてて飛び出してきたのだろうが、そのようなそぶりは見せず、落ち着いた、だが槍やりのように鋭するどい視線を少年と少年を取り囲む人じん外がいの者たちに向けていた。


　その耳元に、事態の最初からいた兵士の一人がこれまでのいきさつを囁ささやく。


「……メッサラ殿どの？」


　少年が、まだ兵士の話に耳を傾かたむけていた司令官に向かってそう呟いた。


　司令官の視線は一瞬宙ちゆうを彷徨さまよい、それからミュドラネ人にしては長い髪を搔き上げる少年の顔の上で止まった。その顔を確認して、司令官の全身は鋼はがねのように固くなった。


「……まさか」


　喉のどから絞しぼり出すような上司の声に、その場にいた兵士全員が、不安げな視線を交かわし合った。


　対照的に、少年はちょっとほっとしたように笑った。


「ああ、やっぱりメッサラ殿だ。お元気でしたか」


　透とう明めいな肌の女が、少年の肩かたから古びた旅りよ塵じんにまみれたマントを外し、新しい夜空の色のマントをかけた。銀の糸で刺し繡しゆうを入れた美しく華はなやかなマントで、少年の柔やわらかな顔立ちをりりしく引き締しめてくれた。


　最後に会った時からずいぶん成長していたが、確かに司令官は少年を知っていた。


「ディディウス様……」


　死んだはずの先せん帝ていの一人息子むすこ。その呼び名を、司令官は信じがたい思いで呟いた。











　ディディウスは司令官に案内され、砦の中の回かい廊ろうを歩いていた。神々はそれぞれの力で〈滅ほろびの女め神がみ〉の動きを食い止めるべく散っていったから、ディディウスは前も後ろもミュドラネの兵士に挟はさまれている。あらかじめ神々と相談して、神々の口から語るべきことが出てきたら、すぐにヴェルペイアなり他の神々なりを呼ぶことになっていた。


　ディディウスの前を司令官が、後ろを真っ先に駆けつけた百人隊長が行き、さらにその後ろから数人の兵士がついて来る。最初に〈モドキ〉に襲おそわれた二人のうち一人、ケガをしていない方もいる。


　顔は平へい静せいを保たもちながら、腹の中では緊きん張ちようして、ディディウスは司令官の背中を見つめ、あとについていく。


　ディディウスが神々とともにこのイリウス砦に「降こう臨りん」することを決めたのは、三日前、深い峡きよう谷こくに渡わたされた石橋の一方の端はしで、オドラエルら地上の神々と合流したときのことだ。


　彼らはそこで〈滅びの女神〉との今後の戦いについて話し合った。


　ディディウスはせめて〈モドキ〉だけでもなんとかしようと、火ひ攻ぜめを提案した。このままでは〈滅びの女神〉を止めることもできず、すべてが滅ぼされるのを指をくわえて見ているしかない。それよりは、犠ぎ牲せいを払はらってでも相手の戦力を削けずった方がいい。


　だが、樹木を司つかさどるミードレースや、焼き討うちの現場となる峡谷の守り手である女神などには、その提案は決して承しよう伏ふくできるものではなかった。


『犠牲を払うのはあなたではなくこの谷です』


　眼下の峡谷を見下ろし、灰色の瞳に峡谷の緑を映して、その女神は言った。名はレイフェア。灰色の瞳と、同色の短い髪。肌は比ひ喩ゆなどではなく磨みがかれた大理石のように滑なめらかで硬かたく、黙だまっていると精せい巧こうな彫ちよう像ぞうにも見えた。ディディウスの半分くらいの背せ丈たけしかない、ごく小こ柄がらな女神だ。長い年月を、この峡谷で過ごしてきたという。


　ディディウスも峡谷を見下ろした。橋のたもとから見下ろす谷は、深く、険しかった。両りよう脇わきの崖がけを緑が這はい上っている。谷底を流れる川は中天に達した陽光を跳はね返してきらめく銀色。水すい仙せんの季節は過ぎましたね、とレイフェアは呟く。


『〈滅びの女神〉が通ったら、もうその水仙のことも思い出せなくなってしまいます』


　ディディウスがためらいがちにそう言うと、レイフェアは白い歯をこぼして低く笑った。ぞっとするほど綺き麗れいな笑い声だった。


『なるほど。〈女神〉に食われる前に燃やしてしまえということですね。でも私には承伏できかねます。火は風一つで他に燃え移ります。谷全体に延えん焼しようしたら？　炎ほのおは繁はん茂もした古い株を燃やすことで新しい芽の生長を助けもしますが、油を流して人じん為い的に起こした炎が、土地を豊かにするとは思えません。かと言って油を使わなければ、炎の勢いが弱く、〈モドキ〉に逃げる隙すきを与えてしまうというのでしょう？


　……私には、あなたとともにここに火をつけることはできません』


　レイフェアの声にはヴェルペイアとはまた違う、不思議な響ひびきがあった。耳の奥で反はん響きようし、長く余よ韻いんが残る。まるで谷に跳はね返るこだまを聞いているようだ。


『私は去ります』


　そして本当にレイフェアは去り、峡谷のどこかに姿を消した。


　そのあと、どこにどういう仕し掛かけを作り、どこの木をどれだけ切れば延焼を防げるか（勿もち論ろんそうしたところで、レイフェアの言うように、延焼の可能性は常にあるのだが）という話になったとき、ディディウスはヴェルペイアに聞いてみた。


『あの神様は、谷が燃えたら、どうなるの？』


　ヴェルペイアは青緑色の透明な身体からだで、岩の上に腰こし掛かけていた。


『谷が燃えたら、彼女の中の色々なものが変わるじゃろうの。見た目は勿論、考え方や、力の種類も。世界と共にあるとは、そういうことなのじゃ』


『……じゃあ、もしも彼女が死んだら、谷はどうなってしまうの？』


『谷のことは他の妖よう精せいなりなんなりが受け持つ。谷は残るじゃろうよ。やっぱり、少しは形なりを変えるかもしれんが。……元のような輝きを放つことは、もうないかもしれんが。じゃが、滅ぼされたらそうはいかぬ』


　すでに日は落ち、神々とディディウスは橋のそばの森の中にいた。ヴェルペイアはディディウスの目にはもう闇やみにしか見えない谷の方に顔を向け、そっと呟つぶやいた。


『もしもレイフェアか、あの谷か、どちらかが〈滅びの女神〉に喰くわれたら、どちらもこの世からは消えてしまう。もう決して人の口に上のぼることもない。……昔も、ずいぶんそうやって色々なものが世界から消えてしまった』


　そのとき、ディディウスのそばで他の神々と話し合いを続けていたオドラエルが、ヴェルペイアに向かって古い言葉で何か言った。ヴェルペイアはそれをディディウスに伝えてくれる。


『今から木を伐きり、草を刈かり、火をつける仕掛けを作ったのでは、〈滅びの女神〉の到とう着ちやくに間に合わぬ。〈女神〉の足を少しでも止めねばならぬが、そのためには作業する者と戦う者、二手に分けねばならぬそうじゃ』


　ディディウスは思わず顔を歪ゆがめた。ただでさえ不利な戦力を二手に分けて、長く足止めなどできるのだろうか。しかし無理でもやらなければならない。


　そのとき、突とつ然ぜん神々が姿を消した。一人残されたディディウスは驚おどろいたが、ヴェルペイアの声が、近くに人が来たということを教えてくれた。神々は人間の目に触ふれるのを嫌きらい、身を隠かくしたのだ。


　ディディウスは立ち上がり、周囲を見回した。木この下した闇やみがディディウスを取り巻き、今にもそこから何かが飛び出して襲ってくるような気がした。気のせいだと自分に言い聞かせ、汗あせを搔かいた掌てのひらをぎゅっと握にぎり込む。


　唐とう突とつに目の前の木こ陰かげががさりと動き、そこから焚たき火びの照らす範囲の中に、男が一人、よろめき出てきた。


　男は兵士のようだった。そして、大きな怪け我がを負っていた。


『！　どうしたんですか！　大だい丈じよう夫ぶですか!?』


　ディディウスは男を抱だき留とめ、その場に寝ねかせた。


　手当てをされて一命を取り留めた男は、自分はイリウス砦とりでの兵士で、南の軍団基地に司令官の書状を届けに行く途と上じようで白い「化け物」に襲われたのだと語った。そして、森に逃にげ込み彷徨さまよううちに、すっかり道に迷ってしまったのだと。


　話し終えると安心したのか、男はすうと寝込んでしまった。


　男の寝顔を呆ぼう然ぜんと見つめながら、ディディウスは胸の中で幾いく度ども考えた。


　この男の語るところによると、イリウス砦は何者かに──おそらくは男を襲ったのと同じ「化け物」に襲われている。砦の位置を頭の中に思い描えがき、ディディウスは息を呑のんだ。


〈滅びの女神〉の侵しん攻こうルート上にある。


　兵士は逃げるわけにはいかない。集落や農場を一時的に放ほう棄きするのもまさに身を切るように辛つらいことだが、兵士には砦を放棄することは許されていない。どのような化け物に襲われようとも、だ。


　男が眠りに落ちてから、一柱二柱と、神々が戻ってきた。


　ディディウスは彼らを振ふり返って言った。


『〈滅びの女神〉と戦うのは神様じゃないと無理でも、峡谷の方の準備は人間の手でもできるよね。この先に、イリウス砦ってところがあるんだけど──』


　砦の兵士に協力してもらえれば、事態は開ける。


　自分一人が砦に行って協力してくれと言っても、信じてもらえないかもしれない。だが、神々の存在があれば別だ。それに、今兵士から教えてもらった砦の司令官は、ディディウスの顔見知りだ。ディディウスのこともきっと覚えてくれている。


　自分の立場、神々の存在、昔のつて。ディディウスは、すべてを利用して、最も良い効果が得られると思われるものを選んだ。


　派手な登場をして自分と神々の存在を印象づけることも、得体の知れない「化け物」に襲われた兵士の絶望を少しでも和やわらげ、協力を得るための演出のつもりだった。本当ならその前にメッサラにだけはこっそりと連れん絡らくをつけるつもりだったのだが、砦の近くまで来たとき、兵士が〈モドキ〉に襲われているのを知って、放ほうっておけずいきなり飛び出してしまったのだ。


「どうぞ」


　司令官の低い声を聞いて、ディディウスの意識は現実に戻った。


（そうだ、ここはミュドラネの砦なんだった）


　メッサラ司令官は一室の扉とびらを開け、ディディウスの入室を促うながした。


　ディディウスはそれに従い、室内に入る。


　羊よう皮ひ紙しや蠟ろう板ばんの載のった大きな机が奥にある。他は木の椅い子すと、それに合わせた卓たくが一つ。


　勧すすめられて椅子に座る。メッサラは座らず、執しつ務む用の大きな机の前で腕うでを組む。


　扉の前にまだ若いらしい百人隊長が直立不動の姿勢で立ち、他の兵士はひとまず部屋の外で待たされることになった。


「……お疑うたがいするわけではありませんが」


　メッサラはそう言い置いて、一いつ旦たん言葉を切る。


　諦あきらめたように首を振る。


「いえ、正直疑っています。あなたは亡なくなられたはずです」


「私が偽にせ物ものだと思うわけですね」


　ディディウスは慎しん重ちように言葉を選んだ。


　メッサラは、数十年前、ディディウスの父が軍団司令官だったころの部下だ。その縁えんでディディウスもメッサラと何度か会って話したことがある。初めて会ったのは、父の遠えん征せいについてエリン半島に行ったときのことだ。あのとき父はまだ八つか九つのディディウスに、普ふ通つうの兵士たちと同じものを食い、同じように寝ることを教えてくれた。そのまったく飾かざるところのない皇こう帝ていに、兵士の一人一人が心しん酔すいしていた。彼らにとって皇帝が自分たちと同じものを食くらい同じところで寝るのは衝しよう撃げきだったが、若いころから戦場にあった皇帝にとっては、当たり前のことだった。北の猛もう将しよう、父にそう呼ばれた時代もあったと知ったのは、そのずっとあとのことだ。そういえば、それを教えてくれたのも、このメッサラだった。


「初めてお会いしたとき、メッサラ殿どのは私を叱しかりましたね」


　メッサラの目が細められた。その険しい視線に見つめられると、ディディウスはつい身を固くしてしまう。初めて会ったときと同じだ。


「エルクレイダとの最初の衝しよう突とつのあとでした。傷ついた兵士が次々に陣じん営えいに運び込まれ、私は何かできることはないかとうろちょろして、あなたに叱られたんです」


「……その通りです」


「質問にはお答えします。あなたが私を信じてくださるまで」


　メッサラはじっとディディウスを見つめる。初めて会ったときから、メッサラはあまり見た目に変化がない。歳としは確か四十代のはずだが、それよりも幾いくらか若く見える。身長は高くはないが、鷲わし鼻ばなと、引き結んだ口の、いかにも厳いかめしい雰ふん囲い気きの男だ。それでも笑うと驚くほど印象が柔やわらかくなるのを、ディディウスは知っている。


「信じましょう。しかし、お聞きしたいことは幾つもあります」


　メッサラは体重を少し机の方に預あずけた。膝ひざをつくようすはない。彼はたとえ敬けい愛あいする皇帝の息子むすこが相手であろうとも、無条件で膝を屈くつするようなかわいらしい男ではない。


「なぜ無事だったのです？　無事ならなぜ今まで出ていらっしゃらなかったのです？」


　当然訊きかれると思っていた質問だ。それへの答えももちろん用意している。だが、実際に父のかつての部下を前にして、声は喉のどに絡からみつき、出てこない。


　言い訳も、考えていた。でもダメだ。すぐにディディウスは用意していた答えを放り投げた。そうじゃない、彼には本当のことを言わなければダメだ。噓うそは見み透すかされる。神々相手じゃなくたって、噓は実は結けつ構こう簡単にばれてしまうものなのだ。


「……私は、〈酸の海〉が帝てい都とを襲おそったとき、郊こう外がいの別べつ荘そうにいました。小高い丘おかで。覚えてらっしゃいますか？　そこでメッサラ殿とお会いしたこともありました」


「ええ、わかります」


「あそこで、ある女め神がみに助けられたのです。丘の、森の中に住む女神に。彼女のおかげで私は生き延のび、そしてまた別の力のせいで、〈酸の海〉の被ひ害がいを受けない、遠い山奥にかくまわれました。それが今からもう二年前。私はそこで、……ずっと守られ、眠り続けていました」


　話しながら、なんて話だとディディウスは思った。こんな突とつ拍ぴよう子しもない話、はたして信じてもらえるだろうか？　女神に助けられたという件くだりはともかく、眠り続けていた、だなんて。


　ディディウスは、いつの間にか膝の上に固定していた視線をむりやり持ち上げ、メッサラを見た。メッサラは唇くちびるをいつもよりきゅっと強く引き結んでいた。


「……信じていただけないかもしれませんが、本当です。目覚めたのは一年前。そのときには〈酸の海〉はもう引いていました。そのあと、私は今の帝国の中ちゆう枢すうだというアルバ＝ロンガにも行きました。でも、名乗り出ることはできなかった。私は色々なやっかいごとに巻き込まれていて、そのやっかいごとに帝国を巻き込みたくなかったのです。……それに、私は帝国が一番大変なときにいなかった。今いま更さらどの面つら下げて皇おう子じですと出てくればいいのですか？」


「それは今も同じでしょう」


「同じです」


　メッサラの視線が痛かった。二年間の不在を責められているのはわかった。背筋を伸のばして、視線を返して、息を吸った。


「私は帝国の一番大変なときにいなかった。その私が今更こうしてあなたのところにやってきたのは、どうしてもあなたの、あなたの兵士の力をお借りしたいからです」


「私の兵士ではありません。帝国の兵士です」


「帝国からの命令以外のことはできないとおっしゃるのですか？」


　メッサラは目を閉じた。静かに目を閉じてにぎやかな外界からの刺し激げきを絶たつのは、物思いにふけるときの彼の癖くせだ。彼は目を閉じたままぽつりと言った。


「……何をさせるおつもりですか」


「この砦が今どういう危き機きにさらされているのかご説明します。そして砦を、ひいては帝国を守るためにできることをお教えします。それを受け入れるか否いなかは司令官殿次し第だいです」


　メッサラはなおも目を閉じ続けた。黙だまって立っていた百人隊長が、わずかに身じろぎをする。


　ディディウスは待った。


　メッサラは、やがて目を開け、低く訊いてきた。


「……この砦のおかれている状じよう況きようを、ご存じなのですか？」


「いいえ、私はこの砦のおかれている状況を具体的に知っているわけではありません。ただ、それが何を原因にして起こっているものかは、ご説明できると思います」


「わかりました。お話を伺うかがいましょう」


　ディディウスはやっとこっそり息をついたが──


「ただ、思うのですが」


　メッサラの言葉は続いていた。


「私は、あなたがただの帝国の皇子としてご帰き還かんしてくださらなかったことが、残念です」


　ディディウスはメッサラの顔を見上げた。


　歴れき戦せんの、叩たたき上げの司令官は、心から落らく胆たんしていた。


「なぜ、余よ計けいな供ともなど連れず、身ひとつで私の元にやってきて、おまえに助けてほしいと、そう言ってくださらなかったのですか」


「…………」


「超ちよう常じよう的な存在があなたや今の砦の事態に深く関かかわっていることはわかっています。しかし、そのような後うしろ盾だてがなくとも、あなたが私を頼たよって現れてくれさえすれば、私は何をおいてもあなたに忠ちゆう誠せいを尽つくそうとしたでしょう」


　ディディウスは口元を押さえた。そうしなければ、胸に一いつ杯ぱいに詰つまった思いも寄らない感情が、喉のどを伝って口から出てきてしまいそうだった。


　メッサラは、吐はき捨てるように言った。


「超常的な者がそばにいなければ不安ですか？　ここは敵地ですか？」


　ディディウスは答えることもできず首を横に振ふった。


　何度も振った。


「あのような演出で、私たちの心にヴェールをかけてしまうおつもりだったのですか？　神々への畏い怖ふを背景に、自分に従わせようと？　それはずるいやり方ですよ、ディディウス様」


「…………め」


「はい」


「ごめんなさい……っ」


　ディディウスは俯うつむき、膝の上で拳こぶしを握にぎり、声を絞しぼり出した。握りしめた拳の上を涙が滑すべっていった。


「……相変わらずよくお泣きになりますね」


　メッサラはしゃくり上げるディディウスの前に跪ひざまずき、頭こうべを垂たれた。


「ご無事で何よりでした、ディディウス様。私の部下の命を救ってくださったこと、心より御お礼れい申し上げます」


　──ああ。


　ディディウスは強く思った。


　自分は帰ってきたのだ。


　我が家に、この帝国に──











　ディディウスとメッサラは、長いこと話し合った。


　その合あい間まに、塁るい壁へきの上で〈モドキ〉に襲われた兵士も部屋に招まねかれ、そのときの話をするよう求められた。ヴェルペイアが呼ばれて話をすることもあった。ディディウスがコップ一杯の水の中から透明な肌の女性を呼び出すところを見たメッサラは、なんだか無む性しように悲しそうな顔をしていた。なるほど、魔ま法ほうというものですね、とメッサラは言った。そのとき自分を見たメッサラの目を、ディディウスは生しよう涯がい忘れられないと思った。悲しそうだった。本当に悲しそうだった。生き別れになっていた息子と再会したのに、その息子がまったく別人になり果てていたときのような、悲しそうな顔だった。


　イリウス砦とりでは、峡きよう谷こくを見下ろす位置にある。〈滅びの女神〉や〈モドキ〉どもの、ちょうど侵しん攻こうルート上だ。〈滅びの女神〉はまだ砦へ向けて移動中だが、先走った〈モドキ〉の一部が、すでに砦の近くに到とう達たつしていた。ここ数日、夜の歩ほ哨しようが一人二人と姿を消しているのは、〈モドキ〉に捕とらわれたせいだろう。〈モドキ〉は人の血肉を啜すする。〈滅びの女神〉のように他者の記き憶おくからすらも消されることはないが、獲え物ものを捕らえ、食らってしまう恐おそろしい敵であることに変わりはない。


　ティロと名乗った若い百人隊長が、それを聞いて不思議そうに言った。


「ならばなぜあの化け物は、この砦にさっさと攻せめ込まないのですか？」


「〈滅びの女神〉はともかく、〈モドキ〉の方はたくさんの人間がいると警けい戒かいするみたいなんです。特にこういう砦みたいに、一晩中火をつけているところは避さけたがるんだと思います。でも、それも今だけです。こっちが怖こわくないってわかったら襲ってくるでしょうし、通り道にあるんですから、〈滅びの女神〉がここまで来たら一気に突つっ込んでくるでしょうね」


　ディディウスはそう説明した。


〈モドキ〉は、火を恐れる。今、砦が保もっているのは、その習性のおかげだ。


　ただし、と付け加えて言った。


「私たちの計画では、〈モドキ〉を倒たおしこの砦に出る被害を抑おさえることはできますが、〈モドキ〉を率ひきいる〈女神〉を倒し、この砦をまったく安全な状態にすることまではできません。この砦は〈女神〉の通り道上にあり、〈女神〉の進路をどうにかして変えない限り、安全はないのです。それは私たちが──私と神々とがやります。〈女神〉を砦から離はなれたところへ引きつけ、そこで〈女神〉と戦います。決戦ということになるでしょう。この戦いで地上の神々が負け〈女神〉が勝つようであれば、砦にもすぐに知らせます。あとのことは、アルバ＝ロンガに知らせるなり、残るなり、逃にげるなり、司令官殿のご判断にお任まかせします。私たちにできるのは、そこまでです。それでも、協力してくださいますか？」


　ディディウスの問いには答えず、とりあえずご計画を伺うかがいましょうとメッサラは言った。


　ディディウスはメッサラに、自分たちの計画を説明した。


　メッサラの机の上には峡谷付近の地図が広げられ、一晩かけて計画が細かいところまで詰つめられた。必要な道具、人員、ディディウスの話の裏付けとなるもの。予想される侵攻ルート。風向き。タイミング。仕し掛かけ。


　空も白み始めたころ、メッサラは固まった背中を伸ばして言った。


「わかりました。あなたの提案を受け入れましょう」


　そのとき部屋にはディディウスとメッサラ、それに若いティロを含ふくむ数人の百人隊長がいた。


「部屋を用意させましょう。少しの間お休みください。その間に、私たちは他の者を呼んで、この件について話し合います。化け物を火ひ攻ぜめにする、という点は揺ゆるぎませんが、土地に詳くわしい者から話を聞けば、幾いくつか調整するべき事も出てくるでしょう」


「はい。お願いします」


　ゆっくり何時間も休む余よ裕ゆうはないが、ディディウスはこの数日ろくに寝ねていなかった。太陽がわずかに動く間だけでも、身体からだを横たえる必要がある。


「ディディウス様」


　ティロに促うながされて部屋の外に出ようとしていたディディウスに、メッサラが声をかけた。


　ディディウスは振り向き、朝の光を背後に立つメッサラを見た。


「亡なくなられたと思われていたあなたが生きておられました。ひょっとして、と思いましたのでお訊ききします。あなたと同じように陛へい下かもご存命ということは」


「ありません。皇こう帝てい陛下は崩ほう御ぎよなされました」


　メッサラはわずかの間瞑めい目もくし、呟つぶやいた。


「私はあの方の下で働けたことを生涯の宝といたします」


　メッサラは決して追つい従しようを言わない。噓をつけない、不器用な男だ。


　そんな男に父が慕したわれていることが、本当に嬉うれしかった。


「……今度、もしよければ、父上のことを教えてください」


「ええ。このことが終わったら」


　メッサラはそう言って、わずかに視線を下に落とし、そして、目元だけで、笑った。


（あ）


　この笑え顔がおだ。


　柔やわらかな、穏おだやかな笑み。


　ディディウスは一礼して、部屋を出た。











　イリウス砦の西にはレイラウア峡谷、東には森と沼しよう沢たく地帯が点在し、北には荒こう野やの果てに北風山脈がどっしり座って構かまえている。近くには砦のための物資を扱あつかう町もあり、それなりにいかがわしいが、それなりににぎわってもいる。町の人間には、侵攻ルートからはずれる丘おかの上に避ひ難なんしてもらうことにした。


　レイラウア峡谷は北風山脈から流れ出したレイラウア川の流れによって岩いわ肌はだが削けずり取られてできた。レイラウア川はアグラ山脈を横切り、西の海岸に達する。アグラ山脈から出てきた〈滅びの女神〉は、このレイラウア川を遡さかのぼり、砦のそばを横切って、北風山脈に入る──というのが、地上の神々の予測したルートだ。


〈滅びの女神〉がこのルートをとったとすると、レイラウア峡谷に入って、砦まで辿たどり着くのにおよそ三日。〈滅びの女神〉は今峡谷の入り口のところで地上の神々と交戦しているということだから、三日の間に準備を整えておかねばならない。


　ディディウスは峡谷に兵士たちを案内した。初日の作業に当たったティロの百人隊と工作隊は上流と下流に分かれ、上流では川かわ縁べりの樹木を伐ばつ採さい・下流に流し、下流ではそれらの木材や土石を利用して、〈モドキ〉を嵌はめるための罠わなを作ることになった。


　ディディウスは上流での伐採を受け持つティロの隊に混じって細々とした仕事を手伝おうとしたが、どうもうまくいかなかった。


　あ、それやるよ、と雑ざつ用ように名乗りを上げると、断ことわられる。まあ、これは予測済みだ。死んだはずの皇子に雑用をしてもらっても、と敬けん遠えんされているのだ。


　ただ、中には畏おそれ──よりも、もっと暗い感情を向けてくる者もいる。疑い、憎ぞう悪お、嫌けん悪お、そういったところだ。


（……いきなり降って湧わいた皇子を受け入れろってのも無茶な話だしな）


　普ふ通つうの兵士たちは、皇子が「化け物」から身を守る方法を教えてくれた、とだけ聞かされている。ディディウスの側の事情だとか、その化け物の正体だとかについては伏ふせている。兵士の不安をできるだけ少なくして、士し気きを維い持じするにはどうしたらいいか、メッサラらと話し合った結果の選せん択たくだった。


　事情を知らされていないのだから、中には二年も姿を見せなかった皇子が今いま更さらのこのこやってきた、ということに不信感を募つのらせる者もいるだろう。〈酸の海〉やその後の混乱で知人を失った者が、のうのうと生きていたディディウスを恨うらんでいる……ということだってある。


　ミュドラネ人は信心深い。だが、ディディウスが幾ら神々の助力を得ていると言っても、彼らが無条件にディディウスに従うわけではない。彼らにとってより大事なのは、神に選ばれたかどうかではなく、自分たちを率ひきいる人としての器うつわがあるか否いなかだ。神々とともに降臨するという演出は、一時的に人の心を捕らえる力はあるが、長期的にはその期待に応こたえるだけの器がなければ誰だれもついてこない。


　しかし、ディディウスはおそらく長くはこの砦とりでにいない。〈モドキ〉を焼き討うちにするという計画が成功しても失敗しても、〈滅びの女神〉を追って移動する。だから、きっと兵士がディディウスに本当に心を開くときは来ない。


（ちょっと寂さびしい、かな）


　それでもディディウスは、あちこち飛び回って、伝言を伝えたり道具を谷底に運んだりといった雑用を買って出た。力仕事に口を出したのでは、かえって足を引っ張ることになるとわかっていたから、できるだけ細かい仕事を一つひとつ積み重ねていく。


　忙いそがしく午前中を過ごすうちに、休きゆう憩けいを知らせる声が聞こえてきた。適当なところで思いと作業にけりをつけて、ディディウスも食事休憩に入ることにする。崖がけの上に戻り、固いパンと干ほし肉を引っ張り出してもそもそと食べる。他の兵士も、崖の上の空き地に戻り、思い思いに休憩を取っている。


（そういえば、みんなどうしてるのかなあ）


　兵士たちを眺ながめながら、仲間に思いを馳はせた。


　ヤーテは、無事にオドの町に着いただろうか。ウィルゴは、あの狭はざ間まから出てこられたのだろうか。ノクスはきっといつまでも待つだろう。ミューシカは……相変わらず、妙みような笑い声を上げているのだろうか。それからメイヴェーラは──？


　西風が吹ふくたび、ディディウスはメイヴェーラを感じる。だからきっと、生きてはいるはずだ。泣いているかもしれないけれど。早く迎むかえに行ってあげたい。


　旅の途と中ちゆうで出会った人々はどうしているだろうか。フィや村の人々、泊とめてくれたアルバ＝ロンガの商人、腰こしを悪くした女性。皆みな無事で、元気であればいい。


　そのとき柔らかくて温かいものが腕に触ふれた。そちらを見ると、ダークロアが猫ねこの姿で行ぎよう儀ぎ良く座っていた。


　ダークロアにはヴェルペイアの力で、ノクスのところまでようすを見に行ってもらっていた。


「おっさん、戻って……」


　ディディウスは早さつ速そくダークロアに話を聞こうとした。


　だが、絶叫がそれを妨さまたげた。ディディウスは素す早ばやく立ち上がった。


　谷底から、再び声。今度は明らかに助けを求めている。


　谷の上で休憩していた兵士たちは騒そう然ぜんとなり、谷底に至いたる斜しや面めんの縁ふちに駆かけ寄る。ディディウスも斜面を横切る道を下り、谷底へと急ぐ。


　谷底は広く、その真ん中を細くて流れの速い川が走っている。かつて膨ぼう大だいな水量をもって谷を削けずり出した流れも、今はごくささやかな早はや瀬せに過ぎない。木々はその両岸にこんもりと茂しげり、斜面を上って続いているが、その一部はすでに兵士たちの手によって伐きり倒たおされている。


「何があった！」


　先に崖下の谷底に辿たどり着いていたティロが、作業を中断した部下たちに怒ど鳴なっている。


「それが、木を伐っていたやつが、いきなり悲鳴を上げて倒れちまいまして……」


　兵士たちは、一人の仲間を、午前中に伐り出しの終わった斜面に横たえていた。


　ディディウスはそこへ素早く駆け寄って、横たえられた兵士の脈を取った。目は固く閉とざされているが、息はあるし、心臓もちゃんと動いている。


　だが、その両手には赤いみみず腫ばれが幾いく筋すじも走っている。指先から、肘ひじまで。


　見る間にそのみみず腫れは膨ふくれ上がり、皮ひ膚ふを破やぶって黄色い汁しるが出てくる。


　と、それまでディディウスの足あし下もとをうろついていたダークロアが、突とつ然ぜん川の方に駆け出した。


　ディディウスは素早く近くの兵士を捕つかまえて訊いた。


「この人、どこの木を伐ろうとしたのっ!?」


「あ、あちらです。あの、川のそばの柳やなぎの木を」


　ディディウスは教えられた方に向かって駆けた。それはダークロアの向かった方と同じだった。今のダークロアは人にはわからない臭においがわかるのかもしれない。


　瘦やせた土地に浅い根を下ろした木々の間を抜ぬけ、石ころだらけの足場で転びそうになりながら、ディディウスはダークロアに追いついた。


　背中の毛を逆立てて警けい戒かいしているダークロアの前には、一本の古い柳の木がある。根の半分を川に浸ひたし、もう半分を苔こけの生えた石だらけの地面に下ろしている。


　その幹みきには、わずかに傷がついており、そばには斧おのが捨てられている。


「……レイフェア？」


　その柳の枝に、あの小こ柄がらな女神が座っていた。


　彼女はディディウスをちらりと見た。だがそれだけで、表情を変えることもなかった。


「レイフェア、あなたが……やったの？」


　彼女は答えない。優やさしいくらい静かな瞳ひとみは、ただ黙だまってディディウスを見つめている。


「……どうあっても、谷を傷つけさせないつもりなの？」


　レイフェアがこういう行動を選ぶのは、当たり前のことなのだろう。誰だって自分の土地を守ろうとする。


「レイフェア」


　レイフェアは頭を振ふる。髪かみが頰ほおを打つほど激しく。


「ディディウス様」


　追ってきたティロが、ディディウスに並ぶ。


「この……女によ人にんは」


「……この谷の女神様」


　その説明だけで、ティロも色々なことを察したようだった。神の棲すむ森の木を切って、呪のろわれた者の話は幾つもある。


　ティロは、そばに落ちていた（おそらくは先ほどの兵士が落とした）斧を拾い上げた。


　そしてその刃やいばを、無言で柳の木に叩たたきつけた。


「ティロ！」


　ディディウスは叫んだが、ティロは斧を引き抜き、再び切り口に叩きつける。ほっそりとした柳の木の三分の一ほどまで刃が食い込む。樹上のレイフェアが衝しよう撃げきに身を竦すくませ、目を閉じ、そして再び開けたときには、その目は白目も黒目も、血の色に輝かがやいていた。


『ああああああああああああああああ！』


　レイフェアの可か憐れんな口から甲かん高だかい絶叫が迸ほとばしり出た。瞬まばたきをするほどの間に、ティロの指先から肘ひじにかけて、赤いみみず腫れが走っていく。


　ディディウスはティロの手を止めようとした。だがティロはそれを振り解ほどき、声を張り上げた──


「私たちには時間がない！　持ちかけたのはあなたです、ディディウス様！」


　だが、叫んだ次の瞬しゆん間かん、ティロは目を見開き、大きく呻うめいて膝ひざをついた。指先から肘にかけてのみみず腫れはいっそう数を増やし、肌はだを埋うめ尽つくしていく。


　ディディウスはティロの手から斧を取った。


「ディディウス様？」


　ティロが苦しげな顔を上げてディディウスを見る。ディディウスは斧を振り上げ、ティロと兵士が刻きざんだ幹の傷に、その刃を叩きつけた。


　じん、と肘まで痺しびれる。だがそれはレイフェアの力のせいではなくて、ディディウスが斧を使い慣れていないせいだった。衝撃を外に逃にがすことができなくて、身体からだに響ひびく。


「ディディウス様、あなたの身体に何かあっては──！」


　ティロが制止しようとするが、身体に力が入らないようで、ディディウスを止めるには至らない。そのとき他の兵士も背後から現れた。


「ディディウス様？……百人隊長!?」


　兵士の一人が、二人のようす、特に自分たちの隊長の手にあのみみず腫れができているのを見て取って、声を上げた。


　ディディウスは、斧をもう一度振り上げ、振り下ろした。


　また、少し痺れる。取り落としそうになる柄えを握にぎり直し、もう一撃……


　だが、そこで指先に痛みを覚える。痛みは指先から肘まで達し、その痛みに沿って、皮膚が赤く、みみず腫れになって盛り上がる。


「おやめくださいっ」


　兵士が駆け寄り、ディディウスを制止し、斧を取り上げる。


　だが、今度はその斧を持った兵士の手にみみず腫れができていく。兵士は叫んで、斧を取り落とした。


　ディディウスはレイフェアを見上げた。


　彼女は、真っ赤な目から真っ赤な涙を流しながら、ディディウスらを睥へい睨げいしていた。


「弓を持て！　射い殺ころせ！」


　ティロの命令が飛ぶ。兵士の幾人かが弾はじかれたように後方に戻っていく。その場に残ってディディウスとティロを助けようとした兵士の手にも、みみず腫れが現れていく。激しくなる痛みの中で、ディディウスは叫んだ。


「レイフェア！　やめてくれ！」


『あなたがたは私が頼たのんでもやめないのに』


　彼女は泣きながら笑って言った。


『どうして私があなたがたに頼まれてやめてあげなくちゃいけないの？』


　彼女は正しい。悲しいくらい完かん璧ぺきに正しい。


　間ま違ちがっているのは自分だ。わかっている。そんなことはわかっている。


「レイフェア！」


「皇子、だめです、こちらへっ！」


　ディディウスは兵士に引きずられ、木から離される。


　そしてその直後、ディディウスの横を誰だれかが走り抜けて柳の木に切りつけた。


　柳の木はあっさりと切り裂さかれる。


「……え？」


　ディディウスを抱かかえていた兵士も、ディディウスも、ティロも、啞あ然ぜんとして木を見つめた。


　一いち陣じんの風が吹き抜けると、柳はその風に押し倒されるように、ゆっくりと倒れていく。ずしん、と細い幹の割にはずいぶん重い衝しよう撃げきが地面を揺ゆすぶる。


　枝に腰こし掛かけていたレイフェアも、幹と一いつ緒しよに地面に転がった。彼女は突然倒れてしまった柳の木を振り返り、それからゆっくりとした動作で自分の身体を見下ろした。少し灰色がかった肌には、右胸から左の脇わき腹ばらにかけて、真っ赤な線が一本引かれている。先ほどまではなかったものだ。その線から、不意に血が溢あふれた。それは彼女の背後で倒たおれている柳の幹をえぐった刀傷と、まったく同じ角度の傷だった。


　驚おどろくディディウスらの方へ、レイフェアはかろうじてといったようすで顔を上げた。


『……か……ぁ』


　もはや言葉は声とならず、レイフェアの口が血の塊かたまりをはき出した。赤かった目が白くなった。


　そして、彼女はくたりとその場に倒れ、二度と動かなかった。


　あまりにあっけない幕まく切ぎれに、ディディウスも、ティロも、兵士たちも、立ち尽つくすばかりだった。


　誰がレイフェアを殺したのだ？　ディディウスではない、ティロでもない、兵士でもない。ディディウスは顔を上げた。そう、他の者ではない。


　ディディウスの横を疾しつ風ぷうのように走り抜け、手にした大たい剣けんで柳の木に切りつけた剣士は、その剣の刀身部分を担かつぐように肩かたに載のせ、なんでもないようすで立っている。その周囲を、すぐさま大勢の兵士たちが囲む。


「何者だ！」


　ディディウスを抱えていた兵士が怒ど鳴なりつけるように誰何すいかした。その声に答えて、剣士を取り巻く兵士の一人が、少し慌あわてたような声で言った。


「ディディウス様のお知り合いだと名乗りましたので連れて参りました」


「……ウィルゴ」


　喜ぶべき再会を、ディディウスは素す直なおに喜べなかった。


「ディディウス？　顔色悪いぞ？」


　ウィルゴは肩から脇腹にかけて回したベルトに剣を固定して背負うと、慌ててディディウスの元に駆かけ寄ろうとした。だがその動きは両脇の兵士に止められる。


「何をする！」


　ウィルゴは怒ど気きを孕はらんだ声でそう怒鳴り、兵士はさらなる怒気でそれに答える。


「いきなり抜ばつ刀とうしておいて何を言うか！　その剣を地面に置いて……」


「ごめん、いいんだ」


　ディディウスはなんとかそう声を振り絞しぼり、ウィルゴを解放させた。


「ディディウス？」


「大丈夫。ウィルゴが助けてくれたんだね？」


「ああ……」


　ディディウスは心配げなウィルゴに小さく頷うなずいてから、柳やなぎの木を振り返る。


　無む惨ざんな木。無惨な死体。


「……ごめんなさい」


　ディディウスは小さく呟つぶやいた。その声はあんまり小さかったので、その場にいた誰の耳にも届かなかった。











『あの木はレイフェアの本体であった。わらわの本体が遥はるかワーフの流れの中に眠るように、あれの本体もあの木に宿っておったのじゃ』


　その晩ばん、レイフェアの死を聞いたヴェルペイアは夜の谷底にたたずみ、そう呟いた。


　ディディウスはその対岸で、川辺に転がる大きな岩に腰掛け、倒れたきりそのまま残された柳の木を見つめていた。レイフェアの肉体は煌きらめく砂となり、谷底を吹ふき抜ぬける風に運ばれ散ちっていった。ティロらの腕うでも、しばらく経たって元に戻った。ディディウスの腕にも、もう痛みはない。多少みみず腫ばれの跡あとが残っているくらいだ。


『レイフェアの力は、元々かなり失われていた。最初から死ぬつもりだったのじゃろう。あれでは〈女神〉との戦いでも役に立たぬしな。おぬしのせいではない──わらわのせいじゃ』


「……え？」


『ウィルゴに柳のことを教え、木を狙ねらえと言ったのはわらわじゃ。あのどら猫ねことの最後の契けい約やくは、まだ生きておったからな』


　ティロと兵士たちは、レイフェアの守ろうとした木だけは運び出さず、伐きり倒された場所にそのまま残しておくことにした。そして、そこに小さな祭さい壇だんを作った。レイフェアの魂たましいが安らかに川を下り、海界まで行けるように。矛む盾じゆんする行動かもしれない。だがティロはそうすることを提案し、兵士たちもそれを受け入れた。


『ミュドラネ人は』


　ヴェルペイアは柳の木の根元におかれた石板を見て、ため息をついた。


『苛か烈れつじゃのう。殺すのも、祀まつるのも、一方的じゃ』


　そう言うと、曖あい昧まいに首を振ふり、流れの中に足を踏ふみ入れる。


　見る間に、その身体は形を失い、川の流れと一つになる。


　ディディウスは立ち上がり、最後にもう一度柳の木を見た。


　柳の根元に置かれた石板には、レイフェアの名が刻まれている。石板の上に葉が一枚落ちた。柳はディディウスの腰こしほどの高さのところで倒れ、まだ葉をつけた枝は風が通り抜けるたびにざわざわと歌っていた。周囲の木はすべて伐きられ、川の流れを利用して下流に運ばれている。


　あと二日。


　ディディウスは川と柳に背を向け、谷底を去った。


　谷の上に出て、砦とりでに戻るべく荒こう野やにつけられた道を歩いていると、前方からカンテラの灯あかりが近づいてきた。


　ディディウスは灯りに照らされるウィルゴの顔を見て、少し足早に近づいた。


「ディディウス！　砦に見当たらなかったから、どこに行ったのかと思った」


　ディディウスは夕食の卓たくを囲むころにはまた谷底に戻っていたので、ウィルゴとは再会以来まともに話していなかった。


「ノクスさんは？」


「砦だ」


「そう。……ウィルゴ、戻ってこられたんだね。詳くわしい話、教えてくれる？」


　ウィルゴは砦に戻る道すがら、〈滅びの女神〉と出会い、ディディウスと離ればなれになってからのことを話した。


〈滅びの女神〉との戦い、剣のこと、剣の力を押さえ込むためにどこでもない場所に閉じ籠こもったこと。そしてそこで剣とした取引のこと。ノクスの声のこと。


「剣とどういう取引をしたの？」


「私は〈滅びの女神〉を叩たたくと約束し、剣は私に従う。それだけだ」


　ディディウスは立ち止まった。


「……どういうこと？　剣と〈滅びの女神〉とどういう関係があるの？」


「あの剣を鍛きたえたのは死んで海界に行った地上の神々なのだそうだ。彼らは自分たちの力を地上に及およぼし〈滅びの女神〉を討うちたかった。だから海界と地上との境界を断たち切るべく、その力を持つ剣を作ったんだ。で、私は彼らの力を地上にもたらす器うつわとなる代わりに、助力を得た」


「でも、死んだ神々の魂は海界で消しよう滅めつするんだって聞いてるよ。彼らはまだ消滅していないの？」


「していない、みたいだな。あの西風の女神メイヴエーラだって、肉体を失いながら地上に留とどまっている……それと同じじゃないのか？　地上をこのまま残していくことが忍しのびなかったのだろうよ」


　そっか、とディディウスは呟いた。では、自分たちは〈女神〉と戦える武器を一つ手に入れたということなのだろうか。ディディウスはウィルゴの背負う大剣を見やった。剣は黙もくして語らず、ただ月と星の光を浴びて、鈍にぶく輝いている。


　砦の兵士に声をかけ門を開けてもらって中に入ったとき、ディディウスは風を感じた。


　北風山脈を越こえてやってきた風だ。


　ああ、夏が終わったなと兵士の一人が呟いた。


　この地方の夏は、北風とともに終わる、という誰だれかの言葉を、ディディウスは思い出した。


　夏が終わり、〈滅びの女神〉がやってくる。







◇◆◇







『彼女』は顔を上げ、空を見上げた。


　ちぎれ雲が動いていく。北から南へ。


　彼女はそのことに特に何も感じず、また視線を正面に向け、歩き始めた。


　子どもが母を慕したうように、道どう化けが主あるじを慕うように、彼女の下しも僕べは彼女の周囲をついて歩く。


　彼女とその下僕たちは、数日前から谷に入っていた。谷の両岸は険しい崖がけだ。彼女は大昔にもこの谷を歩いたことがあったが、そのとき谷を守っていた女神は、今はもう死んでいるようだった。今度こそ食くらってやろうと思っていたのに、口くち惜おしや、先に死なれたか。


　まあそれもいいだろう。彼女は独ひとりごち、水を踏ふみながら、だが流れに足を取られて転ぶこともなく歩みを進める。それにしても水量が少ない。女神が死んだせいだろうか？　そうかもしれない。しかし──


　彼女はそこで唐とう突とつに歩みを止めた。


　違い和わ感かんを覚えた。だが何がおかしいのかわからない。臭におい？　そうだ、臭いが違ちがう。


　だが彼女が立ち止まり思案する間にも、彼女の下僕たちはその白い身体からだを引きずり、先へ先へと進む。


　彼女は左右の岸に視線を走らせた。


　岸に転がる岩に、それが少し前まで水中にあったことを示しめす跡あとがついている。


　水量は、本当はもっとたくさんあったのだ。それがここ最近で一気に減へったのだ。


　なぜ？


　彼女はゆっくりと、足あし下もとに視線を下ろした。


　先ほどまではなかったはずの、水ではないものが、足を汚よごす。


　彼女は素す早ばやく視線を上げた。上流から、いやな臭いの液体が流れていた。それは水量がすっかり少なくなった河かわ床どこを走り、彼女とその下僕めがけて流れてくる。


　左右を見れば、その汚れた、いやな臭いの液体は、乾かわいた岸辺をも汚していた。彼女の下僕たちは地面を這はって移動するから、その身体にはたっぷりその液体が染しみついている。


「……なるほど」


　彼女は呟いた。


　下僕たちが、その声に反応して動きを止める。だがもう遅おそい。


「火か」


　油を追って、火が猛もう然ぜんと迫せまってきた。











　その日、北風は強すぎることもなかったし、弱すぎることもなかった。


　北から南へ抜ける風は上流から点火された炎ほのおを煽あおり、それまで白い〈モドキ〉どもの這っていた谷底は、あっという間に炎の舌したに舐なめ尽つくされた。


　ディディウスらは、上流の谷の上に陣じん取どってそのようすをじっと見ていた。メッサラと百人隊長、彼らに率いられた兵士たちも、ディディウスらの対岸で同じ光景を見ているはずだ。〈女神〉に見つかって標ひよう的てきにされないよう、彼らの姿は神々の力によって一時的に隠かくされているから、ディディウスの目にはメッサラの姿も兵士の姿も見えない。


　ディディウスとしては、メッサラらにはできればもっと安全なところにいてほしかった。だが、メッサラに「自分たちの敵が何者でどのように倒たおすことができるのか知らなければ、今後の対処を誤あやまりかねない」と言われ、渋しぶ々しぶ了りよう承しようした。


　じりじりと、時が過ぎていく。


　風向きのせいで炎や煙けむりがこちらに来ることはないが、炎に包まれて暴れ回る〈モドキ〉たちのようすははっきりと見て取れた。絶叫のような轟ごう音おんとともに、暴れていた〈モドキ〉の塊かたまりが炎の海の中に倒れ、呑のみ込まれる。炎の舌と風と〈モドキ〉の踊おどりは、いつまでも続く。


　太陽がずいぶん傾かたむいたころ、南の空に、白い煙が見えた。下流に配備されている兵が送ってきた合図だ。


「お願い」


　ディディウスは虚こ空くうに向かって呟つぶやく。その声をヴェルペイアが伝える。


　数秒後、ディディウスらが陣取ったところからはごくわずかの距きよ離りしかない、炎の海の起点で、大きな爆ばく発はつ音が響ひびいた。


　水をせき止めていた木と土石を使ったダムを、ヴェルペイアらが破は壊かいしたのだ。


　轟音とともに濁だく流りゆうが谷底いっぱいに拡ひろがり、すべてをなぎ倒す。大量の水の下に何もかも埋うまり、〈モドキ〉も炎も押し流す。


　そして、しばらくのちには、通常の水位に戻った川と、見る影かげもないほどに荒あれ果てた谷底が見えた。着火に使った油はまだ下流で燃えており、空を黒く埋める煙は、しばらく途と切ぎれることがなかった。


　ディディウスは谷底を見つめ続けた。いったいこれでどれほどの〈モドキ〉を仕し留とめられたのだろう。下流では生き残った〈モドキ〉にとどめを刺さすべく神々が待ちかまえている。炎はちゃんと消えるのだろうか。いつかは消えるだろう。だが油は長く残る。川や川かわ縁べりに棲すむ色々な生き物たちも、多くが死んだだろうし、これからも多く死ぬだろう。大量の水は崖を削けずり取り地形すら変えた。


　そのすべてが死んだ光景の中に、動くものがあった。


　水位が元に戻った川のそばを、女が一人、南から北へ歩いてくる。


〈滅びの女神〉だ。


　あれだけの炎と水を浴びながら、彼女は火傷やけどを負おうどころか、濡ぬれてさえいなかった。ただ、わずかに乱れた髪かみに、ディディウスは子を亡なくして彷徨さまよう母を見た気がした。


　ディディウスが見ているものと同じものを見たウィルゴとノクスは、連れてきていたそれぞれの馬の背に素早くまたがった。〈女神〉はディディウスらを見つければ、〈モドキ〉を殺された恨うらみをぶつけるべくすぐに襲おそいかかってくるだろう。ならば、ディディウスらが〈女神〉の注意を引いてここを離はなれれば、〈女神〉の進路を逸そらすことができる。


　乗馬の得意でないディディウスを自分の鞍くらに引き上げようと、ウィルゴはまだ谷を見つめ続けるディディウスに手を伸のばした。


「摑つかまれ──ディディウス？」


　──そのとき、谷底を北へ進んでいた〈滅びの女神〉の足が、ぴたりと止まった。ディディウスらのいるところまではまだ大だい分ぶあるが、〈女神〉は顔を上げ、真まっ直すぐに崖の上のディディウスを見つめた。


「ディディウス！　見つかったぞ、行こう！」


　ウィルゴは一いつ旦たん馬から下りて、なかなか動こうとしないディディウスの腕を引き、無理矢理自分の方を向かせた。ディディウスの目はそれでも〈女神〉の姿を追おうとする。


「ディディウス！」


　ウィルゴに頰ほおを殴なぐられ、やっとディディウスは我われに返った。〈女神〉から視線を逸らし、ウィルゴの馬に乗る。ウィルゴもその後ろに乗った。


　ウィルゴが馬を走らせる前に、ディディウスは首を捻ひねって谷底をもう一度見た。


〈女神〉はディディウスを追うつもりらしく、再びゆっくりと歩き始めていた。〈女神〉の一歩ごとに岩が消え、砂が消え、白い灰のような、雪のような塵ちりが舞まい上がる。


　ウィルゴはノクスと並んで馬を北西へ走らせた。


「敵から目を逸らさないのはいいことだがっ」


　ウィルゴが、舌を嚙かみそうになりながら、ディディウスの耳元で怒ど鳴なった。


「同情したり雰ふん囲い気きに呑み込まれたりしていてはどうにもならんぞ！」


　ウィルゴがそう言うか言わないかのうちに、突とつ然ぜん地面が激しく揺ゆれ、轟音に驚おどろいた馬が棒ぼう立だちになった。ディディウスはウィルゴとともに草の上に投げ出される。


　ディディウスはウィルゴが下になって庇かばってくれたおかげで大きな怪け我がはなかったが、ウィルゴの方は背中を強く岩に打ちつけてしまったらしく、すぐには立ち上がれなかった。ディディウスがウィルゴを助けて立ち上がらせようとすると、落馬はしなかったものの馬から下りたノクスが手を貸してくれた。


「いったい何が……」


　顔を上げ、背後、音の聞こえてきた方を振ふり返ったディディウスは、谷へと至いたる草原に神々の激はげしく争うさまを見て、絶句した。


〈滅びの女神〉はすでに斧おのを持った女性の姿ではなく、草の上に凝こごる黒い靄もやとなっていた。その靄に、真っ赤なたてがみを持つ獅し子しが飛びかかる。靄も巨きよ大だいな蛇へびの姿をとってそれに応戦し、獅子と蛇は牙きばを剝むいてぶつかり合い、地に転がった。双そう方ほうの唸うなり声は相当離れたところにいるディディウスらの耳を弄ろうせんばかりに響き渡わたり、組くんず解ほぐれつ争うたびに、地が激しく揺れた。


　神々は争いながら、少しずつ谷から離れていた。獅子神の方が、〈滅びの女神〉を谷から引き離すため、わざと距離をとったり、逃げる真ま似ねをしたりしているのだ。砦とりでを守るために〈女神〉を他所よそにおびき寄せることについては、複数の神々から谷は守らずミュドラネ人は守るのかという声も上がったが、オドラエルを中心とした数柱の神々はミュドラネの兵士が〈モドキ〉の火ひ攻ぜめに協力してくれたこともあって、砦から離れた地での決戦を了りよう承しようしてくれた。このままなら、戦っては退しりぞく獅子神とディディウスを追って、〈滅びの女神〉は北西の沼ぬま地ちに誘ゆう導どうされる。そこがオドラエルらの用意した決戦の場だった。


　馬は蹴け躓つまずいて足を痛め、もう走れなくなっていたので、鞍を外して放してやるしかなかった。ディディウスはノクスと一いつ緒しよにウィルゴを左右から支え、できるだけの速さで北西へ向かった。沼地まで行けば、オドラエルらが待ち伏ぶせているはずだ──


　だが、沼しよう沢たく地帯の入り口にやっとさしかかったところで、ディディウスは背中に強い衝しよう撃げきを受け、つんのめって湿しめった草の上を転がり、そこらに幾いくつもある沼ぬまの一つに落ちた。幸い足がついたのですぐに沼の濁にごった青い水を搔かいて、岸に這はい上がった。


　上がったところに、〈女神〉はいた。


　ディディウスはまだ沼の中に腰こしから下を浸ひたしたまま、岸辺の葦あしを摑つかみ、呆ぼう然ぜんと〈女神〉を見上げた。〈女神〉はディディウスの頰ほおを、愛いとおしむように優やさしく撫なでた。


「おまえは私と契けい約やくを結んだ。おまえがいつか私を倒す者となることを代だい償しように、私はおまえを食くらうことを一時控ひかえた。だがおまえがしたことはなんだ？　谷ごと、私の子どもたちを燃やしただけだ。おまえには私は殺せなかった。これからも殺せない。だから私はおまえとの契約を破は棄きする」


〈女神〉の爪つめが、ディディウスの頰に、入いれ墨ずみのように黒い傷をつけた。


「楽には死なさん」


〈女神〉の指がディディウスの額を弾はじいた。思わぬ強い衝撃に、ディディウスは沼の中に倒れ込む。溺おぼれそうになりながら水上に顔を出したときには、〈女神〉は、背後から振り下ろされたノクスの剣を振り向きざまに素す手でで受け止め、その刀身を白い塵に変えてしまっていた。しかしノクスは〈女神〉に受け止められた瞬しゆん間かんに剣から手を離し、〈女神〉の横を駆かけ抜ぬけ、沼に飛び込んでディディウスを背後に庇かばった。一方ウィルゴも背中の痛みに耐たえながら、大剣を構かまえ、横から〈女神〉の隙すきを窺うかがっている。


　だが、〈女神〉はノクスにもウィルゴにも興味がないようで、あくまでディディウスに向かって言った。


「今おまえに構っている暇ひまはない。眠っている他の子どもたちを集めねば……また燃やされてはかなわんからな。だが覚えておけ。おまえの『女神』は私が握にぎっている」


「！　メイはやっぱりおまえのところにいるのか!?」


　飛び出そうとするディディウスを、ノクスが摑んで引き留める。


「いつでも会いに来い」


〈女神〉はそう言うと口元に冷ややかな笑えみを浮かべた。ディディウスのすべてをくだらなく──それこそ虫けら以下に思っている、そういう笑みだ。そしてその笑みには、虫けら以下の存在に我が子を殺された者の、狂きよう気きに近い憎ぞう悪おが潜ひそんでいた。


　突然、ディディウスとノクスとウィルゴの目の前から、〈滅びの女神〉の姿が消えた。その直後、それまで〈女神〉の立っていた辺りの葦がざわりと揺れ、白い小さな蛇へびが顔を出した。蛇はあっという間に葦の間に消え、見えなくなった。


　ディディウスは全身から力が抜け、沼の中であることも忘れ、座り込んでしまいそうになった。だが──


「──！　砦とりで！」


〈滅びの女神〉がここからまっすぐ北へ向かうのなら大丈夫だが、元のルートに戻ってから北へ向かうのなら、砦を通ってしまう。


　ディディウスらは、今度は砦へ向けて駆けた。


　果たして、砦は無事だった。〈女神〉は後あと戻もどりなどせず、まっすぐ北へ行ってしまったのだ。すでに兵士たちは砦に戻っており、ディディウスの姿を見つけて歓かん声せいを上げてくれた。


　翌日になって、谷底を警けい戒かいしていた神々から、炎ほのおは消し止め、水に流された〈モドキ〉もあらかたとどめを刺さしたと伝えられた。また、さらに二日後には、〈滅びの女神〉を追うオドラエルから、〈女神〉は北へ向かいこちらに戻るつもりはないようだと知らされ、砦はひとまず戦せん闘とう態勢を脱だつした。


　砦は、次に〈滅びの女神〉が南への侵しん攻こうをはかるまでは、無事と思われた。


　それでもなおディディウスらは〈モドキ〉が攻めてくることはないかと疑い、砦に数日留とどまったが、それもなく、砦の日常は〈モドキ〉が現れる前に戻った。


　だがディディウスらはそうはいかなかった。


　ディディウスはメッサラにだけ挨あい拶さつをして、砦を出ることにした。


「あの女を追うわけですな」


　メッサラは、最後の挨拶のために司令官の部屋に立ち寄ったディディウスに、そう確かめた。


　夜はもう更ふけていた。メッサラも休むところだったらしく、机の上は片づけられていた。彼は机に体重を預けるようにして、腕を組んで立っていた。ディディウスと数年ぶりに再会したときと、同じ姿勢だ。


「顔をお上げください。あなたの知らせがなければこの砦は丸ごとやつらの餌えさ場ばになり果てていたでしょう」


　ディディウスは俯うつむきがちだった顔を上げ、まっすぐにメッサラを見つめた。


「お世話になりました。もう、行きます」


「……わかりました。どうも、あなたは我われらの……領りよう分ぶんを超こえるところで戦っておいでのようです。それならばどうぞご自由にとしか言えません」


　すねた子どものような言い種ぐさに、言ったメッサラ自身が苦笑した。


「いや……これは非礼を申し上げましたな」


「いいえ……」


　どう対応したものか困り、ディディウスは曖あい昧まいに首を振るだけに留めた。


「では、失礼します」


「兵たちには何もおっしゃられないのですか？」


「はい」


　答えてから、付け加える。


「兵たちが、私のことを無責任な皇子よと恨うらむのなら、それでもいいと……」


　ディディウスの答えに、メッサラは呆あきれたようだった。あるいは落らく胆たんしたのかもしれない。


「ディディウス様、私の部下には、薄はつ幸こうの少女のような顔で汗あせを流して血を流して働くあなたを、怨うらみ続けられる者はそういませんよ」


　少女？　とディディウスのぼそりと聞き返した言葉を、メッサラは丁てい重ちように無視した。


「お行きください、我わが皇子よ」


　メッサラはそう言うと、目で扉とびらの方を見た。ディディウスは頭を下げ、メッサラの前を辞じして扉に手をかける。


「……あなたが」


　メッサラの声を背中に受けて、ディディウスは振り返った。メッサラは相変わらず机の前で腕うでを組んでいたが、その肩かたは少し下がっていた。ランプの灯あかりに横顔が照らし出される。思っていたよりも彼がずっと歳としを重ねていることに、ディディウスは唐とう突とつに気づいた。彼は本当に四十代だったろうか──それともあれは別れたときの歳？


「あなたが魔ま法ほうというものを使って神々と話したりするたび、私は不安になるのです」


　メッサラはディディウスの方を見ず、視線を足あし下もとに落として呟つぶやいた。


「あなたが、帝てい国こくよりも──町の灯あかりや堅けん固ごな家などよりも、神々や、神話に近いような気がして」


「…………メ」


　ディディウスは名前を呼ぼうとして、言葉に詰つまった。メッサラは〈酸の海〉より以前からの、ほんのわずかな、もしかしたら最後の一人かもしれない知り合いだ。ディディウスにとって、メッサラは帝国の象しよう徴ちようだった。穏おだやかな父とは違ちがう、また別の父ふ性せいを、彼に感じていたのかもしれない。


　ディディウスは走ってメッサラの元に行き、その身体からだに飛びついた。


　メッサラはとがめるわけでもなく、ディディウスの肩を叩たたき、ため息をついた。


「戯ざれ言ごとを申しました。お許ゆるしください」


　ディディウスはしばらく経たって、おそらくは十ゆっくり数える間ほども経ってから、顔を上げてメッサラから離はなれた。


「守りたいんです」


　帝国を。


「戻ってきます。そしたら、父の話をしてください」


「……私も、ディディウス様のこれまでの話をお聞きしたく思います」


　そして、ディディウスはメッサラと別れた。











「いいの？」


　砦とりでを出て少し経ってから、ノクスがディディウスの方を振ふり向き、そう訊きいてきた。


　大丈夫、とディディウスは頷うなずく。


　ノクスの前では、剣を背負ったウィルゴが手て斧おので足下の茂しげみをなぎ払はらい、一行の行く手を先払いしていく。道案内は、ウィルゴに左手で首根っこを摑つかまれたダークロアだ──ちなみにウィルゴは二日前、尻しりを撫なでられたときにその猫ねこがダークロアであることに気づいた。


　イリウス砦から北に街かい道どうはない。ここから先は帝国の支配を離れることになる。ディディウスらは暗い夜の荒こう野やを、月とダークロアの案内を頼たよりに歩いた。ハリエニシダの茂みは延えん々えんと続き、緩ゆるやかな起き伏ふくある土地を黒く覆おおう。ディディウスはそっと背後を振り返った。視線の向こうには、砦が月光を浴びて黒々と横たわっている。ところどころに灯りは見えるが、その黒さのせいで、砦はまるで廃はい墟きよのようだった。ディディウスは軽く首を振り、視線を前に戻した。


　──そのとき、ふと、音が、いや、声が聞こえた。


　ディディウスはもう一度背後を振り返った。


　粗そ雑ざつながら、それには一応メロディがあった。


　歌だ。


　ディディウスは立ち止まった。ウィルゴらも立ち止まっていた。


　歌は砦から聞こえた。伸のびやかに、太く低い幾いくつもの声が重なり合い、波は濤とうの唸うなりにも似て、ディディウスの元まで届く。


　最初に聞こえたのは、アルバ＝ロンガの方で少し前に流行はやった戯ざれ歌だ。次は昔からある恋こいの歌。それから雄お々おしい戦歌。


　懐なつかしい土地の懐かしい歌は、ずっと続いていた。


　兵士たちが歌を口ずさむ姿はよく見かけた。だが、こんなふうな大合唱は初めてだ。


「なんで……？」


　誰にともなく呟くディディウスの頭を、ウィルゴが乱らん暴ぼうに撫なでて言った。


「自分たちの皇子を見送っているんだろう」


　自分は彼らの中で何ができたというんだ？　ディディウスは自問自答する。何もできやしなかった。実際の作業をしたのは兵士たちで、指し揮きしたのはメッサラたちだ。


「俺、ろくなもんじゃなかったのに……」


「あいつらだってあの谷底の〈モドキ〉を見たんだ。おまえがいてあらかじめ指示してくれなかったら命がなかったことくらい、あれを見ればわかる」


　なかなか納なつ得とくしないディディウスに、ウィルゴは苛いら立だったように言った。


「素す直なおに味わえ！　これがおまえの守ったものだ！」


　そう言い捨て、自分はさっさと背を向けてしまう。


　ディディウスは少しの間歌声に耳を澄すましていたが、そのとき聞いていた歌が終わる前に、また北へ向けて歩き出した。


　歌はディディウスの背中を押すように、砦から、いつまでも聞こえた。














十一章　玉座







　ドーム状の天てん井じようは高いが、床ゆか面めん積せきはさほど広くはない。室内に入ると大きな鐘かねの中に閉じこめられたような具合になる。背の高い入り口が四方に一つずつあるので、閉へい塞そく感はない。


　白い石いし壁かべに囲まれた、円形の部屋だった。


「ここは？」


　オザ・オザが先に部屋に入っていたミューシカに尋たずねた。二人で協力して見張りを騙だまし討うちして牢ろうを抜ぬけ、ミューシカの案内でここまで辿たどり着いたのだ。


　天井を見上げ、ミューシカは答えた。


「船の中心に当たる部屋です。上に行けばおそらく船の心臓部。舵かじ取とりもできるはずです」


　その言葉の終わるか終わらないかのうちに、突とつ然ぜん床が揺ゆれた。


　立っていられないほどの衝しよう撃げきに、オザ・オザもミューシカもよろける。


「なんだ？」


　問うオザ・オザへの答えは後回しにして、ミューシカは膝ひざをついて床に掌てのひらを押し当てた。


　それに応こたえて、足下に雲うん海かいが広がる。


　オザ・オザは床がなくなったのかと思ったが、そうではなかった。床が透とう明めいになっただけだ。


　床を透すかして見えたのは最初は雲海だけだったが、すぐに、その雲海の隙すき間まからちらちらと青く輝かがやくものが現れるのが見えた。現れたと思ったらすぐに消え、また別の場所から現れる。


「……魚に見えるが」


「魚に見えますわね」


　オザ・オザとミューシカはほぼ同時にそう呟つぶやき、顔を見合わせた。


　雲海の中を出入りしているのは、ミューシカの身長ほどもある巨きよ大だいな魚だった。強い日差しを浴びて青に銀にと輝く鱗うろこは、美しく威い厳げんすら感じられる。


　次の瞬しゆん間かん、ミューシカの滑なめらかな肌はだに鳥肌が立った。


　魚は白い雲海の中から次から次へと現れる。何十匹ぴきも──何百匹も。


　巨大な魚は、鰯いわしかなにかのように群れで飛んでいるのだ。


　再び、船が揺れる──それでようやくミューシカらも、この揺れは、船が魚に体当たりをされたせいなのだということに気づいた。


「なんだあれは」


　オザ・オザはこの期ごに及およんでも冷静さを失わなかった。


「……た、たぶん、海界の……軍ぐん勢ぜいではないかと」


　なぜ海界が、とオザ・オザは訊きこうとしたのだが、ミューシカはさらに絶句した。


　一匹の魚の背に、見知った姿を見つけてしまったのだ。


　その知人は魚の背にまたがり、ミューシカの方を見上げ、手を振ろうとしたところで再び雲海の中に入っていった。だから、ミューシカが大口を開けて絶ぜつ叫きようするさまを彼は見なかった。


「……て、天王様ぁあ!?」


　オザ・オザは床に座り込んだまま立ち上がれずにいるミューシカと、足下に広がる光景とを見比べ、顎あごの傷を撫なでながら呟つぶやいた。


「今のが行方ゆくえ不明の天王か。海界の軍勢を味方につけて戻もどってきたか、海界に捕つかまったか、どちらかといったところか？　笑え顔がおで手を振っていたところを見ると前者のような気がするが」


　三み度たび船は揺れ、ミューシカはかろうじて混乱から脱だつして立ち上がった。


「と、とにかく、この船を乗っ取りましょう。あの魚軍団が敵なら船で逃にげるなり攻こう撃げきするなりできますし、味方なら合流して戦力を増強できます」


「そうだな。しかし、味方だとしたらおまえがいるとわかった上で攻撃しているのだな」


「……まあ、部下がいるからって遠えん慮りよするような方じゃありませんから」


　それを聞いて、オザ・オザは興味深げにほうと呟いた。


「あんたは天王の命めいで地上のために働いていたそうだが、それなら天王はなんだって地上に味方する？　自分の部下がいようと容よう赦しやなく攻撃してくるような者が、どうして長く争ってきた地上の神々に肩かた入いれするんだ？」


「あら、ご存じないのですか？　先日正式に地上の神々に使者を送り、こちらの考えはお伝えしたはずですけれど」


　オザ・オザはぷらぷらと手を振った。


「私は〝駒こま〟だ。末まつ端たんの末端。情報など必要最低限しか流れて来ない。時には必要以下ということもある。情報不足で無む駄だ死じにしたくなければ、自分で集めるしかない」


「ははあ、なるほど。んー……お教えしてもよろしいですわよ。あなたが天王様と地上との繫つなぎ役になってくださるのでしたら。実は地上の神々がなかなかこちらの話を聞いてくださらなくて」


「話？　どんな話だ。今地上を攻せめている天空の連中を殺してやるから、その代わり自分たちに従したがえとでも言うつもりか？」


「違ちがいますよう。天王様は地上の神々を支配するつもりはありません、ただ、天空内の反天王派の神々が地上にご迷めい惑わくをおかけしているので、事態の収しゆう拾しゆうに協力したいというだけのことですわ」


　オザ・オザは傷きず跡あとに手をやり、視線を天井に彷徨さまよわせ、しばらく物思いにふけっていたが、結局ぽつりと漏もらした。


「……それは、言い方を少し穏おん当とうにしただけじゃないのか？　天王が地上を助けて見返りを求めないなんて話があるはずが……」


「あー、もー、ですから、〈滅ほろびの女め神がみ〉が倒たおされれば支配だのなんだのなんて話はどうでもよくなるんですよ。いいですか、天空の神々の中に〈滅びの女神〉を守ろうという勢力があるのは、〈滅びの女神〉が死ぬことで天空にある〈樹き〉が枯かれるからなんです。〈樹〉が枯れてしまえば、天空の神々も地上の神々と同じように遠からず力を失い死に絶えます。天王様はそれでも〈女神〉に地上を滅ぼされるわけにはいかないとご英えい断だんなされたのです！　それなのにあなたたちときたらまったく──」


　ミューシカは腰こしに手を当て、自分より大だい分ぶ背の低いオザ・オザを叱しかりつけた。ミューシカの話に混乱し、オザ・オザは慌あわてて口を挟はさむ。


「ちょ……ちょっと待て、〈樹〉というのは、つまり、神々の命の源みなもととなる実をつける、あの樹木のことか」


「ええ。天空と海界にありますが、元々は地上にもあったそうです。で、あるとき天空の神々の幾いく柱はしらかが、その〈樹〉の根本を辿たどる冒ぼう険けんの旅に出ました。彼らは根を辿って進むうち、海界に着きました。天空の〈樹〉の根と海界の〈樹〉の根は繫つながっていたわけです」


　ミューシカはそこまで言ってしまうと、ちょっと冷静さを取り戻し、天井を見上げた。ドーム状の天井の向こうに、まだ動きはない。魚の軍団からの攻撃もひとまず中断されている。話をする時間はあるだろう。


「で、地上にあった〈樹〉は地上の神々が〈樹〉の枝を切ったせいで〈滅びの女神〉に変じました。三つの世界にある〈樹〉はすべて根っこで繫がっていますから、〈滅びの女神〉を殺せば他の〈樹〉も死ぬ可能性があります」


「だから天空の神々は地上の邪じや魔まをしている、というわけか」


「一部の天空の神々は、です。わたくしどもは地と争うような愚ぐを犯おかすつもりはありません」


　オザ・オザは再び考え込んだ。ミューシカの言葉を咀そ嚼しやくし、そしてやっぱり信じられないというように首を振ふる。


「だが、その話が本当なら、〈滅びの女神〉を討うてばあんたたちも地上の神々と同じように、〈樹〉を失い力を失い死に絶えるのだろう？　どうしてあんたたちはそれを許きよ容ようできるんだ」


「天と地で争っても、わたくしたちは確実に死に絶えますわ。海界、天空、地上の三つの世界のうち、どれか一つでも欠けたら、たちまち他の二つの世界もバランスを崩くずし、滅びます。わたくしたちには、自分たちだけで生きていくことはできないのです。……強きよう硬こう派は何があっても自分たちだけは生き抜くつもりのようですが、ま、無理でしょうね。それに〈滅びの女神〉を倒しても、天空の〈樹〉は〈樹〉として生き延のびるかもしれませんわ」


「可能性は高くはない」


　その声は、オザ・オザのものではなかった。


「!?」


　それは、たった今オザ・オザの背後に現れた男の声だった。ミューシカは慌あわてて身み構がまえるが、オザ・オザは首を捻ひねってちらりと己おのれの背後を見、意外そうな顔をしただけだった。


「なんだ。助けが来るとは思わなかったが」


「〝ついで〟だ。おまえはともかく、イリールの弓は取り返さねばならんからな。では失礼する、天空神よ」


　乱入者はオザ・オザの身体からだをひょいと担かつぎ上げると、優ゆう雅がに一礼してみせる。


「お待ち下さい！　あなた地上のお方ですね！　天王様は地上との話し合いを望んで……」


　男が初めてミューシカの方を見た。黒い衣ころもがさやさやと衣きぬ擦ずれの音をさせる。男は肌も服も白目さえも黒かった。内から溢あふれる力は抑おさえられてはいるものの、寒気のするような眼光は人には持ち得ない代しろ物ものだ。


「無む駄だだ。我らが二万年前の恨うらみを忘れたとでも？　あのとき貴様らが送り込んだ獣けものどものせいで、こちらの計画がどれだけ狂くるわされたと？　貴様らの甘かん言げんに乗り、ギャンダルフィッハは〈女神〉を封ふうじたのだ──おかげで二万年、時を待つはめになったわ。その貴様らに今いま更さら協力を申し出られて、はいそうですかと快かい諾だくできるはずもなかろう」


　男の真っ黒い瞳ひとみには、ただただ深い憎ぞう悪おと嫌けん悪おが込められていた。人間ならばその目を見ただけで本当に死んでしまうだろう。ミューシカも、踏ふみ出そうとしていた足を、思わず引っ込めた。


　その瞬間、男はいきなり床ゆかを強く蹴けった。


「あ！」


　ぎん、と金属と金属の打ち合わされるような音がして、床に亀き裂れつが入った。並なみの力でひびの入るような床ではないから、何か特別な力が使われたのだろう。ミューシカが駆かけ寄って引き留めるよりも早く、男は床をもう一度蹴った。硝子ガラスの瓶びんか何かが割れる音に似た、だがその何十倍も大きな音を響ひびかせて、床に入っていた亀裂がさらに深まり、蜘蛛くもの巣のような放射状に広がる。床が砕くだける。ミューシカは巻き込まれて落ちないよう、部屋の入り口近くまで退しりぞくので精せい一いつ杯ぱいだ。


　結局、床の半分に大穴を開けて、男とオザ・オザは去っていった。残されたミューシカは、男の肩かたに担がれたオザ・オザが呑のん気きに手を振っていたのを思い出し、無む性しように腹を立てた。あのようすでは、オザ・オザが地上の神々を説得してくれる望みも薄うすそうだ。頑がん迷めいな地上神どもめ。ミューシカは怒いかりに任まかせて部屋の壁かべにひじ鉄を食くらわせ、白い石材に穴を開けた。


　獣の唸うなりが聞こえ、顔を上げる。


　ドーム状の天てん井じようの真ん中が円形にくりぬかれ、そのぽっかり開いた口から、翼つばさを持つ獣と、それに乗った若い天空神たちが降りてきたのだ。


　ミューシカはにんまりと笑い、己おのれの髪かみを数本纏まとめて引き抜ぬいた。鬱うつ憤ぷんの発はつ散さん相手が、向こうからやってきてくれたのだ。ミューシカとしては大だい歓かん迎げいである。


　ミューシカが指の間に挟んで投げつけた髪は、一いつ瞬しゆんで何本もの槍やりに変じ、獣の翼を貫つらぬいた。


　だが結局、ミューシカが船の制せい御ぎよ室を占せん拠きよする前に、例の魚軍団が船の外がい殻かくに穴を開けて侵しん入にゆうし、ミューシカの獲え物ものをあらかた奪うばってしまった。八つ当たりの対象を奪われたミューシカはいっそのことこの魚軍団もぶちのめしてやろうかと思ったが、それは天王に阻はばまれた。


　天王はひそかに海界へ行き、海界の神々と話し合い、その協力を取りつけてきたそうだ。ミューシカや他の部下たちにも詳しよう細さいを明かさず海界に向かったのは、万が一にも海界の神々との会談が強硬派に知られ、邪じや魔まされるのを恐おそれたためだ。海界の神々も地上ほどではないにしろ天空の神々を警けい戒かいしており、小さな過あやまち一つで会談がぶちこわしになってしまう恐れがあったのだ。


　その苦労を水すい泡ほうに帰きしたらどうなるかわかっているんだろうなと、天王は魚兵士相手に槍を構えるミューシカに言った。ミューシカは渋しぶ々しぶ従った。どうせ戦場は他にいくらでもある。


　天王が戻ってきたことで、情じよう勢せいは一気に逆転した。


　強硬派の神々も抵てい抗こうはしたが、天王が戻ってきた上に海界まで出で張ばってきては戦力が違ちがいすぎる。ただ、天王の勢力も地上の神々と協力態たい勢せいを築きずき上げることはなかなかできずにいた。地上の神々にしてみれば天空は憎にくき敵であり、天王自身もいつかの大戦では散さん々ざん地上に戦火を広げた仇かたきだ。天王が海界に行ったのは海界の神々の仲ちゆう介かいでもって地上との交こう渉しようを行うためでもあったが、結局、天王が地上の神々の信しん頼らいを得るのに手て間ま取っている間に、強硬派が先手を打った。


〈滅びの女神〉の動きから地上の神々の行動を予測し、そこに全勢力を集結させ、待ち伏ぶせをしかけたのだ。天王の方はそれを知って慌あわてて軍勢を派は遣けんしたが、ミューシカが一軍を率ひきいて到とう着ちやくしたときには、すでに戦いは始まっていた。


　ミューシカはダンクル＝カーンにほど近い尾お根ねに向かった。その尾根は強硬派の船が乗りつけて下位神や天空獣を解放した地点の一つであり、当然強硬派の拠きよ点てんとなっていた。少なくともその日の昼まではそうだった。


　だが、ミューシカが夕刻になってそこへ辿たどり着いたとき、尾根に陣じん取どっていた敵勢力は一いつ掃そうされていた。


　神々が死ぬと、その肉体は大たい抵ていそれぞれの司つかさどるところの物質に変じる。だから死体らしい死体というのは獣の分しか見当たらないが、神たるミューシカには、殺された者たちの魂たましいが彗すい星せいのような光となって尾根を取り巻き飛び交かうさまが見えた。魂の中には、天の神のものとおぼしき輝かがやきを放つものもある──それらは一いち様ように意味をなさない絶望的な叫びを上げながら、死者の至るべき海界へと飛んでいく。


「……これはまた」


　ミューシカは心躍おどらせながら呟つぶやいた。地上の神々にもかなりの使い手がいるということが嬉うれしかったのだ。地上の神々は、だから天王側の助力を断ことわったのだろうか？　そうかもしれない。自分たちで解決できる自信があれば、かつての敵と手を組もうとはしないだろう。


　相手を警けい戒かいさせないために部下の大部分は少し離はなれた頂いただきの方に待たい機きさせておくことにする。ミューシカはごく若い戦神一柱を従えて、尾根づたいに歩いた。


　だが、いくらも進まないうちに、ミューシカは違い和わ感かんを覚え始めた。


　地上の神々の臭においがしない。あるのは、天空の神々の残していった臭いと、……人間の血の臭いだ。


　何か言いたげな部下を目で黙だまらせ、ミューシカはさらに進んだ。


　天空の船は頂に乗り捨てられていた。周囲には特に死者の魂が多く飛び交い、天空獣の死体も大量に転がっている。船の手前にはミューシカの身長の倍ほどもある大岩が一つあり、その上に、男が一人蹲うずくまっている。


「……噓うそでしょう」


　部下が呆ぼう然ぜんとした口調でそう呟いた。


　ミューシカも同じ思いだった。


「オザ・オザ。あなた……何者なんですか？」


　血まみれで蹲っていたオザ・オザは、ゆっくりと顔を上げ、自分の腰こし掛かける岩から五歩ほど離れたところにミューシカの姿を認みとめて、薄うすく笑った。


「人間だ」


「ただの人間がこんなことできるわけないでしょう」


　ミューシカは天空の神々の中では人間に興味のある方だ。最近のお気に入りはこの帝てい国こくの元皇子の少年だ。少年はまだ幼おさなくて愛らしくて弱くて、そのくせ結構しぶとくてしたたかなので、見ていて飽あきない。


　だがこのとき、ミューシカの中の「人間像」とでも言うべきものが、音を立てて崩くずれ去った。自分が今まで見てきたものは人間の一面にすぎなかったのだ。ミューシカは、はは、と笑った。笑いは次し第だいに大きくなり、しまいには爆ばく笑しように変わった。


「あはははははは!!　すごい！　すごいじゃないですか、オザ・オザ！」


　ここまで来ても、地上の神々の臭いはしない。オザ・オザの持つ弓からは濃のう厚こうな死の神の臭いが漂ただよってくるが、それ以外はオザ・オザの臭いと、天空の神々の残のこり香がしかしないのだ。


「あなた一人でやったのですか？　どうやったら人間の力でこんなことができるのですか」


　オザ・オザは小首を傾かしげ、斜しやに構えてミューシカを見つめた。


「どう？　知りたいのか？　教えてやってもいいが」


　彼は言葉通り、実地で教えてくれるつもりだ。ミューシカは狂きよう喜きしたが──


「ええ、是ぜ非ひお願いしま──え、ああ、すみません、残念ながら今はダメみたいです」


　部下がひどく狼ろう狽ばいしていることに気づき、訂てい正せいして言った。


「それで、話は変わりますけど、この前お話しした件については……」


「この前？　ああ、天と地の協力態勢を作るための繫つなぎ役になれとかいうやつか。無理だな」


「…………努力もしてないでしょ、あなた」


「する気も起きん。こっちには先の天との大戦で守しゆ護ごすべき一族を最後の一人まで根ね絶だやしにされた神やら、天の計けい略りやくにかかって人間に裏切られた神やらがごろごろいるんだ。天との話し合いなんて応じるはずがない」


　ミューシカは非ひ難なんするように、まあ、と高い声を出した。


「だめですよ。和平は憎にくしみの連れん鎖さを断たち切ることから始めないと」


「……他人ひとごとのように言うが、あんただって当事者の一人だろうが」


「わたくしは先の大戦の後に生まれましたので──と言っても地上の神々にとってみたら、天空神であることに変わりはないんでしょうけれど。ま、あなたの考えはわかりました。あなたの戦いぶりには興味が尽つきませんが、わたくしも暇ひまではありませんので、ひとまず失礼します。あ、協力していただけないのは仕方ないにしても、殺すのは強きよう硬こう派の連中だけにしてくださいね。天王様側の天空神に手を出したら、あなただけじゃなくてあなたのご主人様も殺しますよ」


　オザ・オザが一瞬で弓を構えた。


　狙ねらいはミューシカだ。


「あらぁ、てっきり自分を闘とう鶏けいの鶏にわとりのように扱あつかうご主人様を嫌きらってらっしゃるのかと思いましたけど、そういうわけでもないんですのねえ」


　ミューシカはゆったりと言ったが、その毛先は長く伸のび、すでに地面に達していた。長い髪は蔦つたか何かのように岩の上を這はい上がっていく。ミューシカは人間に弓引かれて黙って立っていられるほどできた神ではない。隣となりの部下が慌あわてふためくのも気にせず、ついでに挑ちよう発はつして戦っちゃえ、とばかりに言い放つ。


「興味深いですわねえ。いったいあなたのご主人様ってどんな方なんでしょうねえ。女め神がみ様だそうですから、この間の黒ずくめの方じゃありませんし。お美しい方ですの？　ひょっとして、異郷の女神に己おのれを売り渡わたしたのは、色いろ香かに迷っ──」


「待て」


　オザ・オザは急に呟き、弓を下ろした。


「あんたの相手をしている暇はないらしい」


　オザ・オザは天を見上げた。ミューシカも見上げた。薄うすい雲の中から、天空の船が現れたところだ。天王側の船ではなく、強硬派の船だ。だが、天空神に関かかわりのないオザ・オザにはこの船は見えないはずだ。


　なぜ気づいた？　ミューシカは訝いぶかしげな視線をオザ・オザに向けた。それを感じたのだろう、オザ・オザは天を指して言った。


「風向きが急に変わったのでな。気づくよ」


「さようで。……あなたは戻って援えん軍ぐんを呼んでください」


　ミューシカの命を受けた部下は、一つ頷うなずいて疾しつ風ぷうとなって去っていった。


　オザ・オザの髪かみが一筋、風に弄もてあそばれて乱みだれる。地面の揺ゆれが足に伝わる。天空の船が、すでにあった空からの船の隣に着地したのだ。


　ミューシカは自分の髪を抜いて槍やりへと変じ、船に向かって地を馳はせた。オザ・オザは岩の上に立ったまま、弓を構えて、第だい一いつ矢しを放つ。


　自らの敵を屠ほふりながら、ミューシカは横目でオザ・オザの姿を求めた。


　オザ・オザの弓は、奇き妙みようなものだった。


　弦つるがないのだ。


　だがオザ・オザが弦のあるべき空間を摘つまむと、弦を張られていない弓が、あたかも弦を張られているかのごとく、張られた弦を引かれているかのごとく、しなるのだ。そして引き絞しぼられた見えない弦が見えない矢を放つと、一匹の獣けものが、あるいは一柱の神が、確実に命を落とす。その矢はどうもわずかに肌を掠かすっただけで、相手を死に至いたらしめる力があるらしい。はっきり言って反則である。


　神々には強きよう靭じんな肉体と人には持ち得ぬ力がある。だが、オザ・オザには死を招く弓矢がある。肉体でこそ神々に劣おとっても、要は傷つけられなければいいのだ。反対に、彼は一筋でも相手を傷つければそれで確実に勝てる。


　ふぅむとミューシカは死体から槍を引き抜きながら唸うなった。


　エイルセイル、という神がいる。ミューシカよりも上位にあり、ミューシカが決して勝てなかった神だ。彼は天空から離り反はんし、〈滅びの女神〉を復活させ、なおかつ地上の神々の〈滅びの女神〉に関する記き憶おくを封ふう印いんした。そうすることで、〈滅びの女神〉による破は壊かいを地上の神々に邪じや魔まされまいとしたのだ。


　それを知った天空の神々は、ミューシカにエイルセイル討とう伐ばつの命を下し、地上に送り込んだ。それまで一度もエイルセイルに勝ったことのないミューシカに、エイルセイルを討うてと言ったのだ。ミューシカ自身はいつかは勝つつもりでいたが、端はたから見るとかなり無茶な命令である。そんな命令を下した天空の意い図とは何か？


　答えは一つ。天空は本気でエイルセイルを殺すつもりなどなかったのだ。


　何しろ、エイルセイルが死ねば彼の施ほどこした封印も解け、地上の神々が目覚める。地上の神々が目覚めエイルセイルの行こう為いを知れば天空に対して怒いかり狂くるうのは確実で、なおかつ秩ちつ序じよを旨むねとする天空にとって、地上の神々が目覚めて地上が混乱に陥おちいるのは避さけたい。


　だから、天空はエイルセイルと取引をした。エイルセイルが地上の神々を封じ続ける代わりに、天空はエイルセイルの「用事」が終わるまで彼を殺さず、その間に〈滅びの女神〉対策を講こうじる。それが当時の天空における主流派の考えだった。ミューシカに命令を出しておけば、万が一地上の神々が目覚めるようなことがあっても、「討伐命令は下した」という言い訳ができる。


　だが、〈滅びの女神〉を封ふうじるのは生なま易やさしいことではなかった。


　それが明らかになるにつれ、地上の神々を目覚めさせて〈滅びの女神〉の始末をつけてしまった方がいいという者と、いややはり地上の神々は眠ねむらせたまま、自分たちで〈滅びの女神〉を封じるべきだという者とに、天空は二に分ぶんされていった。それまで沈ちん黙もくを守っていた天王はここに来て重い腰こしを上げ、前者への支持を明確にし、対して反天王派の神々は後者の支持に回った。ミューシカが天空を離はなれ、エイルセイルを追っていた時期のことである。


　そしてその論争の最中さなか、エイルセイルは突とつ然ぜん殺された。手を下したのは人間の女魔法使いだ。指示を下したのが誰だれか、天空の方では摑つかみきれていなかったのだが、地上の方ではそれもわかっているらしい。おそらくオザ・オザはその件に深く関わっているはずだと、ミューシカは考えている。と言っても、オザ・オザが『駒こま』にすぎないというのは真実だろうから、実行犯か、それに近い存在だったはずだ。


（……ちょっと似てます、わね）


　少し前の自分と、今のオザ・オザ。共通点は『駒』であることだ。


　ミューシカはエイルセイル討伐の任にんを受けながら、その任を果たさないことを期待されていた。エイルセイルに天空との取引を臭におわすことを言われ、やっとミューシカも自分への命令がどういう経けい緯いで出たのか調べ始めた。そして、自分が一つの『駒』にすぎなかったことを知った。ミューシカが生を受けた天空には、力を武器とする戦いの他ほかに、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを武器とする戦いもまたあり、それに打ち勝てない者は、誰かの『駒』であり続けるのだった。


　そんなのはごめんだ。闘とう鶏けいの鶏にわとりであるのは、別にいい。だが主あるじに振ふり回されるなど、もう懲こり懲ごりだ。そこが、オザ・オザと自分の違ちがいなのだろう。ミューシカはそう思う。


　かつてエイルセイルの言った台詞せりふを思い返す。


『おまえならば、望むように生きられるだろう』


　正直、自分の望みがなんなのか、まだはっきりとはわからない。


　だが、今は誰にも振り回されずにいるために、誰よりも高いところへ。


　そのために、槍を振るう。







◇◆◇







　イリウス砦を出て、ディディウスらは地上の神々とともに〈滅びの女神〉を追った。〈女神〉を先回りして巨大化する前の〈モドキ〉を見つけ出し、焼き払いもした。だが、地上の神々がダンクル＝カーンに陣取った〈滅びの女神〉を囲み、いざ最後の戦いをけしかけようとしたそのとき、邪魔が入った。


　天の神々の船だ。


　船から雷かみなりが降り注ぎ、落らく雷らいによって木に火がつき、山火事が起こった。天の神々は獣を連れて地上に降り立ち、地上の神々と武器を打ち合わせた。力と力がぶつかり合い、弾はじけた。おまけに血の臭においを嗅かぎつけ、生き残った〈モドキ〉まで首を突つっ込んできたものだから、あっという間に乱戦になった。


　ディディウスはその乱戦の中で仲間とはぐれ、〈モドキ〉や天空獣の牙きばを逃のがれ戦場を彷徨さまよううちに、ウィルゴを見つけた。彼女は天空獣の群れを単たん身しん切り抜け、戦場を離れようとしていた。


「ウィルゴ」


　戦線をくぐり抜けたところでやっと追いついて、岩だらけの斜しや面めんを上る背中に声をかけたら、思いきり怒ど鳴なられた。


「ついてくるな、隠かくれてろ！」


　この斜面を上りきったところに、〈滅びの女神〉がいるはずだ。ヴェルペイアがそう言っているのを、ディディウスもウィルゴも聞いていた。


　ウィルゴは一人で〈滅びの女神〉のところに行くつもりなのだ。


「戻って、ウィルゴ！　一人で行くのは危険だ」


　ディディウスは岩にしがみついて斜面をよじ登りながら、怒鳴り返す。


　ウィルゴは立ち止まり、一いつ瞬しゆんだけディディウスの顔を睨にらみつける。思わず足が竦すくんでしまうような視線だったが、ディディウスはひるまず言った。


「戻らないなら、俺も一いつ緒しよに行く」


　ウィルゴはまた背を向けて、斜面を上り始めた。背中で、死者が鍛きたえたという大たい剣けんが揺れる。


　ディディウスは身体からだを低くし、ウィルゴを追って斜面を上りながら言った。


「〈滅びの女め神がみ〉と契けい約やく結んだのは俺だから。だから、最後まで見届ける」


「ばかなことを……」


「ウィルゴだってばかなことしようとしてるじゃないか。ねえ、なんで一人で行こうとするの？　ノクスまで置いていくなんて……死に急いでいるようにしか見えないよ」


　ウィルゴは再び立ち止まり、しばらく黙だまっていたが、結局観かん念ねんしたように振り返った。その目はディディウスを、次ついでその背後に広がる大地を見晴るかした。


　ディディウスもつられて振り返った。


　周囲よりひときわ高いところに立ったので、景色がよく見み渡わたせた。


　岩だらけの斜面は中なか程ほどから灌かん木ぼくの茂しげみに覆おおわれ、茂みはさらに広大な森へと続くが、その森のところどころから火が上がっていた。空には絶えず稲いな光びかりが閃ひらめき、雷らい鳴めいがしばしば轟とどろき地面を揺ゆすぶる。この斜面を下ったところで、地上の神々は天空の神々の待ち伏ぶせに遭あい、足止めを食ってしまっている。戦力は分ぶん断だんされ、各個撃げき破はされるのは時間の問題だ。


　地上は〈滅びの女神〉に膝ひざを屈くつする前に、天空に膝を屈しようとしているのだ。


（……地上はどうなるんだ？）


　地上の神々が死んでも、その司つかさどるところのものは消えたりしない。神々の眷けん属ぞくや妖よう精せいが、その司るところのものを守っていってくれる。だが、神々が生きていたころのような輝かがやきは、もう二度と見られないという。


　煙けむりを上げる森を、稲光煌きらめく空を、山々の青くかすむ稜りよう線せんを、ディディウスは見つめた。


　そして砦とりでのそばの、炎ほのおと濁だく流りゆうに汚けがされたあの谷底を胸に蘇よみがえらせた。


　あの一件以来、神々のディディウスに対する扱あつかいが変わった。それまでは、自分たちの運命に巻き込んでしまった子どもとして憐あわれみに似た感情を向けてくれてもいたが、もはやその認にん識しきは消え失うせていた。今やディディウスは地上に傷を残してでも〈滅びの女神〉と戦おうという一人の戦士であり、なおかつ地上に傷を残すような提案をした、憎にくむべきミュドラネ人だった。神々はディディウスのことを戦士として認めながらも、仲間として受け入れるのをためらっているのだ。ディディウスに関わるダークロアやウィルゴらも同じ扱いを受けた。


　一人で〈滅びの女神〉のところへ行こうというウィルゴの気持ちもわかる。だが、ノクスまで置いていくことはない、とディディウスは思う。


　ダークロアは今いま頃ごろこの乱戦ではぐれてしまったノクスを捜さがしているはずだ。ウィルゴが一人抜ぬけ出すのを見たディディウスとダークロアは、相談して、ディディウスがウィルゴを追って引き止める間に、ダークロアがノクスを捜し出してあとを追うことにしたのだ。


　だが、斜面には、ノクスの姿もダークロアの姿も見えない。


「ノクスに生きていてほしいんだ」


　ウィルゴは苦く笑しように似たものを浮うかべて言った。


「私だって死にたいわけじゃない。最後まであがくつもりだ。だが、もしかしたら負けて、誰からも忘れられてしまうかもしれない。そうなって、たとえ忘れられてしまっても、ノクスの中にだけは、私の……生きた証あかしが残るような気がするんだ。ノクスの生きている限り、私もこの世界に存在し続けていられる気がするんだ」


　ノクスの名を呟つぶやくときだけ、ウィルゴの厳きびしい顔に、優やさしいものが浮かぶ。ウィルゴはその感情を包み込むように、自分の胸をそっと押さえる。


「あれだけたくさんの命を奪って、あれだけたくさんの人を傷つけてきた私が、それでもまだ自分のことにこだわっているなんて。ひどい話だ」


　胸に当てていた手で拳こぶしを作り、そっと下ろす。


「……だが、そうとでも思わないと、怖こわいんだ。自分の生きたすべてが、なかったことになってしまいそうで」


　微かすかに震ふるえる声で、そう呟く。


　そしてウィルゴはディディウスに背を向け、また歩き出した。


　その背中にかけるべき言葉を、ディディウスは見いだせなかった。ただ、ウィルゴの言うことは正しいが、何かが根本的に間違っている気がした。それではいけないような気がした。


「それじゃあ……それじゃあ、ダメだよ、ウィルゴ！」


　ディディウスはなんと言っていいのかわからないまま、叫さけんだ。


「そりゃ、〈滅びの女神〉に食われても、ノクスさんの中にならあんたの欠片かけらが残るだろうさ！　あんたがいつどこで何をしたってことは忘れても、あんたと出会って得たものや、感じた思いや、変わったものなんかはそのまま残るんだから！　あんたがいなくなったら、ノクスさんの胸にはあんたの形をした大きな空くう洞どうができるんだ！」


　ウィルゴの肩が不安そうに揺ゆれ、足が止まった。


「あんたが〈女神〉に食われたら、ノクスさんはきっとあんたを捜さがす。名前も姿も覚えてなくても。あんたの空けた胸の空洞を、他のもので埋められるわけないんだから！　そんなんでいいの──そんなんで、ノクスさん置いていって本当にいいのか、ウィルゴ！」


　なかなか振ふり向かないウィルゴに業ごうを煮にやして、ディディウスは走ってウィルゴの隣となりに並んだ。そして、絶句した。


　ウィルゴは子どものように泣いていた。


　ぼろぼろと涙なみだをこぼし、綺き麗れいな顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて。視線が合い、ウィルゴは唇くちびるを嚙かんでディディウスの頭を殴なぐった。


「だっ」


「見るなっ！」


　そして、涙を手の甲こうで拭ぬぐい、また歩き始める。


「ウィルゴ！」


　ウィルゴにはもう立ち止まる気配はない。ディディウスはもどかしい思いでその背と、斜しや面めんの下とを交こう互ごに見て、結局先に進むことにした。ウィルゴの言いたいことはわかる。だが、やはりそれは間違っているのだと、ディディウスは思う。ウィルゴは泣いていた。ノクスを一人残してこの世から消えてしまうかもしれないという苦痛に、震え、泣いていたのだ。


　積み重なる岩を越こえたり迂う回かいしたりして進むうちに、行く手に奇き妙みようなものが見えてきた。白くて大きな「何か」だ。ディディウスは最初それを白い小山だと思った。だが、斜面を上りきり、岩で視界が邪じや魔まされることがなくなったとき、自分が間ま違ちがっていたことがはっきりした。それは小山ではなく、小山と言っていいくらい巨きよ大だいな、一本の木だったのだ。


　表面のごつごつとした感じは樹皮そのものだ。基き部ぶは水に洗われて土が流されてしまったのか剝むき出しで、根の一本一本がグロテスクなほど勝手気ままに絡からみ合っている。全体としては、折れたか伐きられたかして、根本にごく近いところだけを残した木、だ。ただし、色は白一色。


（これが──〈女神〉の玉座？）


　ディディウスは地上の神々から聞いていた話を思い返し、その純白の切り株かぶを見上げた。


『ダンクル＝カーンの中腹で、〈女神〉は生まれた。そこに〈女神〉の揺りかごがあり、玉座がある。そここそが始まりの地。〈女神〉はまたそこから始めるつもりだ』


　だとすると、〈滅びの女神〉はここに──


「ウィルゴ、待って！　お願いだから……あー、もうっ！」


　ウィルゴはディディウスの声をまるきり無視して、その巨大な根と根の間を抜けて、奥へ行ってしまう。ディディウスは周囲を警けい戒かいしながら、ウィルゴを追った。どうやら見えるところに〈モドキ〉はいないようだった。血の臭においに引き寄せられて戦場に行ってしまったのだろう。


　そして、横たわる根を乗り越え、根と根の間の狭せまい空間をすり抜け、「そこ」に足を踏ふみ入れたディディウスは、ウィルゴ同様、立ち尽つくした。


「そこ」は、根と根の間の土がなくなったことによってできた、広大な空間だった。思いの外ほか明るいのは、幹に空いた巨大なうろのせいで天てん井じようと言えるものがないからだ。降り注そそぐ穏おだやかな午後の光が、均ならされたように平らな地面を、そこここに咲さく可か憐れんな花を、ディディウスの前で立ち尽くすウィルゴの剣を、奥の暗がりに据えられた石の玉座を照らし出している。


　その玉座に、〈滅びの女神〉は腰こし掛かけていた。


　ディディウスらを見て、ゆっくりと立ち上がる。


「よく来たな」


　形良い漆しつ黒こくの唇くちびるの間から、女性の低い声が出てくる。


「たっぷり歓かん迎げいしてやるぞ」


〈女神〉の手に、忽こつ然ぜんと長なが柄えの斧おのが現れる。ウィルゴは背負った剣を留とめ具ぐから解放する。


　否いや応おうなく、戦いは始まってしまった。


「あー、くそっ、頼たのむよ！」


　ディディウスのやけくそ気味の声に応こたえて、何十羽もの蝶ちようが、巨大な根の陰かげや隅すみに咲く花の裏から現れ、〈滅びの女神〉の周囲を取り巻く。〈女神〉の視界が、蝶で塞ふさがる。


　一いつ瞬しゆん生まれた死角へ、ウィルゴが飛び込み、〈女神〉の左脇わき腹ばらめがけて剣を叩き込む。


　だが、〈女神〉の左手は正確にその刃やいばを摑つかんで止めた。


　ウィルゴは迷わず剣から手を離はなして後ろに転がる。〈女神〉の右手に持った斧の刃が、ウィルゴのさっきまで立っていた地面をえぐる。石と化した根は衝しよう撃げきによって砕くだけて飛び散り、ウィルゴの肌はだを浅く傷つける。


〈女神〉がウィルゴの剣を投げ捨て、左手を軽く挙あげた。それだけで、〈女神〉を取り巻いていた蝶は散っていく。逃にげ遅おくれた一羽の脚あしを摘つまみ、握にぎりつぶし、〈女神〉は薄うすく笑う。


「目め隠かくしのつもりか？」


　ディディウスは〈滅びの女神〉を挟はさんでウィルゴの対角線上に立っていた。〈女神〉との距きよ離りは十歩ほど。だがそれは〈女神〉相手にはまったく無意味な距離だった。


「私の目はそこら中にある。私の腕や口がそこら中にあるのと同じように」


　その言葉と同時に、ディディウスの足首にずるりと何か、氷のように冷たくて、ねっとりと濡ぬれたものが触ふれた。ハッとして見下ろすと、足首に黒い蛇へびが絡みついている。闇やみの双そう眸ぼうと視線が合う。細かな鱗うろこのざりざりという感かん触しよくに鳥肌が立ち足が竦すくむ。蛇は口を開けて言った──。


『私はどこにでもいる』


　ディディウスは短剣を抜ぬいて蛇の頭に切りつけた。蛇は笑うような声を上げて搔かき消え、短剣の刃は砕け散った。


　ディディウスが顔を上げると、〈滅びの女神〉はそれまでいたのと同じ場所に、薄い笑みを浮かべて立っていた。ウィルゴはその背後で〈女神〉を警戒しながら、地面に落とされた自分の剣との距離を測はかっている。


「あんたが地上を滅ぼそうとするのは」


　ディディウスは笑う膝ひざを押さえて、必死で声を出した。一声出すと、割わり合あいに楽になれた。そのあとは一気に言う。


「地上の神々が、〈樹き〉の枝を切ったから？」


　かつて地上に生えていた〈樹〉。それはすべての力と命の源であり、神々もまたその実を食うことで力と命を得ていた。ところが神々は実だけでは飽あきたらず、枝を手に入れようとした。そして〈樹〉の怒いかりを買った。


　ディディウスはオドラエルからそう教えられていた。そうして〈樹〉は枯かれてしまったと。


　けれど、神話はそこで終わらなかったのではないかとディディウスは思う。


「そう。地上の神々あれらは私の腕を切った。皮ひ膚ふを剝むいた。目玉をえぐり出した」


　そしてその予想は当たっていた。


「そのとき〈樹〉としての私の中に〈滅び〉としての私が生まれた。私は私の身を食い破やぶり腹より這はい出いで世界を知った。この憎にくむべき裏切り者たちの世界を知った！」


〈滅びの女神〉の背後には、もう一柱の〈女神〉がいた。その身体からだには何本もの根が絡みつき、彼女はその根のうねりの中で、眠るように目を閉じ、根ごと石になっていた。その慈じ悲ひに満ちた顔立ちも、一いつ糸しまとわぬ肢し体たいも、〈滅びの女神〉よりずっとふっくらしていて豊かだった。ただ、むき出しの二つの乳ち房ぶさの下、腹のあるべき場所には大穴が空き、光降り注ぐ中、そこだけが妙みように黒く虚うつろだった。


　これこそが、〈滅びの女神〉の玉座にして揺ゆりかご、そして抜け殻がらだ。


「私は地上の母として、あれを──おまえらが神と呼ぶ者を生み、育てた。けれどあれは私を裏切り、私の腕を切り取った。なぜだと思う？　私の真ま似ねをするためだ」


〈女神〉の内なる激情はその身に纏まとう鎧よろいに伝わり、鎧そのものを蠢うごめかせた。どんな金属よりも硬かたいはずの漆しつ黒こくの鎧の表面が、水のように波立つ。


「あれには己おのれの腹に子を宿す力がない。新しい命を作り出すには私を真似ねばならなかった。だからあれは私の腕を切り、その肉にく片へんを泥どろの中に混ぜて人を作った」


「……そして、人間は〈樹〉の枝の力を受け継ついだ……」


　ディディウスは呟つぶやき、〈女神〉はそれへ頷うなずく。


「そう。海と天にいる私の姉し妹まいたちもそれぞれの世界で子を生んだが、そんな悪さをしたのは私の子だけだった。だから〈滅びの女神私〉も人間も、地上にのみ存在する。わかってしまえば単純な話だ。だが、今では当とうの神々ですら忘れ果てている」


〈女神〉の纏う鎧、その胸甲部分がぞろりと動き、何十匹ぴきもの蛇となる。蛇は一いつ斉せいにしゃあと息を吐はくと、満足したようにまた身を寄せ合い、元の鎧の状態に戻もどる。


「……メイを返してくれ」


「そうしよう」


　真まっ直すぐに垂たれていた〈女神〉の髪かみが不意に揺れ、舞まい上がった。それまで風の気配すら感じられなかったのに、急に強い風がディディウスの身体を叩たたいた。


　ディディウスは腰こしを落として足を開き、風に逆さからってその場に踏み留とどまろうとした。


「肉体も持たないくせに、私に突つっかかってきた」


〈女神〉の声がそう言った。ディディウスは声の聞こえる方を向く。


〈滅びの女神〉の左ひだり肩かたの上に、美しい球が浮かんでいる。大きさは一ひと抱かかえか、それより幾いくらか大きいくらいだろう。表面は真しん珠じゆに似た光こう沢たくを持っているが、シャボン玉のように内部が空くう洞どうで、透すけて見える。そして、その中で膝を抱かかえ、長い髪を身体に纏まとわりつかせている少女が一人。球はくるりと回転し、それまで隠かくれていた少女の顔がディディウスにも見えるようになる。閉じた瞼まぶた、長い睫まつげ、鼻筋の細い、繊せん細さいそうな美少女。メイヴェーラ。


　メイヴェーラ。


　ディディウスの頭は一瞬真っ白になった。その瞬間、風に負けて腰を浮かしてしまう。後ろに倒たおれ込み、さらに転がって背中を柱に強打する。息ができず、何度か咳せき込む──


　風は止やまない。メイヴェーラの収まった球の辺りから吹ふき寄せてくるようだ。〈滅びの女神〉は同じ場所にさして困こん難なんもないようすで立ち続けている。


　なびく髪だけが、その風の強さを表している。


「肉体を持たない者は他人の肉体に影えい響きようを与あたえるような力は使えぬ。だから肉体のないこいつは、魂たましいのみで私にぶつかってきおった」


〈滅びの女神〉の声は、風の音をついてディディウスの胸によく響ひびいた。


「自みずからを犠ぎ牲せいにしてでも、私を海界に引きずっていこうとしたのだろうな。強い心の持ち主だった。だが絶望していた」


　絶望していた。


　その言葉が、とりわけ強く、ディディウスの胸に響いた。


「だから私はこいつを今少し地上に留めておくことにした。こいつの絶望を愛めでるために。おまえの絶望を広げるために」


　メイヴェーラを収めた球は、くるりくる、とゆっくり回転している。メイヴェーラの肌に落ちる光と影かげも、その回転に合わせて少しずつ変わる──


「あ……」


　メイヴェーラの姿は、ディディウスがこれまでに何度か見てきたものとは違ちがった。これまで見てきたメイヴェーラは、もっと現実感がなかった。常に己おのれの内から放はなたれる光に包まれていて、実際の灯ともし火びや陽光などによって影ができることなどなかった。それは、ディディウスがこれまで見てきたメイヴェーラが魂の姿だったからだ。


　だが今目の前にある姿は、違った。光を自ら放つこともなかった。陽光を浴あびる肌はきめ細かく美しかったが、肉感的でもあった。


「身体が……ある？」


　ディディウスの声は、相変わらず吹き続ける風によって、自分の耳にすら入ってこなかった。だが〈女神〉にはその声が聞こえたようだった。


「身体は、こいつを眠らせたあと見つけた」


「見つけた!?　でも、メイの身体は〈酸の海〉に焼かれてだめになったはず……」


「妖よう精せいが持っていた」


　ディディウスは柱にすがるようにして立ち上がった。もっと近くでメイヴェーラを見たかった。〈滅びの女神〉の背後に、ちらりとウィルゴの姿が見えた。柱にもたれるようにして立っている。手には剣──おそらく、風で飛んできたのを捕つかまえたのだろう。


　ディディウスは震ふるえる声で怒ど鳴なった。


「妖精……って、どうして!?」


「知るか。目につくものをなんでも食っていたら、そのとき食った妖精の一匹が持っていたのだ。最初は小さな水すい晶しよう球の中にまだ魂も持たぬ赤子の身体が閉じ込められていただけだった。が、放ほうっておいたらいつの間にかその身体が西風の魂を取り込んで、あとは勝手にでかくなって、この姿をとった」


　ディディウスはメイヴェーラに肉体があることに驚おどろき、その理由がわからず混乱していたが、本当はその前に、真っ先に注意を払はらうべきことがあった。


『おまえの絶望を広げるため』


〈滅びの女神〉は自分がメイヴェーラを滅ぼさずにとっておいた理由を、そう言ったのだ。


「それでおまえは」


〈滅びの女神〉が風とともにそう囁ささやくのを聞いて、ディディウスはそのことにやっと気づいた。


「私がこいつをどうすると思っているのだ？」


「……やめろ」


　上うわ擦ずった声は風にかき消される。ディディウスは声を張り上げた。


「やめろっ！」


　そのときにはもう、〈滅びの女神〉は斧おのを振ふり上げていた。風がぴたりと止やむ。球が回転するのをやめる。メイヴェーラは目を開ける。その目と目が合い、ディディウスは飛び出した。


「メイ！」


〈女神〉の斧が振り下ろされる。それを受け止めたのは、ディディウスよりも一いつ瞬しゆん早く事態に気づいたウィルゴの剣だ。ウィルゴは風が止むと同時に飛び出していた。聞いた者の肝きもをつぶすような奇き怪かいな不協和音が響き渡わたる。剣と斧とがぶつかり合い、泣いている。ウィルゴの背が反そる。片方の膝ひざが地につく。それでも彼女は諦あきらめず、斧を押し返そうともがく。


「……従したがわせたのか」


〈女神〉は疑問でも確かく認にんでもなく、確信の呟きを漏もらす。ウィルゴは答えず、ただ力を込める。


「だが使いこなせていない」


〈滅びの女神〉の斧が、剣に食い込む。ぴしりという小さな音とともに、刀身にひびが入る。だがその間にディディウスはメイヴェーラの元に辿たどり着いていた。真珠を思わせる光沢のある表面は、触ふれるとぱちんという音と砕くだけた硝子ガラスにも似た煌きらめきを残して消える。降ってくるメイヴェーラの身体からだを、ディディウスは抱だき留める。柔やわらかな花の匂においがふわりとかおる。


　メイヴェーラは目を開けていた。その目とディディウスの目は、さっきからずっと合ったままだった。互たがいに何も言えない一瞬が流れ、そしてどちらかが口を開く前に、〈女神〉の横よこ殴なぐりの二撃目を剣で受けたウィルゴが、その衝しよう撃げきを受け流せずに吹き飛ばされた。


「ウィルゴ！」


　ウィルゴはディディウスらの手前で止まり、すぐに起き上がって剣を構える。


　だが、〈滅びの女神〉は一息に距きよ離りを詰つめ、ウィルゴの目の前に立っていた。


　膝ひざ蹴げりをまともに腹に喰くらい、ウィルゴは今度こそ吹き飛ばされ、ディディウスの横を転がり、背後の柱に背を打ちつけた。


〈滅びの女神〉は、一歩、ディディウスに近づく。


　ディディウスはメイヴェーラを背後に庇かばおうとした。


　だがその前に、ディディウスの喉のどを、体温を感じさせない〈女神〉の手が摑つかんだ。


　そのまま、宙に持ち上げられる。


　もがくディディウスの目の前で、斧の刃やいばがメイヴェーラの身体の上に振り下ろされた。







◇◆◇







『彼』には、もう何も恐れるものはなかった。一番大切なひとに刺さされ、死にかけた。いっそ死ねたらどんなに楽だったか知れないが、そんなことを考えるのもばからしいほど、彼はしっかり生き延のびてしまっていた。


　だから彼は〈滅びの女神〉に張りついた。〈女神〉の隙すきをずっとずっと窺うかがっていた。


　気配を殺すのは得意だった。何しろ、昼間の彼は息をしていない。


　そうして、やっと好こう機きが巡めぐってきた。


〈滅びの女神〉は彼に背を向けていた。彼の隠れている柱の陰かげからは、およそ五歩ほどしかない。やるなら今だ。彼は手にした木の枝を握にぎりしめた。それはここへ来る道すがら拾ったただの木の枝だったが、彼の頭の中ではただの木の枝ではなく、立派な槍やりだった。〈創造〉の力を宿した武器だった。だからきっと〈女神〉を殺せる。彼はそう思い込んでいた。一番大切なひとが自分を殺そうとしたという事実は、彼に最後に残された一いつ片ぺんの正気を握りつぶしてしまうほどの衝しよう撃げきだった。


　迷うことはない。〈女神〉を殺して英えい雄ゆうになるのだ。彼の空からっぽの頭ず蓋がい骨こつは彼にそう囁き、彼はいっそう強く枝を握った。


　──だが彼はそのとき見てしまった。


　彼の大切なひとが、〈滅びの女神〉の斧の餌え食じきになろうとしているところを。


〈女神〉は斧を振りかざし、彼の大切なメイヴェーラの身体目がけて振り下ろそうとしていた。メイヴェーラは身動きできずに地に倒れ伏ふしている。〈女神〉が斧を振り下ろした瞬間だ、と彼は自分に言い聞かせた。誰だれかを屠ほふったその瞬間だけは〈女神〉にも隙が生まれるはずだ。他人の命なんか知らない。メイヴェーラなんか滅ほろぼされてしまえばいい。


　そう思った。


　なのに。


　なのに。


　それなのに、どうして今自分はメイヴェーラを抱きしめているのだろうか。


　彼は、メイヴェーラの姿を見た瞬間駆かけ出してしまっていた。〈女神〉の斧が振り下ろされる前に駆け出し、メイヴェーラの上に身を投げ出していた。


　さっきまで握っていた木の枝は最初に投げ捨てている。


〈女神〉の斧はすべてを滅ぼす。地上から、人々の記き憶おくから、それが存在した痕こん跡せきすらなくそうとする。


　それでも彼は気がつくと我わが身を投げ出していた。


　最さい期ごの時を思い、彼はメイヴェーラを抱きしめる腕うでに力を込める。


　──だが、衝撃はいつまで経たっても襲おそってこない。彼はそっと顔を上げた。


　その頭を鷲わし摑づかみにされた。


　頭蓋骨にひびが入る。


　彼の身体はいともたやすく宙ちゆうにつり上げられ、それでもメイヴェーラを離そうとしなかったものだから、今度は抱きしめたメイヴェーラごと地面に叩たたきつけられた。衝撃で力が弛ゆるんだところをつかれ、腕を摑まれ引きはがされ、彼だけ地面に叩きつけられる。


　彼は起き上がろうとした。だが腹の上には〈女神〉の右足がどんな岩よりも重くのしかかり、それを許さない。彼の視線の先で、メイヴェーラは生まれたての赤子のように無む防ぼう備びに地に這はいつくばり、〈女神〉を──その斧を見上げるだけだ。


　彼の手は届かない。だが〈女神〉の斧は届く。


　彼の上で、〈女神〉は斧を振り上げる。


「あ……」


　彼の喉のどからそういう声が漏もれ、そして〈滅びの女神〉は彼の一番大切な者に斧おのを突つき立てた。


　彼は長く、絶叫した。


「あ…………あああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」







◇◆◇







　ディディウスの目の前で、事じ態たいのすべてはゆっくりと動いた。


　それなのにディディウスには何もできなかった。


〈滅びの女神〉はディディウスの喉を絞しめ上げながら、メイヴェーラの身体に斧を振り下ろそうとした。だが突然柱の陰からごみみたいな黒い影が飛び出して、メイヴェーラと斧の間に立ちはだかった。そいつは自分を盾たてにして、メイヴェーラを守ろうとしたのだ。ぼろぼろのローブの隙すき間まから、肌にしては白すぎるものが見える。骨だ。頭蓋骨だ。


（ギャンダルフィッハ……）


　ディディウスは声も出せず、ただ胸の中でその名を呼んだ。ギャンダルフィッハはメイヴェーラに刺さされて死んだものと思われていた。もう、何日も、何十日も前のことだ。


　だが、ギャンダルフィッハは生きてはいないのだから、死ぬこともなかった。彼には皮ひ膚ふも肉も神経もない。骨だけが、不思議と人の形を作ってつながっている。死を奪うばわれ、生でも死でもない状態に留めおかれた彼の本当の姿だ。


（……生きてたんだ）


〈滅びの女神〉に死を奪われた彼は、やはり死ねなかったのだ。


〈滅びの女神〉はギャンダルフィッハの背中に届く寸前で斧を止めると、ディディウスの身体をそこらに投げ捨てた。


「……げほっ」


　地面に叩きつけられ背中を打ちながらも、ディディウスはすぐに立ち上がろうとした。だが、できない。足あし下もとを見ると、根と根の隙すき間まに足を挟はさんでしまっていた。


　その間にギャンダルフィッハは〈女神〉によってメイヴェーラから引きはがされ、地に転がった。メイヴェーラの身体も投げ出され、俯うつぶせに倒たおれる。


「あ……」


　ギャンダルフィッハの喉からそういう声が漏れた。


〈滅びの女神〉は大きく振ふり上げた斧を、メイヴェーラの背めがけて振り下ろした。


「っ！」


　メイヴェーラの身体が大きく反そり返り、目が見開かれる。口が開き、空気が漏れ出る。


　ギャンダルフィッハの長い絶叫が聞こえ、そしてディディウスも叫んでいた。


「メイヴェーラ！」


　だが、見る間にメイヴェーラの身体は指先から崩くずれていく。


　長い髪かみの先が、薄うすい爪つめの生えた指先が、灰とも雪とも思われる白い塵ちりに変わっていく。


〈滅びの女神〉に食われたものは、他者の記憶からすらも忘れられる。


　ディディウスは頭の中から、メイヴェーラに関かかわる記憶が、思い出が、波に砂がさらわれるようにあっさりと消え去っていくのを感じた。笑え顔がおも、わがままな言葉も、すぐ他人に抱だきついてしまう癖くせも、そして名前すらも忘れてしまう。


　最後に残された髪の一筋が消え、純白の塵が地面にふんわり積つもる。


　そして、絶望だけが残される。


「…………」


　ディディウスは自分が泣いていることに気づいた。ただひたすら胸に空くう洞どうが広がっていた。メイヴェーラの記憶すらなくしてしまったディディウスには、どうして自分がこんなにどうしようもない気分になっているのかさっぱりわからなかったが、ただ自分が忘れてはいけないひとを忘れてしまったのだということだけはよくわかった。


　そのとき、絶叫が響ひびいた。ギャンダルフィッハが、叫びながら〈滅びの女神〉に殴なぐりかかったのだ。手には太めの枝を握っているが、それで〈女神〉を倒せるわけもない。案あんの定じよう、〈女神〉は避よけもしなかった。木の枝は彼女の腕に触ふれた瞬間に崩れ去った。


「まだ逆さからうのか」


〈滅びの女神〉は面めん倒どうそうに言った。


「どれ。食くらう前に、奪っていたものを返してやろう」


　言葉と同時に、ギャンダルフィッハは突とつ然ぜん倒れ、身体をくの字に折って苦しみ出した。死にかけた虫のように地面に指を立ててもがく姿を見ても、ディディウスには何もできない。いや、あまりの虚きよ脱だつ感に、立ち上がる気力も湧わかない。


　そのうちに、〈滅びの女神〉はディディウスの目の前に立っていた。


「あれは苦しませておけ。先におまえを食ってやろう」


〈女神〉は膝ひざを曲げ、ディディウスの前に片かた膝ひざをつき、そして白い指をディディウスの頰ほおに伸のばした。〈女神〉の指が触れ、触れたところから凄すさまじい激痛が走った。皮膚と肉の間を虫が這はうような、異常な感覚。それは一瞬にして全身に広がった。


　ディディウスは〈滅びの女神〉に食われた。











　ウィルゴの目の前で、ディディウスは消えていく。


「あ……」


　喉のどが震ふるえて、驚くほど頼たよりない、情けない声が漏もれる。





『あんたの空けた胸の空くう洞どうを』





　ウィルゴは柱にすがり、立ち上がった。頭を打って数秒だけ気を失い、気がつけばギャンダルフィッハが倒れていて、〈滅びの女神〉がディディウスの頰に触れていた。触れられた部分から、ディディウスは灰とも雪とも思われる白い塵になって消えていく。


「あ、あぁああぁ……」


　どくんと心臓が鳴った。





『他ほかのもので埋うめられるはずがない──』





　それはいったい誰の台詞せりふだったか。


「あああああああああああああ！」


　ウィルゴは叫び、いつの間にか取り落としていた剣を拾った。重いそれを両手で握にぎり、持ち上げる。一息に踏ふみ込み、下から上へ、〈滅びの女神〉の脇わき腹ばらを狙ねらって突き上げる。


　剣はみごとに〈女神〉の右の脇腹から入り、左の肺の方へ突き抜ける。決して生きてはいられない傷だ。それなのに〈女神〉は一いつ滴てきの血を流すこともなかった。


　ただ、ウィルゴの剣を摑つかみ、自分の腹から引き抜いた。


　ウィルゴは尻しり餅もちをついて、立ち上がるのも忘れて呆ぼう然ぜんと〈女神〉を見上げた。


　そのまったく光らない黒い鎧よろいには傷一つない。剣を摑んだはずの掌てのひらにも出血はない。


「言っただろう」


〈女神〉はウィルゴを見下ろして言う。


「おまえにはその剣は御ぎよせぬ」







◇◆◇







　ゆっくりと目を開けると、見慣れた天井が目に飛び込んできた。


　身体を起こし、きょときょとと周囲を見回す。ディディウスはたくさんの毛皮に埋もれていた。優やさしい風ふう合あいの木の壁。床には絨じゆう毯たんが敷しかれている。唯ゆい一いつの出入り口にかけられた毛織物を見て、ディディウスはそこがダークロアの師し匠しようフィの小屋であると気づいた。


「あれれ？」


　ディディウスは記き憶おくが混乱していた。自分は〈滅びの女神〉と戦っていたはずではなかったか？　立ち上がり、とりあえずフィを呼んでみる。返事はない。次にダークロアの名を呼ぶが、やはり答えはない。


　ディディウスは仕方なく、戸口にかかる毛織物に手をかけた。この向こうは居間で、いろりがあるはずだ。なんだかやけに寒いから、火を熾おこした方がいいかもしれない。


　だが、毛織物の向こうにあったのは、予想した部屋ではなかった。


　森の中だ。


「……えっと」


　ディディウスは背後を振り返ったが、あったはずの戸口はなくなり、毛織物も消えている。


　そこは、見事に森の中だった。常緑の木々が立ち並び、濃こい緑が日差しを隠かくす。むき出しの足首に、ちくちくと草が刺ささってこそばゆい。鼻先を蝶ちようが飛んでいく。


　ディディウスは頭を搔かきながら、一歩二歩と歩いた。三歩目で、足がタイルを踏む。床ゆかに敷しき詰つめられてモザイク模も様ようを描えがく、美しいタイルだ。ディディウスは呆然と顔を上げ、また周囲を見回した。そこはすでに森の中ではなくて、宮きゆう殿でんの廊ろう下かだった。見覚えがある。これは、皇子であったディディウスが住んでいた宮殿だ。


　──と、床にひびが入った。床が崩れ、壁かべが砕くだけ、天てん井じようが落ちてくる。壁も、床も、天井も、すべてが白い灰のように雪のように細かい塵となって周囲に積もる。その積もり方があんまり優しかったので、ディディウスにはそれが本当の雪のようにも思えた。


　そうして、ディディウスだけが残された。


　周囲は見み渡わたす限り、雪原のようにただ白かった。空も地もあまりにただ白く、境さかい目めすらあいまいだった。


　その雪原のような場所で、ディディウスは誰かの名前を呼ぼうとしたが、いったい誰の名前で、どんな名前だったのか、思い出せなかった。誰か、大切な人の名前なのに。


「誰か……」


　喉から出る自分の声が掠かすれていて、それが余計に不安を煽あおった。


「誰かいないの!?」


　歩いて、歩いて、そしてその道すがら、ディディウスは色々なものを見た。


　右手に戦場があるかと思えば、左手には見たこともない美しい塔とうがあった。一歩、あるいは数歩進むごとに見える光景はくるくると変わり、踏ふみしめる地面も、あるときは湿しつ地ちに渡された板で、あるときは畑の横のあぜ道で、あるときは森の小道で、あるときは道のない草原だった。


　そのうち、ディディウスは踏み固められた地面の上で足を止めた。


　そこは馬車が二台すれ違える程度に広い道だった。両りよう脇わきにはどこまでも草原が続いている。なんてことない光景だが、ひどく美しかった。夕暮れどきで、草原は黄こ金がね色に輝き、波のようにうねっている。


　そして、ディディウスの目の前には少女が立っていた。


「……誰、君」


　一度見たら忘れられないくらい、綺き麗れいな顔の少女だ。華きや奢しやで線が細い。少女は長い銀の髪かみを指先でいじりながら、ディディウスを見つめていた。


「私は」


　少女は、何か名前を言った。だがそれはディディウスには聞き取れなかった。聞き返すが、少女はゆるゆると首を振るだけだ。


「私のことは好きに呼んで。それで、あなたはどうしてここにいるの？」


　ディディウスが答えられずにいるのを見て、少女は小首を傾かしげた。


「ここで人が意識を保たもっていられるなんておかしいわ」


「あの……そもそも、ここはどこなの？」


「〈女め神がみ〉の腹の中よ」


　ディディウスは一瞬言葉の意味がわからなかったが、すぐに〈女神〉の指すものに気づいて声を荒あららげた。


「〈滅びの女神〉の腹の中ってこと!?」


「そんなに大きな声を出さないで。……そうよ、ここは〈滅びの女神〉の腹の中。あなた、〈女神〉に食われたでしょ？　ここにはね、〈女神〉がこれまでに食った者の記憶がごろごろと転がっているの。〈女神〉自身の記憶も混じってる」


「君も食べられたの？」


「うーん、私がここに来たのはあなたよりずっと前だけど、あなたみたいに食べられたのとは少し違うの。自然にここまで来たの」


　ディディウスがおかしな顔をしたのに気づいたのだろう、少女は付け加えて言った。


「自然にっていうのは、つまり、〈滅びの女神〉が自分から手を伸ばして食べたんじゃなくて、いつの間にか忘れられて、それでここに来たってこと。ここはね、〈女神〉に食べられて誰からも忘れられた者と、そうじゃないけどやっぱり誰からも忘れられた者の辿たどり着くところなの。あなたは前者で、私は後者。ここは忘ぼう却きやくの淵ふち」


「でも、君みたいな子、忘れようったって忘れられやしないよ」


　あら、と少女は目を丸くして、それからはにかむように笑った。


「ありがとう。でも私の主あるじにとって、私が抱かかえている記憶は辛つらいものばかりだった。だから主は、私を捨てたのよ」


「？　主？　捨てた？　あの、君って……？」


「私はね、主の持っていた、大昔の人格。捨てられたのも仕方ないわ。あのころ主はとんでもない目にたくさん遭あったから、忘れてしまわなければ生きてなんかいけなかったのよ」


　ディディウスは目の前の少女を見つめた。少女は明るくはきはきしていて、「捨てられた」と言う表現は似つかわしくなかった。だが、ふとした瞬間に憂うれいが瞳に浮き上がる。そういうとき、彼女の瞳は潤うるみ、不安そうに揺ゆれるのだ。


　今もちらりと見せたそういう表情を隠し、少女は微笑ほほえんだ。


「……ここから出る方法を知ってる？」


　ディディウスの問いに、少女は首を振る。銀の髪が、白い肩かたにかかって綺麗だった。


「ここからは出られないの。でも、そうね、あなたが望むなら、もう一度〈女神〉に会うことはできるわ」


「〈滅びの女神〉に？　会いたい！　〈女神〉はどこにいるの？」


「ついてきて」


　少女はそう言うと、ディディウスの手を握ってさっさと歩き出した。ディディウスも少女に手を引かれて歩き出す。一歩ごとに周囲の景色はめまぐるしく変わり、それを何度も繰くり返しているうちに、寂さびしげな景色の見えることが多くなってきた。荒こう涼りようとした土地に、何本もの石柱が乱らん立りつしていたり、小山のような盛り上がりが等とう間かん隔かくで並んでいたりした。やがてディディウスは、それらの建造物が地平線の彼方かなたまで続いている場所に辿り着いて気づいた。


　石柱だったり、ただの石の塊かたまりだったり、盛り土だったり、と形はさまざまだが、それらはすべて墓なのだ。


　ぞっとして立ち止まりかけるディディウスの手を、少女は引いた。


　そして、また一歩、あるいは数歩進むごとに周囲の光景は寂せき寞ばくとした感を強めていく。


　やがて辿り着いたのは、墓すら見えない、無限の荒こう野や。


　風だけが、砂を巻き上げ吹ふき抜ぬけていく。


　ディディウスは唾つばを呑のみ込み、少女と並んでまた一歩、踏ふみ出した。


　踏み出した先も、一面の荒野だった。ただし、先ほどは地平線の果てまで続いていた道が、今はディディウスの足あし下もとで終わっている。


　そしてディディウスのいる場所から数歩先に、巨きよ大だいな女性が立っていた。


　大おお柄がら、と言う範はん疇ちゆうでくくれる大きさではない。彼女はディディウスの顔を覗のぞき込むように身体からだをかがめていたが、ディディウスには彼女の顔は陰かげになって見えなかった。彼女の太く美しい腕は巨木のようで、彼女の緑色の髪は草原のように地を這はっていた。一糸纏まとわぬ裸ら体たいではあったが、いやらしい感じはまったくしない。畏い怖ふのあまり跪ひざまずくことすら忘れ、ディディウスはただただ彼女を見上げ、呆ぼう然ぜんとしていた。


「おまえは」


　彼女の声は低く太く、地じ鳴なりのようにディディウスの身体を揺すぶった。


「だあれ」


　ディディウスはしばらく答えられなかった。背後から少女がつついてくるので、口を開けたり閉じたりを繰り返し、やっと言葉を吐はき出す。


「あ、あなたは……〈滅びの女神〉じゃない」


　ディディウスがそう言うと、目の前の女性は身体を揺すった──腹の肉と皮がうねり、乳ち房ぶさが揺れる。どうも笑っているらしい。


「私は〈始まり〉」


「え、……」


　ディディウスは背後に立つ少女をちらりと見やった。だが少女は何食わぬ顔で澄すまして立っているだけだ。


「〈始まり〉……」


　ディディウスは呟つぶやいて、もう一度目の前の女性を見上げた。


　既き視し感かんを覚えた。


　前にも、こうやって見上げたことがある気がする。だがそのとき彼女はこういう見た目をしていなかった。もっと別の姿をしていた。


「そうか！　〈樹き〉だ……」


　ディディウスは、以前オドラエルに見せてもらった〈樹〉のことを思い出した。太古の地上にあって、すべてを生み出した母なる〈樹〉。〈滅びの女神〉の元になったもの。


「そう。私は〈樹〉」


　彼女は──〈樹の女神〉は、突とつ然ぜん両腕をいっぱいに広げた。地に垂たれていた緑の髪が腕と同じように広がり、光を放った。黄色いような白いような強きよう烈れつな光が髪の一本一本から迸ほとばしり出て、ディディウスの目を焼いた。〈女神〉の褐かつ色しよくの肌は光を浴びてつやつやと輝き、腰と腹と胸の出た豊ほう満まんな身体は、まさしく命の源と思われた。


　だが、光は急速に薄うすれ、〈女神〉はしおれるように小さくなった。それでもまだディディウスよりもずっと大きかったが、精力が急に衰おとろえてしまったように、肌の艶つやもなくなった。


「……だが、今は囚とらわれ人びと」


　彼女の顔は、緑の髪に半分隠かくれていた。


「あなたは……〈滅びの女神〉に食べられたの？……ううん、もしかして、この子みたいに『捨てられた』の？」


「私は負けた」


　彼女はディディウスの方に身をかがめ、太い指でディディウスの胸をつついた。


　その途と端たん、ディディウスの胸には色々なイメージが湧わいてきた。


　枯かれゆく〈樹〉、裏切り、枝、人間、神々、そして、〈樹〉の中に生まれる憎ぞう悪お。


「裏切られた私の中に憎悪が生まれた」


〈樹の女神〉の声が、そのイメージに重なって聞こえてきた。


「憎にくしみはあっという間に大きくなり、私を食くらってここに追いやった。私は負けた」


　イメージは次々に現れては消えていく。やがて憎悪は〈樹の女神〉の腹を食い破やぶって地上に生まれ落ち、〈滅びの女神〉として哄こう笑しようの産うぶ声ごえを上げる。


〈樹の女神〉の指はそこでディディウスの胸から離れ、膨ぼう大だいな量のイメージが不意に途切れた。


　ディディウスはひどい悪わる酔よいをしたような頭痛と吐き気を覚えながら、〈樹の女神〉を見上げた。よく見れば、石となった玉座の女神と、今目の前にいる〈樹の女神〉とはよく似ていた。


　つまり、あの玉座は〈滅びの女神〉の抜け殻がらであり、〈樹の女神〉の骸むくろだったのだ。


「今では、〈樹の女神〉のことをちゃんと知っているのは、語りの神くらいのものよ。あとはみんな、〈滅びの女神〉の力のせいで忘れさせられた」


　ディディウスの背後から、少女がそう囁ささやいた。


「……おや。しかしおまえはどうしてここまで来られたのであろうか」


〈女神〉はそう言い、ディディウスにぐっと顔を近づけた。緑の髪に隠されていた〈女神〉の目が見えた──ディディウスは悲鳴を呑み込むのに苦労した。その目は黄色く濁にごり、半分溶とけかかっていたのだ。


「〈女神〉よ。この子にはまだ枝の力があるのです」


　そう言ったのは、例の少女だ。ディディウスは驚おどろいて振り返った。


「君……!?」


「この子と枝の力は引き離すことができません。魂たましいと枝の力が融ゆう合ごうしてしまっているようです。ですからまだ意識を保っていられるのでしょう」


「君、もしかして、だから俺をここまで連れてきたの!?　〈女神〉に会えるって噓うそついて！」


「噓はついてないわ」


　少女はうるさそうに眉まゆを寄せた。


「あのね、人間にはみんななにかしら枝の力の欠片かけらが混じっているの。あなたとか、〈滅びの女神〉と戦える人間っていうのは特別その力が強いのね。でも、ここではまずその枝の力を抜き出されてしまう。そうするとどんな人間でも、途と端たんに消えてしまう。あとも残さず、この空間に溶けて消えてしまうのよ。私の仕事はここにやってきた人間から枝の力を抜いて、〈樹の女神〉に渡わたすこと。その代わり私だけは完かん璧ぺきな消しよう滅めつを免まぬがれるっていう、〈滅びの女神〉との約束なのよ」


「じゃあ、あんた裏切り者ってことかよ！　〈滅びの女神〉に協力してるなんて……」


「そうよ。悪い？」


　少女は悪びれたふうもなく、胸を張ってそう答えた。


「〈樹の女神〉の力を回復させるのが〈滅びの女神〉の目的なの。地上のものを全部滅ぼして枝の力を回収し終えたら、彼女は〈樹の女神〉と交こう替たいして、また世界を造つくり直すつもり。あ、と言っても〈樹の女神〉を責めちゃダメよ。ここでは〈滅びの女神〉が主なの。〈樹の女神〉には抵てい抗こうできないわ。……さ、〈樹の女神〉、この子どうしますか？」


〈樹の女神〉の顔には緑の髪が垂れ下がり、表情を窺うかがい知ることはできない。


「お、俺は……いやだ、俺は戻るんだ！」


　ディディウスは叫んだが、〈樹の女神〉は力なく首を振った。


「無む駄だだ」


〈女神〉に手て招まねきされただけで、見えない力が働き、ディディウスの身体は〈女神〉の胸に引き寄せられた。息ができないほど強く、両腕で抱だきしめられる。


「分ぶん離りできないのなら、そのまま私の中に取り込んでしまおう」


（冗じよう談だんっ！）


　ディディウスはそう怒ど鳴なろうとしたが声は出なかった。


（どう……したらっ）


　抵抗しようにも、身動き一つできなかった。〈女神〉の腹の中では、魔ま法ほうも使えない。どのような神に助力を乞こうても、〈女神〉の腹までは届かない。


　そのうちに、掌てのひらが熱くなった。


　右の掌だ。前にも同じような感覚があった。確か、あれはオドラエルに力を引き出されたときのこと──そのときと同じ感覚が、今またあった。おそらく、ディディウスの中の枝の力が、〈樹の女神〉に触ふれることで反応し始めたのだろう。


　とくん、と心臓が揺ゆさぶられた。


　熱は掌を起点に全身に広がった。目を開けているのに、視界は真っ白く染まり、何も見えなくなる。視界の白さが外界のせいではなくて自分の目のせいなのだと気づいた次の瞬間、頭の中まで真っ白になった。わかるのは、ただ、掌の熱だけ。ディディウスの意識はその一点へ、どんどん集中していく。それとともに熱と痛みはいっそう激しさを増ます。


　枝の力を恐おそれる必要はない。そのことは、知識でも、経験でもなく、本能としか言いようのない部分でわかっていた。ディディウスはあるがままにその力を受け入れた。


　目が覚めるような痛みが走った。


「…………っ!!」


　ディディウスは絶叫した。


　掌を槍やりで貫つらぬかれた上、傷口をえぐられたら、こんなふうに痛むものかもしれない。頭まで痛くなって吐き気がした。


　だが、すべての感覚はゆっくりと消え去っていく。


　白く染まっていた視界が色しき彩さいを取り戻す。目の前に現れた光景に、ディディウスは絶句した。


　緑。


　ディディウスは〈樹の女神〉に抱かれていたが、その〈樹の女神〉ごと、緑色の蔦つたのような植物に包まれていた。それは白い小さな花と、小さな葉と、細くしなやかな茎くきからなる植物だった。そしてそれらの植物はディディウスの掌を起点として現れていた。


「おお……」


　声を上げたのは、〈樹の女神〉だった。その声は肌を接するディディウスの腹にも骨にも響ひびいた。


「おおおおおおおおおおおおおお──」


　そのあとは声などというものではなく、ただひたすらに腹に響く震しん動どうであった。


　その声に共鳴するように、植物も小刻みに震ふるえた。


　ディディウスは必死で耳を手で押さえて、周囲のようすを見ていた。ディディウスの手から現れた植物は、さらに伸のびて、荒こう野やを這はい、一面の緑の草地に変えていく。花が咲さき乱れ、木が育ち、蝶ちようが飛び交かい、獣けものが草の陰かげに隠れる。さらに、遠くに白く見えるのは──城じよう壁へきだ。砦とりでができ、都市ができ、人が道を造っていく。


　ディディウスはそれらの光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。やがて〈樹の女神〉は、ディディウスを地面に下ろした。〈女神〉はもう叫んではいなかったが、今度は静かに涙を流していた。どうして彼女が泣くのか、ディディウスにはよくわからなかった。でも、もしも自分が誰かに捕つかまって、自由を奪うばわれて、荒野に閉じ込められていたとしたら、この今目の前に広がる光景は、胸を打つものなのかもしれないと思った。いったいどれほどの疲ひ労ろうと絶望を繰くり返したら、このような死んだ目をするようになるのだろうと考えれば、彼女の目が再び緑を見たことで涙を流すのは、なんとなく理解できた。


　そして涙とともに、彼女の目を覆おおっていたものは少しずつ流れ落ちていく。


　彼女の目は、もうそれまでの白目も黒目も混じった黄色い球体とは違った。ちゃんと緑の虹こう彩さいがあった。目は涙で濡ぬれて光っていた。


　ああ、よかった、とディディウスは思った。こっちの方が、彼女はずっと綺き麗れいだ。


　その真まっ直すぐな双そう眸ぼうが、誰か他のひとのことを思い出させ、ディディウスの胸を騒さわがせた。


「……えっと」


〈女神〉があんまりじっと見つめてくるので、ディディウスは何か言わなくては、という気持ちになってきた。何か──自分は彼女に言えることがあるのだろうか？　ディディウスは思いつくままに、彼女に向かって手を差し伸べた。


「あのさ、俺はここで諦あきらめたくない。まだ捜さがしたい人もいる。だからここを出ていきたい。出ていって、〈滅びの女神〉と戦いたい。……だからもしもあなたが望むのなら」


　差し出されたディディウスの指先に、〈樹の女神〉の手が震えながら触れた。


「一いつ緒しよに出口を捜してみない？」


　だが、〈樹の女神〉はその手を振り払はらった。


　ディディウスの胸に、小さな失望が生まれる。


「私の中にも」


〈樹の女神〉は囁ささやいた。その声には〈樹の女神〉自身にもどうしようもない嫌けん悪おが滲にじんでいた。


「〈滅びの女神〉の欠片かけらがある。おまえたちが憎にくいと思うことすらある。私の血肉を奪って生まれてきたおまえたちが、愛いとおしくもあるが、憎くもあるのだ……」


「……わかった」


　ディディウスは右手を握にぎった。手の中で植物がくしゃりと握りつぶされる。周囲の緑や生き物は一瞬にして消え去り、以前通りの荒野が広がる。


　ディディウスは〈樹の女神〉に背を向けて、歩き始めた。


「……どこへ行く」


「元のところに戻って、出口を捜す」


「一人でか」


「そうだよ。だっていつまでも『お母さん』に頼たよってはいられないでしょ」


　ディディウスは立ち止まり、振り返ってそう言った。


「……あなたは見てて。それだけで充じゆう分ぶん」


〈女神〉の顔は、相変わらず髪に隠かくれてよく見えない。銀ぎん髪ぱつの少女は、下した唇くちびるを嚙かんで、何か言いたげだ。ディディウスが見つめると、少女は思いきったように顔を上げて言った。


「あなたはきっとまたここへ来るわ！　〈滅びの女神〉と戦って、負けてここに来る！」


「来ないよ」


　それがまるで別れの言葉だったように、少女はびくりと震えた。


「……じゃあね」


　本当の別れの言葉は囁き声だったので、少女の耳には入らなかった。


　ディディウスは、あとはもう立ち止まらずに走った。


　残された〈女神〉と少女は、しばらくその場に立ち尽つくしていた。やがて〈女神〉が言った。


「おまえも行くがいい」


「どうしてですか」


「おまえはずっと、待っていたのだろう。〈滅びの女神〉を倒たおす可能性のある者を」


「そうです。でもそれはあの子じゃありません」


「……剣を」


〈女神〉はディディウスが去っていった方を見つめたまま言った。


「海界の死せる神々に鍛きたえさせたのはおまえだろう。〈滅びの女神〉を倒せる可能性のある者にその使い方を囁いていたのも。おまえは一度滅んだ身だから、その言葉は結局誰の心にも残らなかったが。でも、今はあの子どもも滅んだ身。おまえの言葉はあの子どもの心に留まるだろう。行って、使い方を教えておやり」


「いやです！」


「どうして。待っていたのだろうが。〈滅びの女神〉に従うふりをしてまで」


「ええ、でもあの子は違います。あの子はきっと失敗します」


　子どものように言い張ってしまってから、少女は急に力をなくして呟つぶやいた。


「自分がなすべきことはわかっています。……ただ、悔くやしいんです。あの子、私を見ても主あるじのこと何も思い出さないみたいで。主はもう〈滅びの女神〉に食べられてしまったんですから、あの子が覚えていないのも、仕方ないことかもしれませんけど……」


「そう、仕方のないことだ。おまえはここですべてを見て、覚えている。あの子にわからぬことはおまえが教えておやり。さあ……」


〈女神〉の太い腕に背中を押され、少女は渋しぶ々しぶ歩き出し、そしてやがて走り出した。


　それを見送り、〈女神〉は横になってまどろもうとした。だが、彼女は気づいた。


　周囲の光景に異変がある。


　まったくの荒野だった場所に、ちらほらと緑が見えるのだ。


　それは、小さな種たねから芽め吹ぶいた小さな緑だった。見回せば種はそこら中にあって、それぞれ大地に根を下ろしている。


　ここは〈滅びの女神〉の腹の中だ。あらゆる光景はただの記き憶おくに過ぎず、いわば幻まぼろしだ。だが、その種は違った。種から伸びた根は、〈滅びの女神〉の身体からだを内側から食い破り、どんどん生長していた。


　大地が大きく波打った。空が熱した金属のようになって、どろどろに溶とけて降ってくる。


　根の食い込む苦痛に、〈滅びの女神〉はのたうち始めた。











　ディディウスは走った。幾いくつかの森と荒野と草原と畑の間をくぐり抜ぬけ、時には家屋の中を通り抜け、扉とびらを開け、石いし畳だたみの上を走り、自分の目覚めたときに倒れていた場所を目指した。戻もどったからどうだというのではないが、あそこが入り口だった以上、出口にもなりうるのではないかと思ったのだ。


　そのうちに、隣となりに銀髪の少女が並んだ。邪じや魔ましに来たのかと思って警けい戒かいしたが、彼女は黙だまってディディウスの隣を走るだけで、特に何かするようすもない。ディディウスは気にせず走ることにした。


　そして──


　最初の揺ゆれが来た。


　ディディウスは転びそうになった少女の身体を庇かばって、自分が転んだ。その上に結局バランスを崩くずした少女が覆い被かぶさるように倒れる。


　揺れは一いつ旦たん収まり、ディディウスはその間に立ち上がり、少女の手を引いて立ち上がらせる。


「な、何今の揺れ！」


　少女は心底驚おどろき怯おびえているようで、胸を押さえながら言った。ディディウスはその手を引っ張って、また走り出しながら答えた。


「わ……かんないよっ、ここの、ことなら、君の方が、詳くわしいんじゃ、ないのっ？」


「私だってこんなこと初めてよ。あなたここに来てから、何かおかしなことしなかった!?」


「ええと……おかしなことって、いう、と……」


　ディディウスの言葉はどうしても途と切ぎれ途切れになってしまう。息が苦しい。


（そういえば、さっきから息もしてるし……滅ほろぼされたけど、肉体は〈女神〉の腹の中にあるってことなのかな？）


　また大きな揺れに襲われ、ディディウスと少女は立ち止まった。二人で互たがいにしがみついて揺れに耐たえ、揺れが小さくなったところでまた走り出す。だが、断続的に大きな揺れが襲ってくるので、すぐに立ち止まるはめになる。仕方なく、できるだけ速く、慎しん重ちように歩く。


　ディディウスは周囲を警けい戒かいしながら言った。


「手から植物生やしたことくらいしか、思いつかないよっ」


「！　それよ。あの緑からはすごく強い〈創造〉の力を感じたの。あれが現れたことが、〈滅びの女神〉に何か影響を与えているのかもしれない──」


　少女は物音でも聞きつけたのだろう、天を仰あおぎ──空が溶とけた金属のようになって降ってくるのを見て悲鳴を上げた。


　二人は避よけようとした。だがその前に足あし下もとが大きく揺れ、地面が裂さけた。


「ぁあああああああああ！」


　揃そろって悲鳴を上げて、二人は真っ暗な闇やみの中に落ちた。


　ディディウスはすぐさま地面と崩れた土ど砂しやに挟はさまれて死んでしまうのかと思ったが、地面はいつまで経たっても迫せまってこなかった。二人はただひたすら、真っ暗な縦たて穴あなを落ちているようだった。闇の中ではあったが、周囲の壁がわずかに光を放っているらしく、互いの顔や、どこに壁があるかはわかった。落下速度は次し第だいに緩ゆるやかになっていき、それにつれて、ディディウスらの心も落ち着いてきた。


「私の言葉、間ま違ちがいになっちゃった」


　ディディウスの手をしっかり握にぎって、少女がそう言った。


「あなたはきっと出られないって言った。でも、これは出口だわ」


「……そうだといいね」


　ディディウスの言葉に、少女は緩ゆるやかに首を振る。


「ううん。わかるの。これは出口。だってあなたの身体は下に引っ張られているけど、私の身体は上に引っ張られているもの」


「……え？」


　彼らはすでに落下しているという感じではなかった。落ちる速度はどんどん緩やかになっている。最初並んで落ちていた少女が、気がつくと上にいる。少女と結んだ手には上に引っ張られるような感覚がある。


「どうして……君は戻ってしまうの？」


「私は元々身体もない、ただの人格だから。私に戻るべき場所があるとしたら、それは地上じゃなくて主のところね。主に会ったら、あなたのことも言っておいてあげる」


「君の……主に？」


「そうよ。あなたの名前教え込んでおくわ。だからあなたも、主のこと思い出してね」


　ディディウスは聞き間違いかと、顔をしかめた。


「……俺が、あんたの主のことを思い出すって？」


　少女は苛いら立だちを含ふくんだ目でディディウスを睨みつけ、ディディウスの問いと全く関係のないことを言った。


「別れる前にあなたに大切なことを教えてあげる」


「は？　あのさ、人の話聞いてる？」


　ばかね、と少女は言った。心の底から見み下くだした、本気でばかにした口調だ。


「大切なことって言ってるでしょ。いい、〈穴〉を空けるの。風が通り抜けられるだけの〈穴〉があれば、私たちはあなたたちに力を貸かせる。だから境界に〈穴〉を空けて」


「〈穴〉？」


　どこかで聞いたことのあるような話だ。ディディウスは思わず聞き返していた。ディディウスが自分の話を聞く態たい度どになったことを喜んでか、少女は微かすかに笑った。


「そうよ。境界の剣のことはわかるわね？　剣は死者を生者の世界に呼ぶために、境界を破は壊かいする力を持っている。剣を使えば、『過去』に生きた者も、あなたのいた時代に口出しできるのよ。あの剣はそのために造られたの。……って言っても、私は忘れられたただの人格だから何もできやしないけど」


「でも……いったいどうやって？　あの剣はひどい暴れ者みたいだった。こっちが求めてもいないものまで壊こわしてしまうんじゃないの？」


　コツはね、と少女は言った。


「絶対に怖こわがらないこと。怖がったら剣の悪い力ばかり出てきてしまうから。剣を使うときは、大切な、でももう二度と会えない人のことを思い浮かべるの。あなたの剣士にそう伝えてね」


「大切な……もう、会えない人……？」


「剣が暴れてしまうのは、死者の地上への怨うらみや憎にくしみが表に出ているから。でも、海界にいる死者は地上に怨みばかりを向けているわけじゃない。地上を思いやる優やさしい気持ちだってある。地上の人間が海界にいる大切な人に呼びかけて、海界にその声を届かせることができれば、呼びかけられた死者たちも思いを返してくれる。あの剣は、地上の持ち手じゃなくて、死者の思いに従うの。死者の思いが剣を従わせ、剣が境界を壊して、死せる神々の力を解き放ってくれる」


　そう言うと、少女ははにかむように笑った。その笑え顔がおがあんまり自然で、可愛かわいらしくて、ディディウスは色々な質問や、反論を呑み込んでしまった。そしてその隙すきをつかれた。


「そう。さあ、ここから先は」


　少女はディディウスの手を離はなした。ディディウスは慌あわてて手を伸のばして少女の手を捕つかまえようとした。だが少女は急速に離れていく。


「一人で行って」


「ダメだ──」


　ディディウスは少女の名を叫ぼうとした。だが名前は咄とつ嗟さに出てこない。ディディウスがやっとその名を思い出したとき、少女の姿はすでに見えなくなっていた。それでもディディウスは叫んだ。





「──メイ！」





　それがディディウスの忘れてしまった大切な人の名だ。だが名前しか思い出せなかった。しかも、あの少女が果たして本当にその「メイ」なのか、今ひとつ確信が持てない。彼の「メイ」は〈滅びの女神〉に食べられてしまった。でもそれはつい最近のはずで、だから、ずっと前からここにいたというさっきの少女が「メイ」であるはずがない。


（メイ……）


　混乱した頭と心を抱いだいたままディディウスは下り続け、やがて周囲は真っ暗になり、ディディウスの身体からだも意識も闇に溶とけて一つになった。


　……闇は、延えん々えんと続いた。


　…………


　……そして、一点の光が見えた。











　ディディウスは突とつ然ぜん地面の上に投げ出された。


　石のように固くなった根に背中をぶつけ、悲鳴を上げそうになる。呻うめきながら目を開けて身体を起こす。最初は目が光に慣れていなくて何もわからないが、すぐに幾いくつかの見知った顔が見えた。


　そこは石となった木の内部に空いた例の空くう洞どうで、ディディウスの前には〈滅びの女神〉とウィルゴがいて、そろって驚きよう愕がくの表情を浮かべてディディウスを見つめていた。


　ディディウスは少し不安になって、自分の身体を見下ろした。全身ぐっしょりと黒い液体に濡ぬれているが、そのほかにおかしなところはないようだ。


　むしろおかしかったのは、〈滅びの女神〉だ。


「ぐ……」


〈滅びの女神〉は腹を押さえ、片かた膝ひざをついていた。凄せい絶ぜつな笑みはひどく歪ゆがんでいたが、それでもなお美しい。腹を押さえた指の隙すき間まからは、黒い液体がぼたぼたと落ちている。ディディウスの身体についているのも同じ液体だ。どうもそれは羊よう水すいとか血とかに近いようだ。


（……ひょっとして俺ってあの腹裂さいて出てきた!?）


　ディディウスはぞっとしない想像をしてしまった。


「惜おしい。惜しいぞ、人間」


〈滅びの女神〉はそう呟つぶやいて立ち上がった。落ちる血の量が増ます。笑みが鋭するどさを増す。濡れた刃やいばのように美しい。


　ウィルゴはその言葉で我われに返り、弾はじかれたようにディディウスのそばに駆かけ寄ろうとした。だがディディウスはそれを押し留とどめて怒ど鳴なる。


「剣を使って、ウィルゴ！　〈滅びの女神〉を倒たおすんだ！」


　ウィルゴが何か答える前に、〈滅びの女神〉の振ふり回した斧おのが、ディディウスを襲おそった。


　ディディウスは後方に転がって避よける。〈女神〉の一いち撃げきは重く地面をえぐるが、しかしいつもの鋭さはない。〈滅びの女神〉はひどくゆっくりと斧を地面から引き抜き、二撃目を放つためにディディウスとの距きよ離りを詰つめようとした。


　ウィルゴは横から〈滅びの女神〉に斬きりつけた。〈女神〉の背中から脇わき腹ばらにかけて、剣の刃が食い込む。だが〈女神〉はせせら笑った。


「やはりおまえにはその剣は荷にが勝かちすぎている」


〈滅びの女神〉の手が剣の刃をがっちりと摑つかんだ。その途と端たん、刀身がいっそう赤く燃える。炎ほのおが剣を取り巻き、刀身を舐なめる。ウィルゴは小さな叫びを上げて剣から手を離した。その掌てのひらにはひどい火傷やけどができている。握りさえも持っていられないほどに熱せられたのだ。


「惜しいな」


〈滅びの女神〉は左手で己おのれの肉体に食い込んだ剣を引き抜き、無む造ぞう作さに投げ捨てた。


　そしてひと呼吸の間すら与あたえず、右手の斧でウィルゴの腹を薙なぐ──


　ウィルゴはのけぞるようにしてそれをかわすが、完かん璧ぺきにバランスを崩くずして背中から地面に転がってしまう。ディディウスはウィルゴの名を叫び、そして、もう一つの声も同じ名を叫んだ。


「「ウィルゴ！」」


　ウィルゴもディディウスもよく知っている声だ。最近喉のどを壊してまだ少し嗄しわがれてはいたが、それでも聞き間違えるはずがない。


　次の瞬しゆん間かん、ウィルゴの足の間に、先ほど〈女神〉が捨てた剣が突つき刺ささった。


　ウィルゴはそれを、手に取った。


　地面から引き抜く。


　ウィルゴが表情をこわばらせるのが、ディディウスにもわかった。ウィルゴの手の中で、ウィルゴの意思とは関係なく、剣が小刻みに震ふるえる。ウィルゴは〈滅びの女神〉とだけではなく、剣とも戦っているのだ。


「ウィルゴ、剣と喧けん嘩かしちゃダメだ！」


　ディディウスは叫んだ。〈滅びの女神〉は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、再び斧を構かまえる。ウィルゴは下から突き上げる構えを見せる。


「大切な人のことを思って！　もう会えない大切な人のこと！」


　ディディウスがそう叫び終える前に、ウィルゴの剣は〈女神〉の斧に刀身を横よこ殴なぐりに弾はじかれていた。刀身に入るひびがいっそう深くなる。だが、その隙を衝ついて二撃目を繰くり出そうとした〈女神〉の動きが急に鈍にぶる。むせるように咳せき込み、大量の黒い血を吐はく。腹からだけでなく、ウィルゴに切り裂かれた背中の傷からも、どくどくと黒い血が流れた。内部から始まった崩ほう壊かいは彼女の肉体を外部の攻こう撃げきに対してももろくしているようだった。


　ウィルゴは距離を取り、後方に一いつ旦たん逃げた。


〈女神〉は漆しつ黒こくの舌でゆっくりと己の唇くちびるを舐め、顎あごまで垂れた血を手の甲こうで拭ぬぐい取った。口からも腹からも流れた血は、すでに大きな血ち溜だまりを作っている。己の血の海の中に、彼女は立っていた。顔には笑み。ただただ、笑み。残ざん虐ぎやくに華か麗れいに、そして無む垢くに、彼女は笑う。


　ウィルゴと〈滅びの女神〉との距離は、およそ十歩。


　ウィルゴは片膝をつきながら、まっすぐに〈女神〉を見み据すえる。


「もう会えない、大切な……人？」


　ウィルゴは呟いた。その隣となりに、そっと寄り添そうように、もう一人並ぶ。


　ノクスだ。


　ウィルゴは小さく舌打ちした。先ほどはノクスが剣を拾い上げ、ウィルゴの足あし下もとに投げたのだ。おかげで剣の熱に焼かれ、ノクスの左手にはひどい火ぶくれができている。右手に自分の剣をひっさげ、彼はウィルゴの舌打ちに苦く笑しようした。


　ウィルゴは素す早ばやく服を裂いて細長い布きれを作ると、それで自分の手と剣の握にぎりとをまとめて結びつけ、下段に構えた。ノクスは己の剣を上段に構える。


　ディディウスの背後に人の立つ気配がある。ディディウスは振り向かず、ただ一言、遅おそい！と怒鳴る。


「おまえこそウィルゴちゃん止められなかったじゃねえかよ」


　すでに懐なつかしさすら覚える拳こぶしに後頭部をどつかれる。


　ディディウスはもう一度声を張り上げた。


「ウィルゴ！　その剣は、地上の人間じゃなくて、死者の思いに従うんだ！　だから、海界にいる、大切な人に呼びかけて！　あなたの力を貸して、って！　地上の人間が呼びかければ、海界の死者たちが剣を従わせてくれる……」


「ほう。なるほどな。じゃあおまえも呼びかけてみるか、ディディウス」


　意外な提案に驚おどろいて振り返ると、ダークロアが得意げににやりと笑って言った。


「海界にいる誰だれか大切な人ってやつにさ。どうせこいつは地上の誰にとっても重要な問題なんだ。なら、ウィルゴちゃんだけじゃなくて、地上の人間の思いを纏まとめて海界に届けちまえば、ウィルゴちゃん一人よりずっとちゃんと剣を使いこなせるようになるんじゃねえか？」


「……なるほど」


「うーんと、どんな魔ま法ほうならできるかなあ。地上の声を纏めるなら風かなあ」


「水じゃない？　最終的に海に行くから、地上の声を伝えられる」


「お、いいな。それじゃ早さつ速そく行け。まずは肩の力抜いてー」


　ディディウスはダークロアから杖つえを渡され、言われた通りに呼吸を整えていく。


　一方、ウィルゴとノクスは〈滅びの女神〉との睨にらみ合いを続けていた。〈滅びの女神〉はこの瞬間を楽しむかのように、ゆったりと構えている。その腹からは血が流れ、止まる気配はない。血を吸った大地は砂のように乾かわいてもろくなり、斧の石いし突づきで突いただけで砕ける。腹からは血に混じって細い蔦つたが覗のぞく。血にまみれてもなおその蔦は生気に溢あふれ、鮮あざやかな緑色をしている。それはディディウスの蒔まいた種から育ったものだったが、ディディウス自身は少しも気づかなかった。蔦の先せん端たんは足を伝っていつの間にか地面に達し、さらに地中に潜もぐり込み、〈滅びの女神〉の足をその場に留める。だから〈滅びの女神〉は二人の踏ふみ込んでくるのを待った。彼らは互たがいに呼吸を読み合いながら、その瞬間に向けて意識を高めていった。











　……そして、『彼』もまたその瞬間を待っていた。


　地に蹲うずくまり、死んだように気配を殺しながら、ただその瞬間を待っていた。











　ディディウスの詠えい唱しようが静かに流れる中、ウィルゴはそっと『大切な、もう会えない人』に呼びかけた。最初は小声で、次にははっきりと、海界まで届くように。


「……さん」


　最初は小声で。


「兄さん！」


　次にははっきりと、海界まで届くように──


「兄さん、──！」


　叫んだ言葉は声にならなかった。あまりに色々な思いがあって、うまく言葉にできなかったのだ。会いたいとも思うし、ごめんなさいと謝りたくもあるし、ありがとうと言いたくもある。なじりたいような気持ちもある。助けを求めたいような気持ちも。そしてもしも兄が海界で苦しんでいるのなら、助けたい気持ちもある。それらすべてをひっくるめて、ウィルゴは声にならない声で叫んだ。


　ふと横を見ると、たまたま同じ瞬間にウィルゴを見ていたノクスと視線が合った。


　ウィルゴはそのノクスを置いて、一人で〈滅びの女神〉と戦おうとしていたのだ。ノクスは呆あきれているだろうし、当然怒おこってもいるだろう。それでもウィルゴを助けてくれる。


　海界には兄がいて、地上にはノクスがいる。


　ウィルゴは、自分はもう少し頼たよることを覚えるべきなのだろうなと思った。


　それはウィルゴにとって、ずいぶんと難しいことではあるのだが。


　一方、ディディウスも思いつく限りの川の守護者たちに呼びかけていた。


「流れ統すべる者、北の黒き奔ほん流りゆうクランヴァッサ、南に砕くだけしイフディン、西の森流れるアイダフ、東の貴婦人クネザ、子らの守護者ヴェルペイア、腕長き者ロクデラン……我は流れ司つかさどる汝なんじらにいついかなるときも忠誠と友愛とを示すことを誓ちかい、常に転変することを受け入れん。汝らと我とは一いちなる者なり。されば我に汝らの力を授さずけん」


　早口でまくし立てる。流れゆく力を一時的にでも貸してもらうには、自分もその流れと一体化できるように、流れゆく水の定めを受け入れなけれならない。それが代だい償しようであり、条件なのだ。〝水の定め〟が具体的にどういうことを表すのか、ディディウスにはわからない。ダークロアにもわからない。それは水のように、定まった形を持たない定めだからだ。


　ただ、水がいつか海に還かえるものであるのなら、ディディウスは怖こわいとは思わなかった。水のように大地を流れることになるとしても、いつか還る場所はある。帝てい都とか、海界か、それはわからないけれど、きっと自分は最後にはあるべき場所にある。どれほどの遠くにいても。


　だから、ディディウスは最後の一節を、力一いつ杯ぱい叫んだ。


「この地にあるすべての海への想おもいを、その想われ人に届けん！」


　杖で地面を穿うがち、水すい筒とうを逆さにしてありったけの水を注そそぐ。水は杖を伝って地面に染しみ込む。水筒に収まりきる量を超こえて流れ続ける。その水の流れに乗って、ディディウス自身の血も急激に地面に吸い込まれていく。実際に目に見える形で血を流しているわけではないが、血の流れの中にある大事な力が失われていくのがわかる。指先の感覚がなくなり、貧ひん血けつのときのように視界が暗くなる。倒れそうになる身体を、ダークロアの手が支えてくれる。


　寒気がする。水を司る者たちが、頰ほおに触ふれる冷気となって現れたのだ。周囲の気温は急速に下がっていく。呼びかけは成功したのだ。


　ディディウスの代償は受け入れられたのだ。


　ディディウスは彼らに自分自身の想いを海界に伝えてもらうべく、目を閉じて懸けん命めいに念じた。〈酸の海〉で失われたたくさんの命を悼いたみ、そしてそれ以外のときと場所で失われた命を悼んだ。


　気づけば背後でダークロアも何か呟つぶやいているようだった。優やさしい響ひびきの女性の名と感謝の呟きが聞こえてきた。この戦いの中にあっても、その声は穏おだやかで、聞いているディディウスまで、一時温あたたかな気持ちになれた。


　ディディウスは自分の思いを清せい涼りような水がさらっていくのを感じた。痛いくらいに冷たい水が、頰を撫なでて遥はるか海へと流れていく。ディディウスは祈いのり、待った。水が地上のあらゆる土地を駆かけめぐり、海へと至るのを。さまざまな思いを乗せて、水が海に注ぐのを。ディディウスは半島中を駆けめぐる水の流れを感じていた。自分がその流れの一つになったように、あらゆる土地を流れ、その土地に生きる人々のさまざまな思いを拾っていくのを感じた。


　笑い声を聞いて、ディディウスは目を開けた。〈滅びの女神〉は肩を震ふるわせて笑いながら、血を流し続けている。


「……どうして笑うの？」


「他界に助けを求めたところでどうする！　どれも一度は私に敗やぶれた者ばかりではないか！　あいつらに私を倒せるものか！　あいつらに私を傷つけることなどできるものか！」


「でもあんたはウィルゴの剣で傷ついたじゃないか。中から身体が崩くずれて、外からの攻こう撃げきにも弱くなっているんじゃないか？　なら、〈創造〉の力じゃなくてもその傷を広げることはできるかもしれない」


　かつて、ギャンダルフィッハはウィルゴの持つ剣を探していた。幾いく多たの戦士が〈滅びの女神〉に挑いどみ、敗れ去ったのを知っていた彼は、〈滅びの女神〉を倒すにはもっと大きな力が必要なのではないかと考え、長い彷ほう徨こうの果てにその剣を見み出いだした。


　ディディウスは、ギャンダルフィッハは正しかったのだと思う。戦士が一人で戦っても、〈滅びの女神〉を相手に勝ち目はない。けれど、戦士が一人でなかったら？　天空の血を引くウィルゴが、地上のあらゆる人間の思いを乗せて剣を振ふるい、海界の死者の力をここに呼ぶことができたなら、勝機だって生まれるかもしれない。三つの世界が、今この一いつ瞬しゆんだけは一つになるのだから。


　だから、ディディウスは思う。


　狂きよう気きと正気の狭はざ間まで、ギャンダルフィッハは真実を見出したのだ、と。


　ディディウスの視線を受け、


「笑わせる！　できると思うならやってみるがいい！　私をっ」


〈女神〉は血を吐はき、笑い、


「私を超えられるというのならやってみせろ！　私を殺してみせろ！」


　叫んだ。





「一つくらい約束を守ってみせろ、人間ッ!!」





　ディディウスは〈滅びの女神〉と契けい約やくを結んだ。その契約によって、〈女神〉はディディウスの身体に宿った。代だい償しようは、『いつか〈滅びの女神〉を超えること』。


　ディディウスは、ゆっくりと理解していった。〈樹きの女神〉は己おのれの中にも〈滅びの女神〉の欠片かけらはあると言った。だから彼女は苦しんでいた。もしかして、〈滅びの女神〉の中にも〈樹の女神〉の欠片があるのではないか？


　ならば、〈滅びの女神〉もまた苦しんだのではないか？


「守るよ……」


　ディディウスはそう言っていた。


「約束守るよ！　絶対に、俺はあんたを超えてみせる！」


　今やディディウスは地上のあらゆる流れの支配者だった。川を統べる神々と妖よう精せいたちがディディウスの周りに集まり、それぞれの力をディディウスに貸し与あたえてくれていた。ディディウスは第三の腕を動かすようにして、川の流れとその流れのさらっていくさまざまな思いを、一気に海に向けて押しやった。思いの一つ一つが糸のように縒より合わさって、一本の太い綱つなになり、綱が橋を作っていく。海界からの思いもまたその橋を渡わたって地上に届く。ウィルゴの手の中で、剣が優しく輝かがやき始める。光は刀身に走る無数のひびから漏もれ、やがて強さを増し、ついに剣そのものを打ち砕いて溢れ出る。ひびだらけのぼろぼろの刀身は光とともに生まれ変わり、ウィルゴの手には、真っさらな、純白の大剣が現れる。そこにはもはや鎖くさりとしてのあの鷲わしはいない。その刀身はとりどりの色に変じ、穏おだやかな光で周囲を満たしていく。


　生者の思いに応こたえ、死者の思いが剣に宿ったのだ。


　あとは地上と海界を隔へだてる壁かべを砕けば、死せる神々の力を解き放つことができる。


「ウィルゴ！」


「ああ！」


　ウィルゴは叫び、飛び出した。ノクスが並び、〈女神〉の間合いに入る寸前でその肩かた口ぐちめがけて剣を振り下ろす。当たるはずのない距きよ離りから放たれた一撃は当然〈女神〉の肌を掠かすりもしないが、ノクスもそれは承知だ。狙いは足あし下もと。振り下ろされた剣は〈女神〉の血でもろくなっていた地面を砕き、〈女神〉はほんのわずか、姿勢を崩す。ノクスはあっさりと横に逃にげ、そして先ほどまでノクスのいた地点に、ウィルゴが剣を手に飛び込む。〈女神〉の斧をぎりぎりでかいくぐり、──低い位置から、斬きり込む。


　ウィルゴの太刀たち筋すじに沿って、光が迸ほとばしり出る。海界と地上との境界がその太刀筋に沿って砕かれ、死せる神々の力が光となって解き放たれたのだ。剣の刃やいばではなく、刃の解放した光こそが、〈女神〉の腹から胸にかけてを斜ななめに切り裂さく。ディディウスは結果を見届けようとしたが、光は膨ふくれ上がり、見る者の目を眩くらませる。風が周囲をなぎ払はらい、光が周囲を満たす。すべてが白く染まり、轟ごう音おんが耳を聾ろうし、そしてそれらすべてがすぎさったあと、ディディウスは目を開き、〈女神〉のいた場所を見た。


　そこに、〈女神〉はいなかった。


〈女神〉のいた地面だけが、深くえぐり取られている。


「……〈滅びの女神〉は」


　ディディウスは呟いて、仲間の顔を見た。ウィルゴは剣を地面に突つき立てて膝ひざをついている。ダークロアとノクスは〈女神〉のいた地点に屈かがみ込み調べていたが、ディディウスの方を見て、絶句した。


　ダークロアはディディウスの方に駆け寄ろうとした。ノクスは警告の声を発した。


「逃げろ！」


　どちらも遅すぎた。


　ディディウスは自分の喉のど元もとに、背後から伸びた白い指が食い込むのがわかった。


「惜おしい」


〈滅びの女神〉はそう囁ささやいた。耳に唇くちびるが触れるほどの近さで。


「惜しいな、人間。おまえは約束を果たせなかった」


　嗄しわがれたような声が聞こえた。時折、ごぼごぼと咳せき込むような音も聞こえる。


〈滅びの女神〉の手が、ディディウスの喉を絞しめ上げていく。


「……っ！」


　皮ひ膚ふの下を得え体たいの知れないものが這はいずり、神経を傷つけて回っているような、異常な痛みが喉から脳天にかけて突っ走る。視界は真っ暗になる。闇やみに包まれ、五感が遠のく。痛みだけを感じ続ける。この痛みが消えたら、自分は滅びるんだ。今度は戻ってこられない。あらゆる者の記き憶おくから消し去られるのだ。そう理解した。


　無む慈じ悲ひにも痛みは終わった。


　だが、同時に五感が戻ってくる。


　ディディウスは気がつくと地面に座り込んでいた。何があったかわからぬまま、顔を上げる。


　数歩先で、〈滅びの女神〉が脇わき腹ばらを押さえて膝をついていた。彼女と向かい合って立っているのは、骨のように白い肌はだに、ぼろぼろのローブを纏まとった男だ。手に持つ槍やりは見慣れぬ作りで、材質は角つのとも見えるが、このように穂ほ先さきから握にぎりまで一体となる槍を作れるほどに大きな角など、あろうはずがない。


「ギャンダルフィッハ……」


　ディディウスはまだわずかに痛みの残る喉を押さえながら、呻うめくように彼の名を呟つぶやいた。


　ギャンダルフィッハの肉体は少しずつ崩れていた。指先がぼとりと落ちて、地面に落ちる前に風に吹ふかれて砕くだけ散った。ディディウスは槍を取り落としそうになった彼に駆け寄り、その手の上から自分の手を重ね、一いつ緒しよに槍を握った。


　死を奪うばわれ止まっていたギャンダルフィッハの時間が、死を返されることで、やっと動き始めたのだ。そして死を得ることで、彼は生でも死でもない状態から解き放たれた。彼は今死につつあったが、確かに生きていた。


　そして生ある限り、彼には〈滅びの女神〉を討うつ力があった。〈女神〉を貫つらぬくことのできる武器があった。死とともに奪われたものを、彼は取り戻したのだ。


　死を返された彼は、小さくなって蹲うずくまり、死んだように気配を殺しながら、この機会を待っていたのだ。


　荒あらい息を吐きながら〈滅びの女神〉を見つめるその目に、狂気の光はもはやない。


〈滅びの女神〉は、俯うつむいたまま、掠れた声で囁いた。


「……死を……返したせいか」


　ギャンダルフィッハとディディウスは、揃そろって一本の槍を握り、〈滅びの女神〉を見つめていた。彼女は身体からだをくの字に曲げ、血を吐きながら、白い顔を二人の人間に向けた。


「は……はははは、は！　約束は果たされる……というわけか」


〈滅びの女神〉はよろめいて数歩後ずさり、仰あお向むけに倒たおれ込んだ。倒れた先には、石となった彼女自身の抜ぬけ殻がらがあった。彼女はその膝の上に腰こし掛かけ、垂れた腕にすがりつき、しゃくりあげるように笑った。


「私が死ねば世界には新たな混乱が生まれる。天と海もただでは済すまんぞ」


「……どういうことだ……？」


　ディディウスは聞き返し、〈滅びの女神〉は答えにもならない言葉を返した。


「いずれわかる……変化は避けられぬわ。神々もやがては消えゆく。人を導く者はいなくなる。世界を守る者はいなくなる。おまえらはやがて孤こ独どくになるだろう」


〈女神〉の血まみれの指がディディウスを指した。


「孤独だ！　わかるか、私の子どもたちを燃やした皇子よ。谷に火を放った人間よ。おまえたち人間は、その傲ごう慢まんさゆえに、いつか必ず神からも世界からも見捨てられる。いつか麦は実りを忘れ、花は咲さき誇ほこることを忘れるだろう。獣けものは子を生なさなくなる。孤独の中に滅ぶがいいわ──そして支配者面づらでたった一人むなしく玉座を占しめるがいいわ！」


〈滅びの女神〉はのけぞって笑った。呪のろいの言葉はディディウスの胸に爪つめを立て、決して消えない傷を刻んでいく。


「おまえはこれから未来永えい劫ごう孤独のうちに死ぬ。皇子にも戻れず魔法使いにもなりきれず、どこにも属ぞくせず大地を彷徨さまよう。これは私の呪いだ……これは私の予言だ！」


「心配はいらないのじゃね」


　それまで黙だまっていたギャンダルフィッハが、不意にそう言った。


「何が心配はいらない、だ。人間など……」


「孤独の中に滅ぶのは、〈女神〉の方なのじゃね」


〈滅びの女神〉の顔から、一いつ切さいの表情が消えた。


「でも、心配はいらないのじゃね」


　ディディウスは呆ぼう然ぜんと、隣となりに並ぶギャンダルフィッハの横顔を見た。彼の頰ほおの肉が、溶とけてディディウスの肩に落ちた。それでもディディウスはそれを不快だとは決して思わなかった。ギャンダルフィッハの横顔は、美しかった。


「我わが輩はいも一緒にいくから」


　ギャンダルフィッハがディディウスを見た。その溶けた左目とまだ綺き麗れいな黒い右目が、ディディウスを見つめた。


　ディディウスは黙って頷うなずいた。それで充じゆう分ぶんだった。


　槍の右側にディディウスが立ち、左側にギャンダルフィッハが立っていた。二人は〈滅びの女神〉との間にあったわずかな距きよ離りを一息で詰つめると、手を重ね、呼吸を重ね、その槍を、〈女神〉の腹に突き刺さした。


　槍は、深く、深く、〈女神〉の身体に突き刺さった。玉座となった抜け殻の胸まで貫き、石の玉座は砕けて散った。砕けた石の欠片かけらに埋うずもれ、〈女神〉は笑った。首をのけぞらせ、喉をさらし、高い声を上げて笑った。その笑い声の中でギャンダルフィッハが膝をついた。


　ディディウスはギャンダルフィッハを支えようとしたが、触ふれた途と端たん、その腕は肩からもげて地面に落ちた。


「……もう、身体が保もたないのじゃね。あとは……任まかせてもいいのじゃね？」


「何……を？」


「未来」


　ギャンダルフィッハに見つめられ、ディディウスは言葉に詰つまった。人間の未来について、〈女神〉の残した言葉は真実なのだろうか？　すべてがあやふやで、先の見えないことばかりだったが、ディディウスは結局頷うなずいた。ギャンダルフィッハはあまりに長く戦ってきた。もう休ませてやらなければならない。


　ギャンダルフィッハは残された頰の筋肉を少し動かし、笑ったようだった。その口から一節の歌が零こぼれ出る。優しく単調な調べの、春を喜ぶ西風の歌だ。大昔から伝わる素そ朴ぼくな歌だったが、歌った本人にも、なぜ自分が今それを歌ったのかよくわからなかった。ただ、なんとなく、急に歌いたくなったのだ。


　そしてギャンダルフィッハは、ローブを残し、塵になって崩くずれた。残されたローブは〈滅びの女神〉の上に覆おおい被かぶさり、〈女神〉はそれがおかしかったのか、いっそう笑った。


　笑ううちに、別の声がその哄こう笑しように重なった。その声もまた笑っていた。〈滅びの女神〉よりも豊かで、伸のびやかな声だった。それは〈樹の女神〉の声だった。


　二つの声は揃そろって笑った。二人は少女のように笑いさざめいた。声は石と化した古木に細かなひびを入れていった。澄すんだ音がして、最初のひと欠片が降ってきた。それは巨きよ大だいな根を構成する石の欠片で、ディディウスの足あし下もとに落ちて砕けた。


　本格的な崩ほう壊かいの始まる前に、ディディウスらはそこを離れた。











　斜しや面めんの下から、切り株の形をした、玉座の間の崩壊を眺ながめた。


　白い煙けむりがもうもうと立ちこめ、それが晴れたときには、何もかもなくなっていた。ただ白い石の残ざん骸がいだけがあった。


　と、その残骸の中から、数条の光が伸びた。


　ディディウスは目をこらし、その光の正体を見み極きわめようとした。光は真まっ直すぐに天に走ったかと思うと、ある高度で急に放物線を描えがいて落下を始めた。はるか遠い空に、白い光が尾おを引いてよぎっていく。


「……あれは？」


　ウィルゴの問いに答えたのは、ノクスでもダークロアでも、ディディウスでもなかった。


「〈滅びの女神〉が死に、その内に閉じ込められていた者たちが解放されたのですわ」


　ディディウスらは岩の転がる荒あれた斜面に身を伏ふせていたのだが、その斜面の下の方からこちらに上ってくる人物がいた。葡萄ぶどう酒しゆ色のド派手な美人だ。


　巧たくみな女言葉を操あやつる彼に、ウィルゴの不ふ審しんそうな視線が飛ぶ。


「……もしかしてあの船に乗ってきたのか？」


　ウィルゴが天空を飛び交かう船を指して言った……が、その船は天空の血を引いていなければ目にすることができないため、他の面めん々めんにはわからない。


「天空神のおまえがここまでのこのこやって来るということは、もう天と地との戦いの決着はついたのか？」


　ウィルゴはミューシカの胸むなぐらを乱暴に摑つかんで言った。


「地上の神々をすべて滅ぼして？　それで今度は自分たちが地上の支配者にでもなろうというのか？」


「ちょ……ウィルゴさん、誤ご解かいです。いいですか、天空は二手に分かれて争っていたのです。地上の神々に〈滅びの女神〉を倒させまいとしてあそこで暴れていたのは強きよう硬こう派の連中で、わたくしたち天王派の神々は、それに反対していたのです」


「……む。では、おまえたちは地上の敵ではないのか」


「そうですってば。天王派は地上の神々を助けて戦っただけです！　前にも言いましたよ？」


「ミューシカ、〈滅びの女神〉が死んだから食われてたやつらが解放されたって……」


　ウィルゴとミューシカの会話に、ディディウスが口を挟はさんだ。


「ええ。でも、解放されているのはここ数十日の間に食べられた命だけみたいですね」


　ミューシカが空を見上げたので、ディディウスもつられて見上げてみた。


　白い光が、空を流れ星のように、けれど星よりもはっきりと輝かがやきながら飛んでいく。


「……半島のどこかに行くのかな」


「そうとも限りませんでしょう。あ、それからみなさん、あちらももう決着ついてますよ」


　ミューシカは斜面の向こうを指した。〈滅びの女神〉との戦いの前に見えた、森の上に立ち上る煙は、もう薄うすくなっていた。稲いな光びかりも見えないし、雷らい鳴めいも聞こえない。


「ど……どっちが勝ったの？　地上？　まさか天空の強硬派とかいうやつ？」


「ほほほ、わたくしがついていて負けるわけがありませんでしょう？」


「はいはい。あーあ、腹減ったなあノクス？」


　ダークロアは身体を伸ばしながら言った。ノクスはこくこくと頷うなずく。


　穏おだやかないつも通りの会話の一つ一つが、ディディウスをゆっくりと戦いから引き離していった。想像すらできなかった〈女神〉の腹の中、そして最後の戦い。ギャンダルフィッハの死、〈滅びの女神〉の呪のろい。彼女は解放されたのだろうと思った。最後の笑い声は、まるで歌声のように伸びやかで、晴れ晴れとしていた。神話は終わったのだ。彼女は神話の枷かせからはずれることができたのだ。


　では、神話のあとにはどんな時代がやってくるのだろう？


　ディディウスはそれまで名前しか思い出せなかったメイヴェーラの顔を、心に描えがいてみた。胸の中に自然と絵の具が染しみ出てきて、ちょっとわがままな少女の顔が描き出された。その声、その視線、その思い。おそらく、あの光の中にメイヴェーラもいたのだ。だから、今自分は彼女のすべてを思い出すことができるのだろう。


「──あ、おっさん、そういえば前にメイのために身体からだ作ってるって言ってたよね」


　ディディウスは一歩先を歩くダークロアにそう声をかけた。


「え？　ああ、そうだけど、妖よう精せいに取られちまったみたいで……って、ああああああっ!!」


　ダークロアは、いきなり叫んで立ち止まった。メイヴェーラのことを今まで失しつ念ねんしていた自分が信じられないのだろう、愕がく然ぜんとしたようすでディディウスを振り返った。


「な、なんですぐ思いつかなかったんだ、俺！　戻ろう、メイヴェーラを捜すぞ！」


「思いつかなかったのはおっさんのせいじゃないよ。記き憶おくが戻ったばかりで混乱してて、すぐに出て来なかっただけだと思うから。それに、メイヴェーラはあそこにはいないよ」


　ディディウスはそう言って、頭上を見上げた。そのときにはすでに森の中に入っていたので、視線の先に見えるのは、ただ星がちかちかと瞬またたく宵よいの空だけだった。つられて空を見上げるダークロアに、ディディウスは言ってやった。


「さっき、〈滅びの女神〉が死んであの白い根っこみたいなのが壊こわれたとき、光がたくさん飛んでいっただろう？　あの光の中のどれかが、メイだったんだと思う」


「ってことは、メイヴェーラは〈滅びの女神〉に食われていたのか？　だから俺も忘れちまってたのか？　今はいったいどこにいるんだ？」


「それはわかんないけど、でも、この世界のどこかにはいるから」


　だから、捜せばいい。


　そうして、ディディウスの時代は、ゆっくりと動き出す。














最終章　西風と蜂はち蜜みつ







　戦場跡あとは無む惨ざんなものだった。


　森は焼け、大地に血が染み込み、ところによっては地形すら変わってしまっていた。そのような結果をもたらす戦いを繰くり広げた当人たち、つまり天と地と海の神々は、すでにそこにはいない。皆みな一条の光となって、どこぞに消えた。おそらくは人の立ち入れぬところで、ゆっくり今後の世界のありようについて語り合っているのだろう。


　まあ、それは別にどうでもいいことだとウィルゴは思う。難しいことはどうせ自分にはわからない。


　わかるのは、とりあえず自分が今生きていて、自分の隣となりに座って、雨に濡ぬれた焼け跡を眺めている男も生きているということだ。お互たがい多少の怪け我がは負おっていたが、ひどいものではない。


　そこは天然の洞どう窟くつで、急な雨に降られた彼らは、ひとまず雨宿りをすることにしたのだ。まだ午後の早い時間帯であるはずなのに、周囲は夕刻のように暗い。空を暗雲が覆おおい、太陽を隠かくしている。


〈滅びの女神〉との戦いから一日が経たっていた。ウィルゴたちの周囲で、物事は大きく動いているらしい。神々は奔ほん走そうし、ミューシカもここにはいない。その慌あわただしさを尻しり目めに、ウィルゴたちはゆっくりと山を下りているところだ。ディディウスは洞窟の奥で食事を作り、ダークロアは猫ねこの姿を取って、弟で子しのそばで昼ひる寝ねをしているはずだ。


　手伝おうとしたウィルゴは邪じや魔まだからと一いつ蹴しゆうされ、仕方なく洞窟の入り口近くで、ぼうっと外を眺めていた。雨の分厚い幕まくの向こうには、焼け焦こげて炭のようになった木々が、黒く立ち尽つくしている。神々の戦いの余よ波はによって木々についた火は、昨夜のうちに神々自身によって消されていた。雨はその仕上げをするかのように、ただ強く降り続ける。


　ノクスはそのウィルゴの隣に、いつのころからか座っていた。どちらも膝ひざを抱かかえて外を眺ながめるさまは、親の帰りを待つ子どもに、少し似ている。


　ウィルゴは雨の降る前のことを思い出す。


　今朝、目覚めたウィルゴに、ディディウスは二本の棒ぼうを突つき出した。昨夜のうちに木を削けずって作っておいたものだという。自分と最後の勝負をしてくれ、とディディウスは言って、頭を下げた。だからウィルゴは応じた。本気で相手をした。


　そして、ウィルゴは勝ち、ディディウスは負けて地面に転がり、曇どん天てんを見上げた。


　ねえ、ウィルゴ。ディディウスは、天を見上げたまま言った。


『……ノクスさんと、幸せに、ね』


　ディディウスは笑っていた。仕方なさそうに、ウィルゴの罪も、自分の無力さも、何もかも受け入れたような変に大人ぶった顔で、笑っていた。無理するな、私を罰ばつしろ、そう叫さけびそうになるのを堪こらえ、ウィルゴは泣いた。ディディウスは困った顔で、それでもやっぱり空を見上げていた。ウィルゴを泣かしたら、ノクスさんに怒おこられちゃうなあとか言いながら。


　そのときのディディウスの言葉も、笑え顔がおも、ウィルゴは忘れない。


「……あのさ」


　ノクスが、漠ばく然ぜんとした沈ちん黙もくを破ってそう言った。


「俺、一度エルクレイダに戻ろうと思う」


　ウィルゴは少しの沈黙のあと、苦く笑しよう混じりに、そうか、とだけ呟つぶやいた。


「うん。あとね、俺はミュドラネ生まれじゃないから、ミュドラネでどうやるものなのか、知らないんだけど……ミュドラネでは、誰だれか、結けつ婚こんしたい人がいるときって、どうするのかな」


　ウィルゴは少し考えてから答えた。


「……家同士の問題なんだから、家の主あるじにそう告げるのがいいんじゃないか？」


「じゃあ、その人に家族がいない場合は？」


　ウィルゴは、また少し考え込んだ。


「親族がいるならまた別だろうけど、好きにすればいいんじゃないのか？　とりあえず本人にそう言えば」


「そっか」


　ノクスはそう言って、また雨に濡れる木立に視線を戻した。ウィルゴも、同じようにした。


　決着がついたのだなと思う。


　ディディウスは、これでもうおかしなやつにつけ狙ねらわれることもなくなるだろう。〈滅びの女神〉はもういない。ギャンダルフィッハももういない。ウィルゴがディディウスのためにすべきことはもう終わったのだ。ウィルゴとディディウス、二人の道は重なり合い、そしてその交こう差さは終わった。すべての失われたものと、これから生まれてくるもののために、ウィルゴは帝てい都とで種たねを蒔まき続けようと思う。


（じゃあ、ノクスのためにできることは？）


　そんな疑問が、ふと湧わいた。


　だが、ノクスはエルクレイダに行ってしまう。ウィルゴは見限られたのだ。何しろ、二度もノクスを放ほうって一人で戦いに行ってしまったのだから。おそらく、誰かの幸福を考えるというのは、ウィルゴが思っていたよりも、ずっと難しく、根気のいることだったのだ。そしてウィルゴはそれに失敗したのだ。


　戦いが終わって、一人。


　この状じよう況きようは、いっそすがすがしいような気もする。


　そういうわけで、ウィルゴはふぬけていた。


「あのさ」


　先ほどと同じ呼びかけを、ノクスはまた使った。言葉を選んでから口に出す彼にしては、少し珍めずらしいことかもしれない。ウィルゴは彼の横顔を見た。


「ウィルゴは、前に、幸せになりたくないって言ったよね」


　確かに言った。だからノクスはエルクレイダに行ってしまうのだろうか。


「でも、俺の望みはウィルゴと違ちがう。ウィルゴにとっての幸せがどんなものかは、ウィルゴに教えてもらわないとわからないけど、俺はウィルゴには幸せでいてほしい」


　そう言われても、ウィルゴにだって自分の幸せの形などわからない。


「俺はそのことでウィルゴと話し合いたいんだけど、それには前ぜん提ていがいると思うんだ」


　ウィルゴはふぬけなりに、ノクスの話を一いつ生しよう懸けん命めい聞いていた。が、よくわからなかった。


「ウィルゴの命とか、人生とかが、ウィルゴ一人のものじゃないっていう前提。俺とウィルゴが互いに思いやって、相手の考えを慮おもんぱかって、一いつ緒しよに生きていくっていう前提」


　何か、想像を絶ぜつすることを言われている気がする。ウィルゴは本当に一生懸命聞いていたが、混乱しつつあった。


「それでうまくいくかどうかはわからないけど。でも、話し合って、喧けん嘩かして、嫌きらわれることを怖こわがらないで、……愛されることを喜ぶのは、大切なことだと思う。もしもウィルゴが俺なんかに自分の命や人生についてああだこうだ言われたくないなら、俺のこれから言うこと、断ことわってくれればいい。それだけだよ」


　ノクスもウィルゴの方を見た。ウィルゴは混乱しつつある思考を投げ出して、ああ、やっぱり綺き麗れいな目だなと思った。綺麗に晴れ上がった空が、ここに映っている。


「あのね、ウィルゴ」


　その青い目に、ウィルゴ自身の顔が映っている。


「俺が、エルクレイダから、君のところに帰ってきたら……」


　……ん？　帰って、くるのか。


　青い目の中で、ウィルゴはぽかんと口を開けた。











　北風山脈からイリウス砦とりでに至る山の連つらなりのどこか。


　神々の戦いによる破は壊かいを免まぬがれた森の一つに、騒さわがしいカワセミが一羽いた。


「アアナンテコトダイ！　生キ返ルダナンテ！」


　鳴き声の中に、そういう人語が含ふくまれていることに、耳を澄すました者なら気づくだろう。


　カワセミは翡ひ翠すい色の美しい翼つばさをばたつかせながら、枝と枝の間を飛んでいた。早く、早く手を打たなければ。先手を取られたらやられちまう。カワセミは飛び、叫んだが、休きゆう憩けいしないわけにもいかなかった。狩かりのできそうな小川を見つけると、川に張り出した枝の上に止まって魚の動きを注ちゆう視しする。


　だが、そのカワセミを、一匹ぴきの猫が狙ねらっていた。別の枝の上にいた猫は、カワセミが己おのれの存在に気づく前に、素す早ばやく立ち上がり、カワセミに飛びかかった。


　ピ────！


　美しい羽根が舞まった。翡翠色の、空色の、赤茶色の、羽根が舞った。


　そして血が滴したたり、猫はぐったりしたカワセミをくわえて満足げにその枝の上に腰こしを下ろした。猫はカワセミにはもう興味はないようすで、その死体を自分の横に置くと、黒い尻尾しつぽを愛らしく動かし、毛け繕づくろいを始めた。


　その耳が、ぴくりと動いた。


「もう完かん璧ぺきに猫になっちゃったのかしら」


　声は女性のものだ。それを聞いた途と端たん、猫は慌あわてすぎて枝から落ちた。


　声の主は、先ほど猫が毛繕いをしていた枝の、少し上の枝に座っていた。猫は特別大きいというわけではなかったが、女性はその猫よりもさらに小さな身体からだの持ち主だった。


　猫の落ちた川かわ縁べりの茂しげみの辺りから、黒くろ髪かみの男が顔を出して叫んだ。


「……し、師し匠しよう！」


「あら、まだ人間に戻れたのね」


　男は立ち上がり、師匠と呼んだ女性を見上げた。彼女は背中に生えた虫のような薄うす羽根を動かし、枝から、男の掌てのひらの上にゆっくりと舞い降りた。


　男はダークロア、女はその師匠のフィだ。


「なんで師匠がここまで……」


「オドラエル様から話は聞いたわ。あんた死んだんですってね？」


「あ……え、ええと……」


　ダークロアはしどろもどろになる。フィはその小さな手でダークロアの髪を摑つかみ、容よう赦しやなく引っ張った。


「痛っ！」


「あら？　ぼうやはどこ？」


「え？　ああ、皇おう子じなら砦とりで……いた、痛いって師匠！」


「喋しやべれるようならまだまだね」


「い……っ！」


　ぶち、と髪の毛が数本まとめて抜ぬけた。


「師匠っ」


　ダークロアの手がフィを振ふり払はらった。フィは背中の羽根を動かし、ダークロアの目線で高度を維い持じし、不気味なほど感情を抑おさえて言った。


「あんたなんかどこでも好きなところでのたれ死ねばいいんだわ」


　言ってしまうと、フィは身を翻ひるがえして舞い上がり、枝の一本に腰こし掛かけた。


「……すみませんでした」


　なんとなく切ないような沈黙ののち、フィは思い出したように訊きいた。


「その身体どうしたの」


「え？　ああ、これは、あいつが次に生まれる予定だった身体をもらい受けて……」


　あいつ、についてダークロアは何も説明しなかった。だが、故郷の谷で彼が誰だれを愛し、失ったか、親代わりであり師でもある彼女は当然知っていた。


「大事になさい。あんたは、あの子に二度命をもらったのよ」


　フィはくるりと振り向き、弟で子しを見下ろして言った。


「一度目は出会ったときに。二度目はその身体を譲ゆずられたときに」


　ダークロアは自分のものであって自分だけのものではない手を見つめ、頷うなずいた。


　神しん妙みように頷く弟子を見て、フィはやっと少し表情を和やわらげた。


　ダークロアは木の幹にもたれ、その場に腰を下ろした。初秋の森は、まだ青々とした葉をつけている。ただ、木こ漏もれ日びがわずかに頰ほおに優やさしい。


　これから世界はどうなるのだろうか。ダークロアは澄んだ高い空を見上げて思った。


〈滅ほろびの女め神がみ〉は死んだ。ミューシカが語ったように、天と海の〈樹き〉もまたそのあとを追って死んでしまうのだろうか？　もしもそうだとすると、神々はやがてこの世界から完全に消えることになる。


「師匠」


「なあに？」


　機き嫌げんを直したのか、フィは先ほどよりは穏おだやかな調子で応こたえた。


　師匠の機嫌を損そこねることもあるまいと思い直し、ダークロアは問いを呑のみ込んだ。どうせ師匠に訊いたところでわかるものでもないのだ──神々だってわかるまい。この世界の誰にもわかりはしない。


「……なんでもないです」


　それでいいのだろうと、ダークロアは思う。











　イリウス砦のメッサラ司令官は、部屋にただ一つ残された指輪を、掌てのひらの上で転がしていた。


　ばたばたと騒がしい音が、朝の廊ろう下かに響ひびき渡わたる。


　失礼します、という声とほぼ同時に、駆かけ込んでくるのは若い兵士。


「皇子はどこにもいらっしゃいません！」


「そうだろうな」


　メッサラは指輪から視線を上げて、窓の外を見た。黄こ金がね色と薔ば薇ら色に、朝の砦は染め上げられていく。練れん兵ぺい場じよう、物もの見みの塔とう、塁るい壁へき……美しいと、メッサラは思う。だが彼の皇子は、他ほかにも美しいと思えるものを見いだしたのだろう。昨夜皇子の語ってくれた話は、不思議で、恐おそろしくも悲しいものだったが、それを語る皇子の顔はきらきらと輝かがやいていた。


　だから、用意された砦の一室に皇子の姿はすでにない。


　彼は指輪をいじりながら言った。


「夜のうちに抜け出されたのだろう」


「……は、し、しかし、アルバ＝ロンガの方にはすでに皇子存命の報しらせを……」


「伝令を戻せ。無理なら、私の見み間ま違ちがいでしたで済すませるさ」


　メッサラはそう言い、直立不動の兵士が立つ横を通りすぎ、廊下に出た。


　最後に、もう一度だけ、部屋を見る。


　寝しん台だいと、卓たくと、椅い子すと、荷物を入れる櫃ひつと……皇子に使わせるにはあまりに質素な部屋だったが、だから飛び出したわけではないことを、彼は知っていた。皇子がここを飛び出したのは、ここが質素だったからではない──狭せまかったからでもない。


　彼が皇子に鎖くさりをつけて留とどめておこうとしなかったからだ。


　だから、ここに、彼の皇子はいない。


　彼の皇子は、その父親とは別の道を見つけたのだろう。


　これでいいのだと彼は思う。少し寂さびしく、少し痛い胸を抱かかえて、けれど不思議とすがすがしい気持ちで、彼は朝の砦とりでの廊下を歩いていった。











〈滅びの女神〉が倒たおされた、という報しらせを受けたのは、もう一月は前のことだろうか。


　オドの町に至る坂道の途と中ちゆうで立ち止まり、ヤーテは街道の方を見下ろしていた。


　秋の気配が、高い空から地上に降りてくる。


　ヤーテの視界を横切り、長く続く街道。街道の向こうに広がる農場は、黄金色の海のようだ。空気はまだ暖かい──東海を越こえて鳥たちが渡ってくるにはもう少しかかるだろう。


「イトスギ様」


　ヤーテは服の裾すそを摑まれ、振り返った。そこには今年九歳になる町の少年が立っていた。


「ディディ様はどこ？」


〈滅びの女神〉を倒した英えい雄ゆうに憧あこがれを抱いだく少年は、きらきらと目を輝かせ、ヤーテを見上げている。ヤーテは思わず笑えみを零こぼし、その頭を撫なでた。


「残念。もう行っちゃったわ」


「ええっ、もう？　まだお話聞きたかったのに！」


「仕方ないわ。大事なご用があるのだもの」


「ご用って？」


　自分を放ほうって行ってしまうほど重要な用があるものか、という目で少年はヤーテを見つめる。


「大事な人を捜さがしに行くのよ」


「大事な人？」


「そう。あんただって、お母さんや妹と離はなれてしまったら、捜しに行くでしょう？」


　少年は唇くちびるを突つき出したり嚙かみしめたりしていたが、やがて不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔で頷うなずいた。


「……わかった」


「そんな顔しないの」


「でもイトスギ様だって変な顔してる」


「え」


　ヤーテは慌あわてて自分の顔を触さわった。それを見て、少年はにや、と笑う。


「やっぱりだ、ヤーテ様、ディディ様のこと好きなんだ」


「ち……ちょっと何よそれあんた……っ、もう、さっさと戻りなさい！　日が暮れるわよ！」


　少年は笑いながら坂道を上っていく。だが、急に立ち止まって振り返り、ヤーテに手を差し出した。


「ヤーテ様もおいでよ！　晩ご飯一いつ緒しよにどうですかって、うちの母ちゃんが言ってたよ！」


　ヤーテは一いつ瞬しゆんきょとんとし、それから笑った。


「そうね。じゃあありがたく」


　少年の手を取って、ヤーテはオドに戻っていく。彼女の町へ。


　ヤーテが、ディディウスの姿が見えなくなっても町の外に立ち尽つくしていたのは、ついて行きたい気持ちを抱えて困っていたからだ。前にディディウスが見せてくれたオドの外の世界は、ヤーテにとっては驚おどろきの連続だった。自分の世界はなんと狭せまかったのだろうと思った。ディディウスと一緒なら、もっと広い世界を見せてもらえるのではないかと思った。だが、たぶん、自分にはもっと一歩一歩、ゆっくり歩んでいくやり方の方がいいのだろう──少年の手を引き、手を引かれながら、ヤーテはそう思うことにした。


　胸に残るほろ苦い感情は、今晩の食しよく卓たくが慰なぐさめてくれるに違いない。


　世界は黄昏たそがれ時の淡あわい紫色に沈しずみ、彼女の町には黄色い灯あかりが灯ともり始めていた。











　イリールがその客人を迎むかえたのは、〈滅びの女神〉が死に、天空と地上と海界の神々の間に新たなる約やく定じようが結ばれてから、一月と少し過ぎた、秋の日のことだった。


　背の高い針葉樹の森に、ぽつんと置かれた黒い石。イリールはその石にもたれるようにして草の上に座り、一方客人の残していった『土産みやげ』は、その傍かたわらで所しよ在ざいなげに立ち尽つくしている。


「こりゃ何の嫌いやがらせかね……」


　イリールは『土産』に背を向けたまま呻うめくようにそう言った。


『土産』の方は、ちょっと頭を傾かたむけて、唇から顎あごを切り裂さく傷きず跡あとを撫でながら言った。


「嫌がらせ、か」


「嫌がらせさ。あんたを保護してわざわざここまで連れて来たんだよ。〈女神〉が死んで、祝しゆく杯はいでもあげてやろうと思ってたのに、こんな辛しん気きくさいの連れて来るなんて……」


　オザ・オザはしばらく迷ったが、結局イリールと背中合わせになるよう境界石に背を向けて座った。


「……あの子どもの言葉を覚えているか」


「ああ、覚えてるよ。オザ・オザを頼たのみます、それじゃあ、だけだものね。あとは弱っちい平手の一発だけ！」


　イリールの左の頰ほおは少し赤くなっていた。ついさっき客人──ディディウスに平手で撲ぶたれたのだ。


「しかもあの子、右利ききなのに左手で叩きやがった。加減したんだよ。忌いま々いましい」


「殺されるつもりだったのか」


　イリールはオザ・オザの背中を見やった。オザ・オザは一人で胴どう着ぎを脱ぬぎ、脇わき腹ばらの包帯を巻き直しているところだった。


　オザ・オザは、天空の神々や獣けもの、〈モドキ〉との戦いの末に大けがを負い、戦場の隅すみで死にかけていた。それを拾ったのがディディウスだ。重傷を負ってまだ動くのがやっとというオザ・オザをわざわざ馬車に乗せて連れてきたディディウスに、イリールはついさっき、この境界石を挟はさんで会った。


「〈女神〉も死んで、あなたの望みは果たされた。もはや生き続ける理由はない。だから、あの子どもに殺してもらうつもりだったのだろう？」


「……なんだってそう思うんだい」


「自分が今困っているからだ」


　オザ・オザは脇腹をえぐる傷の上に、丁てい寧ねいに包帯を巻いていく。


「戦いが終わって困っている。何をしたらいいのかわからない。あなたもそうじゃないかと思ったんだ。あなたはこのあとどうするんだ？」


「このあと、だって？　そんなものはないさ。……死ぬだけだよ」


　イリールはそう言って、オザ・オザの背から視線を逸そらした。オザ・オザは相変わらずイリールの方を見もせず、しばし天を見上げて考えて──やおら綺き麗れいに巻いていた脇腹の包帯をむしり取り、振ふり返ってイリールの前に突き出した。


「そこから出て包帯を巻くのを手伝ってくれ。そうしたら私があなたを殺してやる。死にたいんだろう？」


　イリールは目も口も丸くして、ぽかんとオザ・オザを見上げた。声が出てくるまでにはしばらくかかった。


「し……死にたがっているやつは、ここから出られやしないんだよ。あんただって知っているだろう」


　ほほう、とオザ・オザは興味深げに呟つぶやいた。


「やっぱり死にたがってたんだな」


「！　あんた、かまかけやがったね！　ご主人様にいい度ど胸きようだね、まったく！」


「おかげさまでな。……ところで、私は北へ行こうと思っている」


　ああそうかいとイリールは言った。ああそうだとオザ・オザは言った。


「近々北からミュドラネへ本格的な侵しん攻こうが始まるはずだ。戦場はいくらでもある。死に場所はいくらでもある。そこで提案だが」


　イリールはオザ・オザの手から包帯を受け取った。血の染しみついたそれを弄もてあそぶうちに、天地の戦争で一族を失ったときに枯かれ果てたはずのものがこみ上げてきて、俯うつむいた。


「一緒に行こう。百回死んでもおつりが来るだけの戦いがあるぞ」


　だがここから出るためには死にたがっていては無理で──


　いったい自分は死にたいのか生きたいのか、イリールにはわからなくなっていた。


　ただ、ディディウスが自分を殺さずにオザ・オザを残していったことは、やっぱりどう考えても嫌がらせだったのだと思った。











「なんかよくわかんない関係ですわねえ」


　ミューシカは額ひたいに手をかざし、イリールとオザ・オザのやりとりを眺ながめていた。イリールらのいた境界石からは、ずいぶん距きよ離りがある。ダークロアの人としての足でも、百歩はあるだろう。しかも森の中だから、何本もの木に視界を遮さえぎられている。


「……俺にはさっぱり見えないぞ」


　ダークロアは境界石に片足を乗せ、背筋を伸のばしていたが、やはり木々に遮られて、イリールの姿もオザ・オザの姿も見えない。


「結局イリールさんとオザ・オザさんってどうなさるおつもりなんでしょうねえ」


「知らねえよ。こっちは姿も見えなきゃ声も聞こえないんだ」


「あらそうですか。イリールさん美人ですわよ」


「そうかよ。ま、死の弓矢は戦いのあとオドラエルが封ふう印いんしちまったし、あいつらももう派手なことはできねえだろ。……しかし、釈しやく然ぜんとしねえなあ。シャラサラまであいつらのこと知ってたなんてよ。俺がエイルセイル殺しの死の神のこと聞いたときは知らぬ存ぞんぜぬで通しやがって……」


「〝強力な力を持った死の神はいない〟〝犯人は捜しているところだ〟でしたっけ？　でも、イリールさんにもう力はないんですから噓うそってわけじゃありませんし、実行犯である人間が一時期行方ゆくえ不明になってしまっていたのも事実みたいですし……それに、イリールさんたちのこと黙だまっていたのも仕方ありませんわ。ディディウスさんがイリールさんたちのことを知ったとき、復ふく讐しゆうやら何やらに走らないとは限りませんもの」


　ダークロアは顔を歪ゆがめて舌打ちした。


「ったく……おい、俺はもう行くぞ。先に行ったディディウス追うわ」


「え？　でももうちょっと……」


「じゃあ勝手に見てろ。天空で出世しろよ」


　ダークロアはそう言い残すと、ぱっと身を翻ひるがえして木々の間に飛び込む。その姿は一瞬で黒くろ猫ねこへと変わる、が──


「いつまでディディウスさんと一緒にいるんです？　フィさんはどうするんですか！」


　ミューシカにそう言われ、猫はぎくりと身を竦すくませて立ち止まった。


　猫に恨うらめしそうに見上げられ、ミューシカはうふふと笑った。


「ディディウスさんのこと心配なんでしょう。わかってますよ。〈滅びの女神〉の残した予言のことは聞きました。でもご安心ください、わたくしが手を打ちます」


　猫はうさんくさげにミューシカを見上げている。ミューシカはそばまで近づいて、猫を胸に抱だき上げてやった。猫は少し迷めい惑わくそうだ。


「〝おまえはこれから未来永えい劫ごう孤こ独どくのうちに死ぬ。皇子にも戻れず魔法使いにもなりきれず、どこにも属せず大地を彷徨さまよう。これは私の呪のろいだ……これは私の予言だ〟でしたっけ。予言には予言です。〈女神〉の予言の上に、私がもう一つ予言します」


　見た目は可愛かわいいくせに態度は可愛くない黒猫の頭を撫なでて、ミューシカは微笑ほほえむ。ディディウスの去っていった街かい道どうの方を見つめながら。街道まではかなり距離があったので、ミューシカの力を持ってしてもディディウスの姿を見つけることはできなかったが、ミューシカは街道を行く小さな背中と黄色い頭をたやすく思い描えがくことができた。


「ディディウスさんは、皇子にも戻れず魔法使いにもなりきれないかもしれません。でもそれがなんだと言うのです？　ディディウスさんは、他の、もっと素す敵てきなものになります。人や、獣けものや、木々や、大地……色々なものを癒いやせる者になります。世界を彷徨さまよい、色々なものに触ふれ、見て、それらを癒します。その生しよう涯がいは確かに放ほう浪ろうのうちに終わるかもしれません。孤独なこともあるかもしれません。けれどその放浪も孤独も楽しんでしまえるだけの力を、自分が癒したものから得るでしょう」


　風が針葉樹林を駆かけ抜ぬけ、街道に吹ふき降りる。街道を行くディディウスは、きっとその風を感じ、目を細めるだろう。そのさまを想像し、ミューシカは自分の予言の成じよう就じゆを確信した。


　猫は尻尾しつぽをはたりと振った。







◇◆◇







　少女は青空の下、草原に寝転がり昼寝をしていた。


　そばではロバが草をはんでいる。少女はすやすやと眠ねむり続ける。両手両足を思いきり伸ばした、気持ちよさそうではあるが無防備な寝ね方かただ。


　その少女の顔の上に、影ができる。少女を上から覗き込んでいる者がいるのだ。それは若い男だった。着古した旅りよ装そうを身に纏まとい、黄色い髪かみを首の後ろで纏まとめている。男はじっと少女を見つめていた。その表情は呆あつ気けにとられているように見える。


　突とつ然ぜん、少女がぱちりと目を開けた。男の森の緑の目と、少女の銀色のような灰色のような目とが合う。


「……あれ」


　少女は、だが男の存在など気にならないようで、さっさと起き上がると、目を擦こすって太陽の高さを見た。


「うわあ、もう昼になっちゃったー……」


　その少女を、男は呆ぼう然ぜんと眺め続ける。視線に気づいて、少女はくるりと振り向く。


「こんにちは。旅の人？」


　男は、声が出ないわけでもあるまいに、かくかくと頷うなずくだけだ。


「？　変な人ねー」


「あ、あの……」


　少女はそこらに転がしていた荷物を引き寄せると、中からパンを取り出した。蜂はち蜜みつ入りの甘いやつだ。昨日祭りをしている町を通りがかり、そこで分けてもらった。旅をしていたらこんなもの滅めつ多たに食べられない。少女はパンと男とを見比べると、パンを半分に分けて、男の鼻先に突つき出した。


「え？」


「お裾すそ分わけ。おいしいよ」


「……あ、ありがとう」


　男はパンを受け取ったが、口に入れるようすはない。少女は眉まゆ根ねを寄せた。


「食べないの？」


「えっと……あの、君、名前は？」


「ディディよ」


　男は、目を見開いた。


　少女は甘いパンをしっかり味わって食べながら、黙だまりこくってしまった男を観察していた。変な男だなあと思う。顔立ちはまあまあ綺き麗れい。品ひんがいい、というのだろうか。背は普ふ通つう。少女よりは拳こぶし二つ分くらい高い。ちょっと細身だけど、筋肉はしっかりついているみたいだ。見た目は全然変ではない。ただ、話がうまくかみ合わない。まあ、そんなことを気にする少女ではなかったが。


「……ディディ、だって？」


　男が、確かく認にんするように訊きいてくる。少女は頷いて言った。


「そうよぉ。でも、本当の名前は知らない。二年前より前の記き憶おくがないの。森の中で倒たおれてたのを拾ってくれた人がいたんだけど、そのとき私がたった一つだけ言えた言葉が、ディディ、だったの。だからディディ。その他は何もなし。誰かと大切な約束をたくさんしていたような気もするけど、具体的には思い出せないの。あ、でもね、最近は少しずつ歌とかも思い出してきてるの。誰も知らない国の誰も知らない歌ばっかりだけど、綺麗だって評判なのよ」


「…………」


「あら、あなた、おもしろい肌はだの色してるのね。濃こくて……そうね、そんな色の蜂蜜を知っているわ！　ちょっと茶色が濃いのね。おいしそう……」


「……食べないでね」


「大だい丈じよう夫ぶよぉ！　ちょっとふざけただけじゃない」


　少女は、ぷう、と頰ほおを膨ふくらませた。年よりも幼いその仕し種ぐさに、男はまた、目を瞠みはる。


「？　どうしたの？　あ、ねえ、あなたはどうして旅をしてるの？」


「……人を捜しているんだ」


「へえ！　私も人を捜してるの。でも、誰だかわからないんだ。ほら、記憶ないから。でも、捜さなきゃって思いだけは強くて、拾ってくれた人のところを飛び出したの。そのときは寂さびしかったけど、旅は好きよ。ねえ、あなたはどう？　どんなところから来たの？」


「えっと……ずっと、西の方だよ」


「遠いの？　寂しくはない？　故郷のことは好き？」


　男は立て続けの質問に面めん食くらったようだったが、言葉を選びながら、ゆっくりと答えた。


「故郷のことは、大好きだよ。思い出すたびに、懐なつかしいような、申し訳ないような、寂しいような……不思議な気持ちになる。何にも代かえ難がたい、僕の『根』のようなものだから。でも、……なんて言ったらいいのかな、その故郷だけを見つめているわけには、いかなくなったんだ」


「？　どうして？」


「あるひとの言葉を、確かめなきゃいけなくて」


「どんなひと？　どんな言葉？」


　男は、困ったように、少しだけ眉まゆ根ねを寄せた。


「……何度も戦った相手の、最後の言葉だよ。たくさんのものの未来についての言葉。予言、っていうのかな。僕は、そのひとと最後まで戦ったから、そのひとの言葉が本当かどうか見届けなくちゃいけないし、僕自身、見届けたいんだ」


　少女は納なつ得とくしたような、していないような、微び妙みような表情で小首を傾かしげた。


「なんだか難しいことを言うのね。あ、そういえばあなた、名前は？」


　男は、しばらく何も言わなかった。自分の名前を忘れてしまったのかと、少女はその沈ちん黙もくを訝いぶかった。


「ねえ、名前は？」


「……ディディ、だよ」


「？　それは私の名前よ」


「ああ、違ちがうんだ、その──とりあえずこれは返すよ、今おなかいっぱいだから」


　あら、そう？　と言って、少女は男に押しつけられたパンを、また包んで荷物の中にしまった。


「あのね、聞いてほしいことがあるんだ」


　男があんまり真しん剣けんな顔をするので、少女もつられて座り直した。それを見て、男はくすりと笑う。


「いや、楽な格好で聞いてくれていいよ、長い……話になるから」


「長いの？　それなら歩きながらにしない？……と言っても、行き先が同じなら、だけど」


「行き先は同じだよ」


　男のその言葉に、なぜか少女の心臓は胸きよう郭かくの内側で高鳴った。


（あ、あれ？）


　少女は自分の感情が理解できず、慌あわて、男の顔を見て、また慌てた。


　男は、笑っていたのだ。


「な、何よ」


「何が？」


「わ、笑ってる」


「……うん」


　男はそう言うと、また幸せそうに微笑む。この世の幸せを全部浴びてるみたいに、満たされた笑みだった。なぜか、それでまた少女の鼓こ動どうは激しくなる。


「……あの、もしかして」


　少女は泣きそうになった。この人を知っているという確信が胸を貫つらぬいた。


「もしかして、──」


　泣いてしまった。ぼろぼろと涙なみだが溢あふれて止まらない。胸郭の中で、何かが暴あばれている。懐なつかしいとか、好きだとか、そういう感情ではかれるものをはるかに超こえて、得体の知れないものが蠢うごめき、少女の身体からだを壊こわさんばかりに暴れている。


　急に男の腕が伸のびて、少女はその胸に抱かれた。


「あ、あのっ、もしかしてっ」


　問いは確信に変わる。少女は泣きながら、男の背中に腕を回した。思いきり息を吸い込んだ。旅りよ塵じんの他ほかに、薬草の匂においが微かすかにした。


「ねえっ、もしかしてっ、もしかしてあたし間ま違ちがってた!?　それってすごく恥はずかしいんだけどっ、間違ってた？　あれってあたしの名前じゃなかったの!?」


　気が動転して、何を言っているのかわからない。二年間使っていた名前はそれなりに愛着があるが、もしもそれが勘かん違ちがいから自分につけてしまった名前なら、恥ずかしい。いいや、恥ずかしいなんてどうでもいい。そうだ、どうでもいいのだ。


　どうでもいいことだったのだ！


「……メイ……」


　男の、変声期を終えてはいてもやや高めの声が、少女の耳元をくすぐる。やっぱり自分は間違っていたんだと確信し、少女は彼の名を叫んだ。


「ディディ！」


　そうして、ただひたすらに、抱だきしめた。











　よく晴れた、気持ちのいい秋の日のことだった。


　空は高く、透すき通って、どこまでも晴れ渡わたっていた。


　西風が草原を撫なで、そこで泣きじゃくる少女と、少女をあやす男とを、撫でていく。


　よく晴れた、気持ちのいい秋の日。


　山一つ見えない、視界を遮さえぎるものの何一つない、広い大地でのことだった。











大だい地ちの女め神がみ


西にし風かぜの皇子デイデイウス





喜き多たみどり





[image: ]


平成20年7月1日　発行


発行者　井上伸一郎


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) Midori KITA 2008









[image: ]




item/navigation-documents.xhtml



		六章　果て


		七章　絶望の匂い


		八章　剣の殻


		九章　それぞれの戦場で


		十章　帝国の砦


		十一章　玉座


		最終章　西風と蜂蜜








item/image/cover.jpg





item/image/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/LOGO-BEANS.png





